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○ 基本計画の名称： 藤枝市中心市街地活性化基本計画 

○ 作成主体： 静岡県藤枝市 

○ 計画期間： 令和５年４月～令和 10 年３月（５か年） 

 

１ 中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

［１］藤枝市の概況 

（１）位置・地勢 

藤枝市（以下「本市」）は、静岡県の中央部に位

置し、静岡市、島田市、焼津市に隣接している。 

北部は、赤石山系の南縁に接する森林地帯で、海

抜 871m の主峰高根山から発する瀬戸川は市内を貫

流し、駿河湾に注いでいる。北端より東部に流れる

朝比奈川沿いの平坦地区と山麓及び海抜 501m の高

草山を背にする山麓に茶園が開かれ、茶産地を形成

している。中部は、北部からつながる丘陵性の山地

と、そこから広がる平坦地からなり、南部にかけて

市街地が形成されている。南部は、大井川下流の左

岸で、平坦肥沃な志太平野の中央部に位置している。 

また、本市は東京と名古屋の中間に位置し、市内には JR 東海道線や東名高速道路、新東名高

速道路、国道１号が通り、富士山静岡空港にも近接するなど、交通の要衝となっている。 

 

（２）気候 

本市の気候は温暖で、年平均気温は 17.7℃、年降雨量は 2,123.0mm となっている。平坦地と

山間地との温度差が大きく、冬季は温暖で穏やかな晴天の日が続き、春季から夏季(４月～８

月)にかけて全降水量の約 70％の雨が降る。 

 

（３）面積 

本市の総面積は、東西 16km、南北 22km に広がる 194.06k ㎡で、県内 35 市町中第 10 位、県

全体の３％を占めている。 

 

（４）歴史・沿革 

江戸時代の東海道五十三次の宿場町である藤枝と岡部は、参勤交代制度に伴う本陣や脇本陣

が設けられ、往来する旅人で賑わう交通の要衝であった。 

本市は、古くから知られる茶の産地であり、幕末から明治にかけて全国の茶商が来訪してい

た。近年では栽培技術の向上により、朝比奈玉露、藤枝かおりが全国的な評判を得ている。昭

和期になると、家具や木工業などの製造業が産業の中心となり、現在でも多くの企業が立地・

進出している。 

≪藤枝市の位置図≫ 
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（５）中心市街地の沿革、歴史的・文化的な役割 

本市は、市内中央を流れる瀬戸川を挟み、旧東海道の宿場町・城下町と JR 東海道線藤枝駅周

辺を中心に発展し、現在２つの中心市街地を形成している。 

また、本市の中央部（青島地区）に位置する JR藤枝駅周辺地区は、明治 22 年に旧志太郡青

島村にて官設鉄道の駅として藤枝駅が開業し、お茶・しいたけ・みかん等の特産物の集散地と

して、広域からの往来の中心として進展してきた。昭和 43年からは、藤枝駅周辺で土地区画整

理事業が開始され、平成 23 年完了の青木地区までの６地区において、道路や公園、上下水道等

の都市施設整備とともに、居住環境の向上が図られた。 

平成 20 年からは、藤枝駅周辺を本市の中心市街地として位置づけ、藤枝市中心市街地活性化

基本計画（第１期）がスタートし、官民連携によるまちづくりを進めてきた。具体的には、藤

枝駅南口で、「藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業」により BiVi 藤枝、「藤枝駅南口西地

区 ABC 街区開発事業」によりホテルオーレ・オーレ藤枝が完成した。これにより、駅周辺に、

市立図書館とシネマコンプレックスを含む大型複合商業施設、国際観光ホテル等が立地したこ

とから、文化的な役割が向上し賑わい創出が図られた。また、藤枝駅北口では、土地区画整理

事業の完了から 30 年以上が経過する中で、駅前一丁目８街区の再開発事業により新たなまち

「フジエダミキネ」が誕生し、現在も、駅前一丁目６街区及び９街区において再開発事業が進

められ、更なる都市機能の集積が推進されている。この他にも、藤枝駅周辺には、市文化セン

ターや静岡県武道館、静岡地方法務局藤枝支局、名古屋国税局藤枝税務署等をはじめ、広域的

な都市機能を有する施設が立地するなど、教育・文化、商業・娯楽、宿泊、ビジネス、医療・

福祉、住宅等の都市機能が集積されており、大きな人の流れが生まれている。 

このように、藤枝駅周辺地区は、大規模店舗が立地するなど、市内で最も活発な商業地で、

広域行政機能や交通の結節機能を有し、本市の中枢としてのみならず、志太榛原地域の発展を

牽引する重要な地区拠点となっている。また、中心市街地の郊外には、志太郡衙や千貫提、松

並木等の歴史・文化資源があり、岩城山緑地をはじめとした自然資源も点在しており、「文化・

教養レクリエーション拠点」の一部が隣接している。 
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［２］地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析 

2-1 街なか居住の状況 

（１）人口推移 

 国勢調査によると、本市の総人口は令和２年に 141,342 人となっており、平成 27 年をピ

ークに減少に転じている。また、年齢３区分別の人口割合では少子高齢化が一層進行し

ており、令和２年の高齢化率は３割を超えている。 

 一方、中心市街地の人口は、民間のマンション開発等の効果により、令和３年に 11,262 人

と一貫して増加傾向で推移しており、人口集積が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 27 年国勢調査人口を基準に推計しているため、令和２年人口は国勢調査結果とは異なる。 

資料：第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略（人口ビジョン） 

 

 

資料：国勢調査 資料：住民基本台帳より藤枝市作成 
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84,351 79,923 76,974 74,209 70,452 65,073 60,962 58,232 57,345 58,184 

39,921 43,391 44,385 44,488 44,503 45,539 45,574 44,626 42,130 37,836 

143,605 141,948 139,088 135,647 131,734 127,689 123,950 120,401 116,863 113,177 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42

（人）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

≪藤枝市の将来人口の推移≫ 

1,320 1,301 1,299 1,282 1,282 

6,989 7,143 7,188 7,248 7,367 

2,361 2,403 2,466 2,513 2,613 

10,670 10,847 10,953 11,043 11,262 

12.4% 12.0% 11.9% 11.6% 11.4%

65.5% 65.8% 65.6% 65.6% 65.4%

22.1% 22.2% 22.5% 22.8% 23.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H29 H30 R1 R2 R3

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 老年人口比率

（人）

≪中心市街地の人口推移≫ 

128,494 129,248

142,151 143,605 141,342

15.4% 12.9%

67.9%
56.7%

16.7%

30.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

H12 H17 H22 H27 R2

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 老年人口比率

（人）

≪藤枝市の人口推移≫ 



- 4 - 

 

 

（２）世帯数推移 

 本市の世帯数は、昭和 55 年には 26,644 世帯であったが、市街地整備による宅地供給に

より、令和２年には 53,974 世帯と増加となっている。世帯当たり人員は、核家族化の進

行や単身世帯の増加等を背景に世帯の少人数化がみられる。 

 中心市街地では、全市的な傾向と同様に、世帯数は増加傾向、世帯当たり人員は減少傾向

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）年齢別人口 

 令和２年の市全体と中心市街地の人口ピラミッドを比較すると、全市的には男女とも 70

～74 歳及び 45～49 歳の割合が高くなっているのに対し、中心市街地では 45～49 歳の割

合が高くなっている。 

≪人口ピラミッド≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査             資料：住民基本台帳より藤枝市作成 

 

老年人口（65 歳以上）：42,602 人（30.4％） 

生産年齢人口（15 歳～64 歳）：79,594 人（56.7％） 

年少人口（0～14 歳）：18,165 人（12.9％） 

＜藤枝市全体（令和２年）＞ ＜中心市街地（令和２年）＞ 
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資料：国勢調査 資料：住民基本台帳より藤枝市作成 
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生産年齢人口（15 歳～64 歳）：7,248 人（65.6％） 
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（４）昼夜間人口 

◆本市の令和２年の昼夜間人口比率は92.3％であり、昼間人口の流出が見られる。 

◆本市は周辺市町と比較し、昼間の人口流出割合が高い状況にあり、市町別の流入・流出状

況をみると、川根本町を除く他の市町において人口流出が人口流入を上回り、静岡市や焼

津市をはじめとする近隣市町への通勤・通学の傾向が強く、本市のベッドタウンとしての

特徴が伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）通勤･通学動態 

 通勤・通学による人口動向をみると、市外への流出人口が 35,249 人に対し、市内への流入人

口が 23,961人となっており、流出超過となっている。 

 このため、地元企業における雇用創出支援や就業場所の確保に加えて、将来を担う若者世代

をはじめとした市民が学べる場の創出等、人口の流出防止や流入増加に向けた取組が求めら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（R2）  

≪通勤・通学による流出人口≫ 

  
総数 

実数（人） 構成比 

15 歳以上の市内在住通勤・通学者 77,627 100.0% 

  

市内での通勤・通学者（在住者） 41,092 52.9% 

【流出人口】市外への通勤・通学者 35,249 45.4% 

  

県内 34,468 44.4% 

  

焼津市 11,368 14.6% 

静岡市 10,898 14.0% 

島田市 5,253 6.8% 

吉田町 1,839 2.4% 

牧之原市 1,606 2.1% 

その他市町村 3,504 4.5% 

他県 781 1.0% 

従業・通学市区町村「不詳・外国」 442 0.6% 

従業地・通学地「不詳」 1,286 1.7% 

 

≪通勤・通学による流入人口≫ 

 総数 

実数（人） 構成比 

市内で通勤・通学する 15歳以上の者 66,781 100.0% 

  

市内での通勤・通学者（在住者） 41,092 61.5% 

【流入人口】市外からの通勤・通学者 23,961 35.9% 

  

県内 23,719 35.5% 

  

焼津市 10,673 16.0% 

静岡市 5,106 7.6% 

島田市 5,043 7.6% 

吉田町 800 1.2% 

牧之原市 623 0.9% 

その他市町村 1,474 2.2% 

他県 242 0.4% 

従業地・通学地「不詳・外国」で当地に常住している者 442 0.7% 

従業地・通学地「不詳」で当地に常住している者 1,286 1.9% 

 

資料：国勢調査（R2） 

 

－ 
夜間人口 

（人） 

昼間人口 

（人） 

昼夜間 

人口比率 

藤枝市への 

流入（人） 

藤枝市からの 

流出（人） 

藤枝市 141,342 130,492 92.3% ― 

静岡市 693,389 713,197 102.9% 5,106 10,898 

島田市 95,719 88,727 92.7% 5,043 5,253 

焼津市 136,845 128,682 94.0% 10,673 11,368 

牧之原市 43,502 49,988 114.9% 623 1,606 

吉田町 28,919 30,423 105.2% 800 1,839 

川根本町 6,206 6,061 97.7% 63 42 
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（６）人口動態 

 中心市街地の転出入は年間 1,000 人近い動きがあり、令和３年度では 223 人の転入超過と

なっている。特にマンション開発等が進む青木や田沼地区では、転入超過が顕著となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

 

 

  

≪中心市街地の転出入の状況≫ ≪中心市街地の社会増減≫ 

中心市街地区域内 
平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3 

年度 

5 ヵ年計 

（H29～R3） 

居住人口 10,670  10,855  10,957  11,045  11,264 - 

転入者数（ａ） 706  1,010  855  894  938 4,403 

  市外からの転入 502  702  608  657  724 3,193 

  市内からの転居 204  308  247  237  214 1,210 

転出者数（ｂ） 703  812  774  775  715 3,779 

  市外への転出 465  599  572  551  503 2,690 

  市内への転居 238  213  202  224  212 1,089 

社会増減（ａ－ｂ） 3  198  81  119  223 624 

 

マンション名 
社会 

増減 
H29 H30 R1 R2 R3 合計 

アルファステイツ藤枝駅南 

（田沼一丁目マンション整備事業） 

分譲／57戸／H25.10入居開始／第2期計画 

外→内 1 2 9 4 1 17 

内→外 4 12 4 1 5 26 

増減 -3 -10 5 3 -4 -9 

サーパス藤枝駅前ウエストゲート 

（前島一丁目9地区マンション整備事業） 

分譲／41戸／H26.3入居開始／第2期計画 

外→内 3 3 1 3 0 10 

内→外 2 10 1 3 1 17 

増減 1 -7 0 0 -1 -7 

メルール藤枝 

（駅前二丁目複合賃貸マンション整備事業） 

賃貸／36戸／H27.2入居開始／第2期計画 

外→内 7 15 6 16 12 56 

内→外 4 15 11 8 9 47 

増減 3 0 -5 8 3 9 

サーパス藤枝青木中央公園 

（青木三丁目マンション整備事業） 

分譲／60戸／H28.3入居開始／第2期計画 

外→内 11 4 4 7 4 30 

内→外 4 8 5 6 11 34 

増減 7 -4 -1 1 -7 -4 

エンブルレジデンス藤枝駅南 

（田沼一丁目3地区マンション整備事業） 

分譲／49戸／H29.7入居開始／第2期計画 

外→内 26 37 25 8 19 115 

内→外 0 4 9 6 1 20 

増減 26 33 16 2 18 95 

グランアネシス藤枝 

（藤枝駅前一丁目8街区第一種市街地再開発事業） 

分譲／110戸／H30.3入居開始／第2期計画 

外→内   152 9 8 5 174 

内→外   8 8 3 13 32 

増減   144 1 5 -8 142 

ニスモッカ 

（田沼一丁目16地区賃貸マンション整備事業） 

賃貸／28戸／H30.4入居開始／第3期計画 

外→内   10 2 4 5 21 

内→外   0 2 1 3 6 

増減   10 0 3 2 15 

グランアネシス藤枝サウス 

（田沼一丁目3地区マンション整備事業） 

分譲／98戸／H31.3入居開始／第3期計画 

外→内     94 41 10 145 

内→外     0 3 2 5 

増減     94 38 8 140 

サーパス藤枝青木公園通り 

（青木三丁目マンション整備事業） 

分譲／テナント用1戸、居住用50戸／R2.12

入居開始／第3期計画 

外→内       73 7 80 

内→外       0 1 1 

増減       73 6 79 

レーベン藤枝 PRIOR 

（田沼一丁目3地区マンション整備事業） 

分譲／95戸／R3.2入居開始／第3期計画 

外→内         166 166 

内→外         2 2 

増減         164 164 

第 2・3期計画の掲載事業のマンションへ

の転入・転出の合計 

外→内 48 223 150 164 229 814 

内→外 14 57 40 31 48 190 

増減 34 166 110 133 181 624 

 

≪第 2・3 期計画に位置付けのあるマンション建設動向及び転入・転出状況≫ 

外→内は、居住人口・社会増に影響する中心市街地区域
外からの転入・転居の人数を示している。 

内→外は、当該マンションから中心市街地区域外に転

出・転居した人数を示している。 

資料：藤枝市 

502 
702 

608 657 724 204 

308 
247 237 214 

-465 -599 -572 -551 -503 

-238 
-213 -202 -224 -212 

3 

198 
81 119 

223 

-1000

-500

0

500

1000

1500

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

市外からの転入 市内からの転入
市外への転出 市内への転出
社会増減

（人）

48

223

150 164

229

-14

-57
-40 -31

-48

34

166

110

133

181

-60

-30

0

30

60

90

120

150

180

210

240

H29 H30 R1 R2 R3

外→内 内→外 社会増減

（人）
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（７）DID人口 

 本市の人口集中地区（以下「DID 区域」とする）は、昭和 40 年と令和２年を比較すると、

面積は約７倍に拡大したため、人口密度は 41％減少したが、中心市街地区域は、人口密

度が 60 人/ha 以上の高い人口集積がある。 

 

≪DID 面積と人口密度の推移≫ 

 

 

 

 

≪DID 区域の推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

≪DID 区域の推移≫ 

 

≪中心市街地周辺の人口密度の現状と将来見通し≫ 

資料：藤枝市立地適正化計画 

＜平成 22 年＞ ＜令和 22 年（推計）＞ 

 昭和 40 年  令和２年 

ＤＩＤ面積 240.0ha 約 7 倍増 1657.0ha 

ＤＩＤ人口密度 88.5 人／ha 41％減 52.3 人／ha 

 

240.0 430.0
622.4

806.0 854.0

1270.2
1542.0

1561.0
1657.0

88.5

68.5

58.3
54.4

58.6

48.7
53.4 54.6 52.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0.0

500.0

1000.0

1500.0

2000.0

2500.0

3000.0

3500.0

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H22 H27 R2
DID面積 DID人口密度

（ha） （人/ha）

※令和２年は国勢調査 
資料：藤枝市の都市計画（資料編）（R2.4） 
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（８）将来人口見通し 

①将来人口と現況との比較 

◆平成 22年から令和 22年の 30 年間で、市全体の人口は総体的に減少するが、藤枝駅周辺

の中心市街地は概ね５％未満の減少幅となる見込みである。 

◆一方で、市役所周辺、岡部地区での人口は 10％以上の減少幅になる見通しである。 
 

 

≪平成 22 年と令和 12 年の人口比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪平成 22 年と令和 22 年の人口比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡部地区 

市役所周辺 

藤枝駅周辺 

資料：藤枝市立地適正化計画 

■平成 22年と令和12年の人口比較 

■平成 22年と令和22年の人口比較 

岡部地区 

市役所周辺 

藤枝駅周辺 
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②人口分布（人口密度） 

◆本市の市街化区域内における人口密度は、平成 22 年時点で概ね 40 人/ha 以上となってい

る。令和 22 年では低密度化が進むものの、藤枝駅周辺の中心市街地や市役所周辺等では、

概ね 40 人/ha を維持することが見込まれる。 
 

≪平成 22 年人口分布≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪令和 22 年人口分布≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：藤枝市立地適正化計画 

岡部地区 

市役所周辺 

■令和 22年人口分布 

■平成 22年人口分布 

岡部地区 

市役所周辺 

藤枝駅周辺 

藤枝駅周辺 
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③高齢化の分布 

◆令和 22 年には、市全体で高齢化が顕著に進み、藤枝駅周辺の中心市街地においても、駅に

近接した箇所等で高齢化率は 40％を超えることが予想される。 

◆市役所周辺や岡部地区の一部では、平成 22 年時点で既に高齢化率が 30％以上を示す地域も

見られる。また、市街化調整区域内で、高齢化率 40％を上回る地域が見られる。 

 

≪平成 22 年高齢化分布≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪令和 22 年高齢化分布≫ 

 

 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

岡部地区 

市役所周辺 

■平成 22年高齢化分布 

■令和 22年高齢化分布 

岡部地区 

市役所周辺 

藤枝駅周辺 

藤枝駅周辺 
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（９）期間別の人流動態 

 ソフトバンクユーザーを対象とした基地局データによる中心市街地での人流動態をみる

と、イベントの有無にかかわらず、市内・県内とも滞在者の期間変動はあまり変わらない

が、県外滞在者は期間変動が大きい。特に年末年始や夏休みに増加する傾向があり、帰省

によるものと想定される。 

 県外からの来訪者は期間を通して関東からの来訪者が最も多い。そのうち、東京、神奈川

が多くなっている。 

 

期間 対象イベント 

2018.10 平成 30年 10月 1 日～31 日 平常時（イルミネーション期間外） 

2018.11 平成 30年 11月 1 日～30 日 イルミネーション期間 

2018.12 平成 30年 12月 15日～平成 31年 1月 14日 年末年始 

2019.4 平成 31年 4月 15 日～令和元年 5 月 14 日 藤まつり期間（GW含） 

2019.6 令和元年 6月 1 日～30 日 平常時 

2019.8 令和元年 8月 1 日～31 日 夏休み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：藤枝市 

  

≪期間別来訪者（市内・県内・県外）≫ ≪期間別来訪者（うち県外のみ）≫ 

≪地域別県外来訪者（通期）≫ ≪来訪者 上位 5 都道府県（静岡県以外）≫ 

≪人流分析期間≫ 

年末年始 夏休み 
平常時 

イルミネー

ション 
年末年始 藤まつり 

平常時 

夏休み 
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2-2 商業の状況 

（１）事業所数・従業者数・年間商品販売額 

①市全体 

 市全体の事業所数は、昭和 57 年をピークに減少へ転じており、平成 28年には 1,340 事業

所と昭和 35 年を下回っている。 

 従業者数は、平成 14年をピークに減少へ転じており、平成 28年には 9,740 人と１万人を

下回っている。また、事業所数が減少に転じた昭和 57 年以降を見ると、従業者数が増加

傾向となっていることから、事業所の大規模化が伺える。 

 年間商品販売額では、平成９年をピークに減少したものの、平成 14 年以降増加に転じ、

平成 28 年には 355,572 百万円まで回復している。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

資料：平成 28 年経済センサス-活動調査 

  

22.2% 26.4%

59.9%

0.1%
1.1%

9.9% 5.5%

2.0%

22.2% 24.8%

11.1%
14.3% 13.2%

10.1%
29.9% 27.5%

1.5% 1.4%

1.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

事業所数 従業者数 年間商品販売額
卸売業 各種商品小売業 織物・衣類・身の回り品小売業 飲食料品小売業 機械器具小売業 その他の小売業 無店舗小売業

≪産業分類別の事業所数・従業者数・年間商品販売額（平成 28 年）≫ 

2,480

1,340

11,317

9,740

361,042

355,572

0

100,000

200,000

300,000

400,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

S35 S41 S43 S45 S47 S49 S51 S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H14 H19 H26 H28

事業所数 従業者数 年間商品販売額

（事業所・人） （百万円）

事業所数ピーク 

年間商品販売額ピーク 

従業員数ピーク 

≪事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移≫ 

※年間商品販売額の各種商品小売業、その他の小売業は秘匿のため、合計は 100％とならない。 
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②中心市街地（商店街） 

 中心市街地区域内には、藤枝駅北側に４つ、南側に１つ、計５つの商店街があり、各商店

街エリアを中心に多数の事業が展開されている。 

 中心市街地の平成 26 年時点をみると、店舗数や従業者数の推移では、市全体と同様の傾

向となっているが、年間商業販売額の減少は依然として進んでおり、郊外大型店立地など

の影響を受けたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査、経済センサス-活動調査  

※中心市街地の数値は、区域内５商店街の合計 

≪小売年間商品販売額の推移（単位：百万円）≫ 

・中心市街地のシェアは減少傾向 

≪小売業従業者数の推移（単位：人）≫ 

・中活策定により減少率は緩和 

≪小売店舗数の推移（単位：店）≫ 

・中活策定により減少率は緩和も市全体と同等 

≪売場面積の推移（単位：㎡）≫ 

・中活策定により減少率は緩和も市と同等 

≪商店街位置図≫ 

1,317 
1,229 

1,021 1,043 

219 176 146 

16.6%

14.3%
14.3%

13.0%

14.0%

15.0%

16.0%

17.0%

0

500

1,000

1,500

H16 H19 H26 H28

(店)

市全体 中心市街地 中心市街地シェア

8,024 7,632 
6,660 7,169 

1,162 840 777 

14.5%

11.0%
11.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H16 H19 H26 H28

(人)

市全体 中心市街地 中心市街地シェア

135,961 138,802 132,439 
142,629 

16,643 12,169 9,955 

12.2%

8.8%

7.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

0

50,000

100,000

150,000

H16 H19 H26 H28

(百万円)

市全体 中心市街地 中心市街地シェア

164,383 169,774 172,881 
159,933 

25,182 20,602 21,077 

15.3%

12.1%
12.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H16 H19 H26 H28

(㎡)

市全体 中心市街地 中心市街地シェア
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（２）空き店舗の活用による新規出店の状況 

◆魅力ある店舗づくりに取り組む事業を対象にした空き店舗の活用による商店街等への新

規出店支援事業「藤枝市開業チャンス！応援事業補助金」の申請状況をみると、令和元年

度は 13 件あり、定住人口の増加や様々な取組を背景として、新たな出店への動きが活発

となっていたものの、令和２年度は 10 件、令和３年度では５件と減少している。 

◆令和２年度～３年度における業態別の出店件数を見ると、飲食業、生活関連サービス業、

娯楽業、教育・学習支援業が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業態 R2 R3 

飲食業 3 2 

卸売業、小売業 0 0 

金融業、保険業 0 0 

生活関連サービス業、 
娯楽業 

2 2 

医療業、福祉業 1 1 

教育、学習支援業 3 0 

学術研究、専門・技術サ
ービス業 

0 0 

その他サービス業 1 0 

宿泊業 0 0 

建設業 0 0 

情報通信業 0 0 

合計 10 5 

 

≪新規出店の申請状況≫ ≪業態別新規出店の状況≫ 

資料：藤枝市 

4
5

9

13
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5
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H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

（件）
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（３）大型店の立地状況 

◆大規模小売店舗の出店状況は、第３期計画期間中に３店舗が出店した。 

◆中心市街地区域内での出店は、平成 28年に閉店したアピタ藤枝店の跡地に、「田沼一丁目１８地

区商業施設整備事業」によりオープンしたスーパーマーケット（しずてつストア藤枝駅南店）を

中心とした複合商業施設があり、駅南地区の回遊性とともに生活利便性の向上に繋がっている。 

≪市内における大規模小売店舗の出店状況（店舗面積 1,000 ㎡超）≫ 

  店舗名 所在地 店舗面積 開店日 

1 秋山木工 郡 1023-1 2,292 S49.12.1 

2 ウエルシア藤枝高洲店・しずてつストア藤枝高洲店 高洲 1丁目 652-1 2,350 H24.11.1 

3 ウエルシア藤枝藪田店 下薮田字前田 123-1 1,380 不明 

4 エスポット藤枝店 内瀬戸 1-2 5,203 H6.4.13 

5 カインズモール藤枝 内瀬戸字向山 15-1外 12,780 H27.3.25 

6 河村電気藤枝店 兵太夫９２８－１外 1,320 H6.3.4 

7 杏林堂薬局青島店 下青島 1052-1 外 1,805 H21.9.29 

8 杏林堂薬局藤枝田沼店 田沼４丁目 13外 1,370 H23.4.19 

9 ザ・ビッグ藤枝田沼店 田沼３丁目 7-7 1,946 H21.3.21 

10 ザ・ダイソー藤枝緑町商業施設 緑町 1丁目 2-8外 2,860 H17.2.20 

11 しずてつストア岡部店・静岡鉄道貸店舗 岡部町内谷字榎木田 925-1 外 1,571 H16.12.1 

12 しずてつストア駿河台店 駿河台 2丁目 17-1 1,775 H1.4.1 

13 しずてつストア藤枝駅南店 ※ 田沼 1丁目 18-1  1,951 R2.1.21 

14 ジャンボエンチョー藤枝店 築地 1丁目 7-30 5,995 H10.7.15 

15 ジャンボエンチョー藤枝店グリーンストック 築地 1丁目 680-1 外 1,217 H27.9.30 

16 ズースクエア藤枝 ※ 築地字草島 528-1 1,217 R3.2.20 

17 西友・すみや南新屋店 南新屋字曲山 408-39 ほか 6,552 H8.2.15 

18 田子重清里店 清里 1丁目 2-1 1,989 H28.3.1 

19 田子重田沼店 田沼 2丁目 216-1 外 1,897 H22.7.16 

20 ＤＣＭカーマ藤枝水守店・しずてつストア藤枝水守店 水守 2丁目 4番地１ 8,066 H18.7.11 

21 テックランド藤枝店 内瀬戸セキヤガイト 124-1 3,307 H28.7.1 

22 ドン・キホーテ藤枝店 水上字鳥越 210-95 2,653 H9.9.11 

23 ニームズ 志太 1-70-1 外 5,276 H14.12.7 

24 ニトリ藤枝店 瀬戸新屋字天ヶ谷 361-1 外 5,151 H21.4.24 

25 ノジマ藤枝駅前店 駅前３丁目 20-1 2,132 H28.10.22 

26 ノジマ藤枝水守店 水守１丁目 17-8 外 1,952 H25.11.19 

27 バロー藤枝店 志太 1丁目 1269 外  1,614 H22.11.11 

28 ＢｉＶｉ藤枝 前島 1丁目 7-7 8,000 H21.2.28 

29 ファッションセンターしまむら八幡店 八幡字八反島 655-8 外 1,151 不明 

30 藤枝築地複合店舗 築地 539-1 8,264 H20.6.27 

31 ベルカント 清里 1丁目 1-1 3,941 H11.9.30 

32 マックスバリュ藤枝藪田店 ※ 下薮田 60-1 1,153 R2.12.31 

33 アルペン藤枝店 小石川町 4-929-4 1,480 H7.11.23 

34 ジャンボスポーピアシラトリ藤枝店☆ＡＯＫＩ藤枝店 小石川町 2-750-2 外 1,401 H5.11.21 

35 Ｂ ＺＯＮＥ ５０１ 上青島字玄力東 406-1 1,089 S55.9.12 

36 藤越 志太 5-3-34 5,108 S48.11.1 

37 富士屋五十海店 五十海 353-2 1,491 S58.5.28 

38 富士屋高洲店 高洲 1-969-2 外 1,463 H7.8.23 

39 富士屋藤枝店 本町 3-5-12 1,040 S39.10.31 

40 プラグシティ カインズ藤枝店ベイシア電器藤枝店 上青島字二軒屋１９１外 3,300 H13.1.2 

※印 太文字：第 3期計画期間中に開店した店舗 

資料：藤枝市  
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≪藤枝市の大規模小売店舗分布図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤枝市 

 

■BiVi 藤枝の利用状況 

・年間利用者数は、平成 29 年度に静岡産業大学駅前キャンパスのオープンした効果など回復傾向に

あったが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和３年度は 74 万人と令和元年度から

約３割減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用者数には、図書館貸出者数及びシネマコンプレックス入場者数を含む 

資料：藤枝市 
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（４）中心市街地内のイベントの開催実績 

 中心市街地では、駅周辺の道路や広場など公共空間を有効活用するイベントを開催して

いる。令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、多くのイベント

が中止を余儀なくされた。令和３年度もテイクアウト中心の「love local MARKET」を５

回開催するにとどまっている。 

 来場者数は、イベント毎に比較すると、コロナ禍以前より減少傾向であり、集客力の低下

がみられる。 

 
≪イベント来街者数の推移≫ 

名称 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 

て～しゃばストリート 47,633 人 53,319 人 51,532 人 38,574 人 31,368 人 － － 

love local MARKET   7,293 人 4,729 人 3,574 人 880 人 3,430 人 

イルミネーション    5,280 人 2,263 人 － － 

民間イベント    5,250 人 11,310 人 － － 

FRIDAY 屋台村     5,410 人 － － 

その他     446 人 － － 

合計 47,633 人 53,319 人 58,825 人 53,833 人 54,371 人 880 人 3,430 人 

資料：藤枝市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R1 年度て～しゃばストリートの様子 R3 年度 love local MARKET の様子 

資料：藤枝市 
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160,124 

202,186 
210,439 207,018 199,975 

145,846 

8,217 11,549 9,441 4,761 5,116 569 

26.3%

4.1%
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（人）

（５）観光入込客数 

 令和２年度の市内観光客入込客数は前年度を約 1,396.1 千人下回る約 899.7 千人（約 75 千

人／月）となり、前年度比約６割減となっている。 

 県内でも上位の集客力を持つイベントとなっている、蓮華寺池公園の「藤まつり」（５月）

や「藤枝花火大会」（８月）が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった

ことが、集客低下の大きな要因となっている。 

 中心市街地における宿泊客数は、スーパー泊やホテルオーレが開業した平成 27 年度から増

加傾向となっていたが、平成 29 年度の 21 万人をピークに減少に転じており、令和２年度

では 14.6 万人と新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い激減している。 

 本市が属する西駿河･奥大井地域は、県内でも観光レクリエーション客数は総じて少ないシ

ェアとなっている。 

 地域内における本市の観光レクリエーション客数のシェアは、20.4％となっており、宿泊

に関しても 27.7％を占めているが、隣接する焼津市と大きく開きがある。 

 
≪観光入込客数（市全体）≫ 

 
 
 
 
 
 

 

                 5       

 

 

 

 

 
 

資料：静岡県観光交流の動向（R1、R2）、藤枝市観光協会 HP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

資料：藤枝市  

≪月別観光入込客数（R2 年度）≫ 

来場者数 25.0 万人 
・県内花見：第 2 位 

・市内5 月入込客数の約61％ 

 

来場者数 17.0 万人 
・県内花火大会：第 6 位 

・市内8 月入込客数の約51％ 

藤まつり（５月開催） 藤枝花火大会（８月開催） 

 

≪中心市街地における宿泊者数≫ 

４月 27.7 

５月 30.4 

６月 61.5 

７月 69.0 

８月 94.0 

９月 85.5 

10 月 94.9 

11 月 104.1 

12 月 64.0 

1 月 94.1 

2 月 86.6 

3 月 87.9 

R2 年度合計 899.7 

R１年度合計 2,295.8 

前年比 -60.8% 

 

（単位：千人） 

来場者数 25.5 万人 
・県内行・祭事・郷土芸能：第 4 位 

・市内10 月入込客数の約64％ 

藤枝大祭り（10 月開催） 

※令和 2 年度は、市内の主要なイベントは新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

≪R1 年度における主なイベント≫ 

スーパー泊（8月）、ホテル

オーレ（3 月）が開業 
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■観光レクリエーション客数 

・令和２年度の県内観光交流客数は、83,483 千人で前年度比 43.3％減となっている。 

・本市が属する西駿河・奥大井地域における分野別観光レクリエーション客数をみると、特に

季節行事やイベントを主とした「触れ合う」が、前年度比約 9割減となっている。これは新

型コロナウイルス感染症に伴う行事・イベントの中止や敬遠の動きから大幅な減少となって

いることが考えられる。 

・本市の地域内のシェアは、宿泊客数が約28％、観光レクリエーション客数が約20％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※観光レクリエーション調査の対象施設（地点）および行祭事等の分類 

大 分 類 対象施設（地点）および行祭事等 

学ぶ 

（見る、体験する） 

史跡田中城下屋敷、志太郡衙跡、藤枝市郷土博物館・文学館、農業生産法人ジャパンベリー、玉露

の里瓢月亭、大旅籠柏屋歴史資料館、大旅籠柏屋ひなまつり、白ふじの里、玉露の里茶の華亭、藤

枝大観音、陶芸センター、明治なるほどファクトリー東海 

遊ぶ 

（楽しむ、リフレッシ

ュする） 

西益津温水プール、大洲温水プール、瀬戸谷温泉ゆらく、静岡県武道館、藤枝総合運動公園、藤枝

市武道館、市民グラウンド、大久保キャンプ場、大久保グラススキー場、スポーツパル高根の郷、

大井川河川敷グラウンドゴルフ場、藤枝ＧＣ 

触れ合う 

（交流する） 

藤枝成田山初詣、清水山縁日、飽波神社初詣、殿コスモスまつり 

 
≪宿泊･観光レクリエーション客数地域シェア≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県観光交流の動向（R2） 

  

1,191.7 665.6 621.1 1,149.7 1,308.6

5,893.2

9,266.7 9,155.4

4,411.0

9,707.1

22,370.7

17,481.1
10,458.4 9,820.9

5,032.1

10,856.7

23,679.3 23,374.3

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

20,000.0

25,000.0

30,000.0

西北遠 中東遠 西駿河・奥大井 駿河 富士 伊豆

（千人）

宿泊客数 観光レクリエーション客数

≪分野別観光レクリエーション客数≫ 

（西駿河・奥大井地域） 

 

≪宿泊･観光レクリエーション客数の推移≫ 

（西駿河・奥大井地域） 

＜西駿河・奥大井地域における藤枝市のシェア＞ 

 

※県内に占める西駿河･奥大井地域の観光シェアは最も小さい 

＜静岡県における西駿河・奥大井地域のシェア＞ 

 

（単位：千人） 

 
（単位：千人） 

 

観
光
交
流
客
数 

（単位：千人） 

 

 H28 H29 H30 R1 R2 

宿
泊 

人数 931.3 936.6 988.3 926.5 621.1 

前年比 ― 0.6% 5.5% -6.3% -33.0% 

観
光 

人数 11,950.6 10,880.8 10,740.1 10,169.7 4,411.0 

前年比 ― -9.0% -1.3% -5.3% -56.6% 

 

  
観光レクリエーション客数 

合計 学ぶ 遊ぶ 触れ合う 

R2 
4,411.0 1,139.7 3,128.9 142.4 

100.0% 25.8% 70.9% 3.2% 

R1 
10,169.7 1,739.6 6,119.1 2,311.0 

100.0% 17.1% 60.2% 22.7% 

前年比 -56.6% -34.5% -48.9% -93.8% 

 

 宿泊客数 観光レクリエーション客数 

島田市 165.5 26.6% 1,345.5 30.5% 

焼津市 234.9 37.8% 1,145.7 26.0% 

藤枝市 172.0 27.7% 899.7 20.4% 

牧之原市 9.4 1.5% 722.0 16.4% 

吉田町 18.6 3.0% 126.3 2.9% 

川根本町 20.9 3.4% 171.8 3.9% 

合計 621.1 100.0% 4,411.0 100.0% 
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2-3 市街地整備の状況 

（１）土地利用・建物状況 

 土地利用の状況では、藤枝駅の半径 250ｍ圏域内に商業用地の集積が見られ、その後背地

には住宅用地や公益施設用地等が形成されている。 

 建物利用の状況では、藤枝駅の半径 500ｍ圏域に商業施設や住宅のほか、文教厚生施設等

の立地も複数見られ、藤枝駅を中心とした徒歩圏内に都市機能が集積された環境が創出

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 28 年志太広域都市計画区域 都市計画基礎調査 

 

≪土地利用現況≫ ≪建物利用現況≫ 

250ｍ 

500ｍ 

250ｍ 

500ｍ 
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（２）市街地整備等の状況 

 土地区画整理事業などにより、道路や公園などの公共施設が整った環境形成に加えて、駅

前一丁目６街区及び９街区において商業機能と住居機能を中心とした再開発事業が進行中

である。 

 藤枝駅からの中心軸に面しており、回遊性の向上効果が大きく、周辺街区における民間に

よる建物更新の誘導により、面的な広がりを持った波及効果が期待でき、『藤枝駅前地区市

街地総合再生基本計画（計画期間：令和元年度～10 年度）』においても先導的拠点整備地区

として位置付けており、再開発事業による効果が高い地区として期待されている。 

 

■藤枝駅前地区市街地総合再生基本計画（平成 31年３月） 

・藤枝市中心市街地活性化基本計画（第３期）の基本方針である「付加価値の向上による、質の高い

暮らしの実現」とともに、駅前地区再開発コンセプトである「持続可能で魅力あふれる徒歩圏暮ら

し」を目指す中で、市街地再開発事業等の重点的な展開により、居住者や来訪者にとって必要な都

市機能の集積を図り、生活利便性の高い街なか環境を形成するため、前計画を見直すとともに、10

年先を見据えた市街地再開発を核としたまちづくりを目指す。 

・駅前一丁目６街区及び９街区、文化センター地区は、「土地利用の現状などにおける再開発の可能

性」、「高い整備効果」の観点から重点事業地区に指定。 

 

 

資料：藤枝駅前地区市街地総合再生基本計画 
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■その他の市街地整備等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中心市街地内の土地区画整理事業施行済･施行中の地区≫      ≪土地区画整理事業区域図≫ 

№ 名称 施行者 施行年度 面積(㎡) 摘要 

1 駅前 市 Ｓ43～Ｈ1 190,412 完了 

2 駅前西 市 Ｓ50～Ｈ1 138,700 完了 

3 駅南 市 Ｓ58～Ｈ13 423,790 完了 

4 駅南第一 組合 Ｓ60～Ｈ12 182,956 完了 

5 駅南第二 組合 Ｓ60～Ｈ12 164,153 完了 

6 青木 組合 Ｈ2～Ｈ23 357,121 完了 

合計 1,457,132  

 

 
≪調査実施済の地区≫ 

 
調査地区 

まちづくり基本調査（Ａ調査） 

実施年度 面積(㎡) 

7 南新屋第一 Ｓ63 144,000 

≪市街地整備に関連する事業の実施箇所≫ 
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（３）公園・緑地 

 第２期計画期間中に青木中央公園（1.40ha）が完成したものの、平成 26年には駅前第２号

公園（0.09ha）が廃止されたため、現時点での中心市街地内の公園は計８箇所、4.65ha と

なっており、中心市街地約 160ha に対する公園・緑地が占める割合は約 2.9％となってい

る。 

 今後は、公園及び緑地の利用機会向上や、緑や憩いの場となる空間の確保により、一層良

質と感じる環境づくりが求められる。 

≪中心市街地内の公園の設置状況≫ 

 公園名 面積（ha） 設置年度 

1 駅前公園 0.25  
Ｓ57 

(Ｈ20 再整備) 

2 駅西公園 0.40  Ｓ58 

3 前島上東公園 0.24  Ｈ11 

4 前島上西公園 0.24  Ｈ12 

5 田沼南公園 0.30  Ｈ13 

6 駅南公園 1.54  Ｈ19 

7 青木北公園 0.28  Ｈ22 

8 青木中央公園 1.40 Ｈ25 

計 4.65 全体の 2.9％ 

※■第 1 期計画期間内完了 ■第 2 期計画期間内完了 

※駅前第 2 号緑地は平成 26 年に廃止 

 
資料：藤枝市緑の都市公園（R3.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤枝市緑の基本計画  

≪中心市街地の緑視率の状況≫ 

地区・路線 緑視率 

藤枝駅北地区 16.1% 

 藤枝駅北口広場 17.6% 

（都）藤枝駅広幡線 15.0% 

（都）藤枝駅青木線 17.8% 

（都）藤枝駅喜多町線 14.1% 

藤枝駅南地区 26.3% 

 藤枝駅北口広場 16.0% 

（都）藤枝駅広幡線 33.0% 

（都）藤枝駅青木線 23.5% 

（都）藤枝駅喜多町線 32.8% 

藤枝駅周辺の平均 21.2% 

（参考）令和２年目標 23.0% 

（参考）令和 12 年目標 25.0%※ 

※国交省社会実験により緑が多いと感じ始める割合 

≪中心市街地の緑化推進方針図≫ ≪中心市街地の緑化推進方策≫ 
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（４）市内の宅地開発状況等 

◆中心市街地のほぼ全域が、土地区画整理事業等による市街地開発によって計画的なまちが

形成されており、30年後の将来においても、駅北側等で局所的に高い高齢化のエリアが見

られるものの、人口減少は他地域と比べて緩やかとなる見込みである。 

◆住宅地等の開発では、同世代の入居者が集中し、将来に渡り急激な高齢化や人口減少が懸

念される。 

 

 

≪宅地開発の状況≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 
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≪宅地開発と人口増減率（平成 22 年と令和 22 年比較）≫ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪宅地開発と令和 22 年高齢化率≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  資料：藤枝市立地適正化計画 

30 年後も人口増加傾向

を示す住宅開発地 

人口減少は見られるが

比較的緩やか 

駅北側等で局所的に

高い高齢化率 

■住宅地開発状況と平成 22 年・令和 22 年人口比較 

■住宅地開発状況と令和 22 年高齢化分布 
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（５）地価の状況 

 地価公示（１月１日現在）によると、令和３年は、新型コロナウイルス感染症の影響等に

より全国的に下落傾向となっている。静岡県においては住宅地平均変動率が 13 年連続の下

落となっており、商業地及び工業地では昨年の上昇から下落に転じている。 

 藤枝駅周辺の中心市街地では、観測地点の３箇所において第２期計画策定以降から上昇傾

向が続いていたが、全国的な傾向と同様に令和３年に下落に転じている。 

 

≪地価公示価格の推移（千円/㎡、％）≫ 

地点 住所 
標準地 

番号 
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 

用途 

地域 

H30-R3

の変動率 

① 

静岡県藤

枝市前島

３丁目６

番１ 

藤枝-3 93.4 93.4 94.8 96.3 97.5 98.7 100.0 102.0 104.0 103.0 
第二種

中高層

住居専

用地域 

3.0 

前年度比 ― 0.0 1.5 1.6 1.2 1.2 1.3 2.0 2.0 -1.0 

② 

静岡県藤

枝市駅前

２丁目７

番３５ 

藤枝 5-1 140.0 138.0 137.0 137.0 137.0 140.0 142.0 145.0 150.0 148.0 
商業 

地域 
4.2 

前年度比 ― -1.4 -0.7 0.0 0.0 2.2 1.4 2.1 3.4 -1.3 

③ 

静岡県藤

枝市前島

２丁目１

番８外 

藤枝 5-4 137.0 137.0 137.0 143.0 145.0 147.0 149.0 152.0 157.0 155.0 
近隣商

業地域 
4.0 

前年度比 ― 0.0 0.0 4.4 1.4 1.4 1.4 2.0 3.3 -1.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：地価公示  

※R3 年の H30 年比 

⇒①＋3.0％、②＋4.2％、③＋4.0％ 

≪地価公示価格の推移≫ ≪地価公示の調査箇所≫ 

第 2期計画期間 

※H30 年の H25 年比 

⇒①＋6.6％、②＋2.8％、③＋8.1％ 

第 3期計画期間中 

93.4 93.4
94.8

96.3
97.5

98.7
100.0

102.0
104.0

103.0

140.0
138.0

137.0 137.0 137.0

140.0
142.0

145.0

150.0
148.0

137.0 137.0

137.0

143.0
145.0

147.0
149.0

152.0

157.0
155.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0

160.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

地点① 地点② 地点③

（千円／㎡）

③ 

② 

① 
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2-4 道路・公共交通の状況 

（１）道路網構成 

①市全体 

 本市の東西方向には、東名高速道路及び新東名高速道路、国道１号バイパスなど、わが国

の骨格となる道路が通じている。また、新東名高速道路の藤枝岡部 IC に加え、東名高速道

路には新たに大井川焼津藤枝 SIC が開通するなど、広域交通の要衝としての需要性が増し

ている。 

 

  
≪市全域における道路網整備状況図≫ 

藤枝岡部 IC 

大井川焼津藤枝 SIC 

焼津

資料：藤枝市道路整備プログラム（R3.4） 

志太西線 
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②中心市街地 

◆中心市街地区域内の道路については、土地区画整理事業等の整備により、駅南北方向を結

ぶ目抜き通り（都市計画道路）や市道の整備など、充実した環境が形成されている。 

◆歩行者にとっての南北の横断箇所は、駅舎の自由通路等を含め６箇所ある。 

◆中心市街地内に整備された公園や主要施設等を徒歩及び自転車で往来できる緑の軸の形成

など、さらに質の高い環境づくりが必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中心市街地における道路網整備状況図≫ 

資料：藤枝市 
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（２）歩行者通行量 

 調査を実施した８地点における昼間の歩行者通行量は増加傾向で推移しており、令和元年度

では 7,676 人/日を記録したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和３年度

では 6,183 人/日と大幅に減少し、基準年を下回る結果となっている。 

 昼間の歩行者通行量の推移を見ると、駅南地区の民間マンション開発完了により、当該建物

が立地している駅南地区（地点 E,G）は、他地点と比較して数値が高い状況が続いている一

方で、藤枝駅周辺（地点 B,C,D,F）では、基準年の数値を下回る状況まで落ち込んでいる。 

 主要事業は概ね順調に推進しているが、外出を控える傾向が続いているため、短期間での歩

行者通行量の大幅な回復は見込まれない状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 29 年度 

（計画前年度） 

平成 30 年度 

（1 年目） 

令和元年度 

（2 年目） 

令和２年度 

（3 年目） 

令和３年度 

（４年目） 

地点 A 

駅北 

208 256 293 223 218 

地点 B 1,340 1,256 1,194 976 828 

地点 C 570 496 561 622 462 

地点 D 760 673 445 470 525 

地点 E 

駅南 

1,370 1,859 1,614 1,273 1,690 

地点 F 406 368 448 438 336 

地点 G 2,504 2,319 2,896 2,092 1,920 

地点 H 駅北 197 154 227 281 207 

合計 7,356 7,380 7,676 6,374 6,183 

  ※地点 A～H及び合計で、年間４回の調査における結果をそれぞれ平均化しているため、合算した値は一致しない。 

資料：藤枝市 

  

≪昼間の歩行者通行量の推移≫ ≪調査地点≫ 

※調査方法：夏季及び冬季の平日・休日それぞれ９時～１７時に計測し、
平均値を調査 

※調 査 月：令和３年８月、令和４年２月 

※調査主体：藤枝市 

※調査対象：ＪＲ藤枝駅南北主要８地点における歩行者 

≪調査地点別の推移≫ 

3,076 2,834 2,720 2,571 2,238 

4,280 4,546 
4,957 

3,803 3,945 

7,356 7,380 7,676 

6,374 6,183 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H29 H30 R1 R2 R3
駅北 駅南 合計

（人/日）

（単位：人/日） 
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（３）自動車交通量・混雑度 

①市全体 

 藤枝市都市計画道路必要性再検証方針では、中部都市圏 PT調査の道路ネットワークをベー

スに、主要な市道等を追加した藤枝市の道路ネットワークによる現況交通量を推計してい

る。 

 これによれば、旧国道１号（県道島田岡部線）と国道１号バイパス等の都市間連絡道路や

接続する県道（県道伊久美藤枝線、県道藤枝大井川線等）及び JR 藤枝駅周辺の道路におい

て、混雑率が 1.2～1.5 以上のものが多くみられ、慢性的な交通渋滞が発生している。 

 下図内の該当路線は、道路整備により混雑度の解消が求められる路線として位置付けられ

ていることから、早期実現が求められる。 

  

資料：藤枝市都市計画道路必要性再検証方針（H30） 

≪市内の交通量≫ 

H24 現況配分結果混雑度 

1.5 以上 

1.2～1.5 

1.0～1.2 

1.0 未満 
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②中心市街地 

◆地区外周部や駅北地区内を中心に混雑度1.25を超える区間が多数みられ、渋滞を引き起こ

す1.75以上の混雑度のある区間も５箇所存在し、自動車交通による移動は必ずしも円滑で

はない。 

◆相対的に車利用が多く、道路混雑によるバス等の公共交通の定時制への影響も懸念される。 

 

≪自動車交通量≫                ≪混雑度≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）藤枝駅周辺の交通機関利用分担率の状況 

◆藤枝駅周辺の利用分担率を見ると、藤枝駅周辺は、焼津市や島田市等の近隣都市と同様に、

自動車の利用割合が高く、静岡駅周辺の約３倍となっている。 

◆一方、徒歩の割合は約15％と近隣都市よりも低く、静岡駅周辺の約３分の１にとどまってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第４回静岡中部都市圏パーソントリップ調査報告書(H24～H26) 

 

≪藤枝市及び周辺市街地の交通手段分担率≫ 

資料：第４回静岡中部都市圏パーソントリップ調査報告書(H24～H26) 
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【参考】自動車交通量と商業立地の状況 

◆自動車交通量（12時間）10,000 台以上の幹線道路沿道には多くの商業施設が分布している。 

◆幹線道路沿道では人口が少ないエリアもあるが、ロード型店舗は徒歩圏とは違う広い商圏を

持っていると考えられるため、引き続き中心市街地内への影響が懸念される。 

≪自動車交通量と商業施設分布≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪令和 22 年人口分布（人口密度）と自動車交通量≫ 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

幹線道路沿道の人口

は少ないが、商業施設

が立地 

■自動車交通量と令和 22 年人口分布 

■自動車交通量と平成 22 年人口分布 
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（５）自動車駐車場の状況 

◆中心市街地の駐車場は、時間貸しが31箇所、1,975台、月極めが約250箇所、約3,600台と

なっている。市民アンケート等では、月極駐車場設置の意見が寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）レンタサイクルの利用台数の推移 

 レンタサイクル事業は、株式会社まちづくり藤枝が運営を行っている。現在、シェアサ

イクルへの移行を進めていることから、利用台数は、平成 29年の 1,173 台から減少傾向

で推移しており、令和３年度には 470 台と４割まで減少している。 

 街なかシェアサイクル事業は、平成 30 年３月９日よりサービスが開始され、令和４年４

月時点では、自転車 50 台・ステーション 19 箇所でサービス展開している。利用台数は

サービス開始から一貫して増加傾向で推移しており、令和３年度には 13,375 台と前年度

比 52.9％の増加（+4,628 台）となっている。 

 

年度 
平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3

年度 

観光案内所 1,040 894 871 501 454 

駅南サイクルパーク 121 72 44 23 7 

岡部総合案内所 12 27 29 28 9 

合計 1,173 993 944 552 470 

 

 

 

 

 

 

年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

合計 1,912 4,729 8,747 13,375 

 

  

55.3
53.8

54.7

58.9

42.4
43.7

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

≪藤枝駅周辺駐車場位置図≫ 

資料：藤枝駅北口時間貸し駐車場 MAP 

≪BiVi 藤枝駐車場入庫車両数の推移≫ 

【事業概要】 

・駅南サイクルパーク：8台 ※R3.10 で終了 

・藤枝市観光案内所：5台 

・岡部総合案内所：3台 ※R3.6 で終了 

【料金】600 円／１日 

※平成 30 年 3月からｼｪｱｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ導入 

車両数 50 台（令和 4年 3月現在） 

※利用料金 70 円/15 分（12 時間上限 1,000 円） 

≪レンタサイクル事業実績（台）≫ 

資料：藤枝市 

藤枝駅南口の BiVi 藤

枝駐車場の入庫車両数

は、令和 3年度に 43.7

万台となっている 

資料：藤枝市 

≪シェアサイクル事業実績（台）≫ 

1040
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駅南サイクルパーク 岡部総合案内所 合計

（台）
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8,747 

13,375 
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5,000
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観光案内所 駅南サイクルパーク 岡部総合案内所

（台）

（万台） 
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（７）公共交通の状況（鉄道・バス） 

 市内の鉄道は、JR 東海道線が横断しており、本市の重要な公共交通となっている。また、

JR 藤枝駅は鉄道だけでなく、複数の路線バスや市自主運行バスの起点及び結節点となっ

ており、中心市街地のほぼ全域が公共交通利用圏域となっている。 

 中心市街地を運行する路線バスは６系統あり、年間利用者数は平成 28 年から 1,100 千人

強とほぼ横ばいで推移していたが、令和２年度には 780.7 千人、令和３年度には 825.3 千

人へと減少している。これは新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う、外出自粛によ

るものと考えられる。 

 また、市自主運行バスは３系統、乗合タクシーは２路線となっている。年間利用者数は 100

千人前後で推移していたが、路線バス同様に令和２年度には 78.8 千人、令和３年度には

84.6 千人へと減少している。 

 令和２年度の JR 藤枝駅の１日平均乗車人員は 8,517 人で、静岡～浜松駅間では静岡駅、

浜松駅に次いで３番目に多い。前年度との比較では約３割減となっており、路線バス同様

に新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う、外出自粛によるものと考えられる。 

 今後の高齢化の進展により、公共交通の重要性が高まることが見込まれるため、今後も公

共交通の維持とともに、利便性を向上させることが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪中心市街地周辺の公共交通網≫ 
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路線 
平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3 

年度 

葉梨線 17.6 15.0 16.3 17.2 19.2 16.7 

志太温泉線 91.5 95.1 100.4 101.1 76.4 81.2 

藤枝吉永線 99.5 100.9 107.5 109.0 79.9 90.9 

中部国道線 561.5 554.4 552.0 541.5 386.7 404.2 

藤枝相良線 60.0 60.4 62.6 62.3 41.3 42.5 

駿河台線 308.1 322.2 322.8 324.0 177.4 189.8 

合計 1,138.1 1,148.0 1,161.6 1,155.1 780.7 825.3 

 

 

 

 

 

路線 
平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3 

年度 

藤枝駅ゆらく線 27.6 29.0 28.5 21.7 23.0 

駅南循環善左衛門線 

駅南循環大洲小学校

線 

66.5 70.2 66.6 51.9 56.6 

バス停型乗合タクシー 

藤枝駅広幡線 
2.1 3.8 3.3 3.4 2.7 

バス停型乗合タクシー 

藤枝駅光洋台線 
2.9 3.2 3.4 1.8 2.3 

合計 99.1 106.2 101.8 78.8 84.6 

 

 

 

 

年度 合計 
乗車人員（１日平均） 

定期 定期外 

平成 27 年度 11,502 7,757 3,745 

平成 28 年度 11,403 7,638 3,765 

平成 29 年度 11,362 7,591 3,771 

平成 30 年度 11,469 7,681 3,788 

令和元年度 11,311 7,661 3,650 

令和 2 年度 8,517 6,686 1,830 

※定期及び定期外の乗車人員は、1日平均の値で

あるため、合計と合わない場合がある。 

資料：藤枝市 

≪中心市街地を経由する路線バス路線の利用状況≫ 

（単位：千人） 

 

≪中心市街地を経由する市自主運行バス路線の利用状況≫ 

≪JR 東海道線藤枝駅の利用状況≫ 
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（８）公共交通（鉄道・バス）の将来見通し 

◆市内の公共交通は、鉄道（JR 東海）、民間路線バス（しずてつジャストライン）、市自主運

行バス、乗合タクシー等により形成され、公共交通利用圏域の人口カバー率は約９割を占

めており、中心市街地内だけでなく、ほぼ全域がカバーされている。 

※利用圏域：鉄道駅から半径１ｋｍ圏、バス停から半径５００ｍ圏 

 

≪公共交通利用圏域図≫ 
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２-5 都市福利施設の状況 

（１）都市福利施設（公共公益・医療・福祉施設等）の分布状況 

◆中心市街地区域内には、駅南図書館や市文化センターなど、複数の都市福利施設が集積し

ているが、市役所や総合病院等は、中心市街地外に立地している。 

◆これまでの中心市街地活性化の取組により、JR藤枝駅を中心に、大規模小売店舗、医療・

診療所、社会福祉施設の立地が促進され、生活利便性の向上が図られている。 

≪中心市街地区域内の都市福利施設の分布状況≫ 
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（２）生活サービス施設の分布状況 

◆商業を除く生活サービス施設は、一定の人口密度を有する地域や幹線道路の沿道等での立

地傾向があり、中心市街地内での立地は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

対象施設/*《医療施設》内科・小児科のある病院・診療所 

≪生活サービス施設の分布状況図≫ 

【参考】対象施設別の分布状況 

≪医療施設≫ 
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≪高齢者福祉施設≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪子育て施設≫ 

 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

対象施設：《高齢者福祉施設》通所型介護施設（デイサービス施設等） 

対象施設：《子育て施設》保育園、幼稚園、こども園 
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≪スーパー≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪コンビニエンスストア≫ 

 

 

  

資料：藤枝市立地適正化計画 



- 41 - 

 

 

（３）将来の生活サービス施設の見通し 

◆中心市街地や市役所周辺、岡部地区などにおいても、将来的に人口減少や高齢化の影響によ

り、今後生活サービス機能が維持できなくなることが懸念される。そのため、居住の誘導を

図るとともに、生活サービス機能を適切に誘導・集積していくことが求められる。 
 

≪人口増減率（平成 22 年と令和 22 年比較）と施設分布≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪令和 22 年人口分布（人口密度）と施設分布≫ 

 

資料：藤枝市立地適正化計画 

岡部地区 

市役所周辺 

■生活サービス施設と平成 22 年・令和 22 年の人口比較 

■生活サービス施設と令和 22 年人口分布 

市役所周辺 

岡部地区 

藤枝駅周辺 

藤枝駅周辺 
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（４）その他 

①法規制（用途地域、地区計画、建蔽率･容積率、高度地区、高度利用地区、防火･準防火地域等） 

◆中心市街地区域 160ha のうち、３地区 114.1ha に地区計画が適用されている。 

◆藤枝駅南口西地区 ABC 街区に第一種大店立地法特例区域、田沼一丁目に第二種大店立地法

特例区域が指定され、高容積での建築が行われているが、その他の区域では容積率が 200%

に限定されている区域が多い。 

 

≪中心市街地の土地利用図（用途地域）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪用途地域面積（令和 2 年 3 月現在）≫ 

区分 商業系用途地域 住居系用途地域 工業系用途地域 市街化区域 都市計画区域 

中心市街地 84.3 ha 74.5 ha 7.9 ha 166.7 ha 166.7 ha 

市全体 136.6 ha 1466.8 ha 429.5 ha 2038.4 ha 11,222ha 

シェア 61.7% 5.1% 1.8% 8.2% 1.5% 

 

≪地区計画・建蔽率・容積率≫ 

 

 

 

 

 

地区計画 年度 用途地域 容積率(%) 建蔽率(%) 面積 

青木地区計画 R1.12 商業、近商、準工 400～200 80～60 35.7ha 

駅南地区計画 R2.3 
２中高、２種住 

準住、近商、商業 
400～200 80～60 77.2ha 

駅前一丁目８街区地区計画 R1.12 商業 400 80 1.2ha 

 

青木地区計画 

駅前一丁目 

８街区地区計画 

駅南地区計画 

資料：藤枝市都市計画図 

資料：藤枝市の都市計画（R2.4） 

資料：藤枝市 
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■高度地区・高度利用地区 

・高度地区は第二種中高層住居専用地域に指定されている。 

・高度利用地区は藤枝市内には指定がない。 

 

■防火・準防火地域 

・準防火地域は商業系の用途地域に指定されている区域を

中心に指定されている。 

・防火地域は藤枝市内には指定がない。 

 

■特別用途地区 

・県武道館周辺が娯楽レクリエーション地区として、特別用

途地区に指定されている。 

 

 

 

■第一・二種大店立地法特例区域 

・第２期計画において、藤枝駅南口西地区 ABC 街区（オーレ

藤枝・ホテルオーレ）が県内初となる第一種大店立地法特

例区域※1に指定されている。 

・第３期計画において、田沼一丁目地内（しずてつストア藤

枝駅南店）が県内初となる第二種大店立地法特例区域※2

に指定されている。 

※１ 第一種大店立地法特例区域 

中心市街地の疲弊が進んでいる大きな要因の一つが商業機能の

郊外進出を背景とする中心市街地の商業機能の低下であることを

踏まえ、大規模小売店舗の迅速な立地促進が必要な中心市街地の区

域において、大規模小売店舗法に基づく届出等の手続を最大限緩和

することで、当該地域への大規模小売店舗の誘致の実現可能性を高

める区域として特例を設けるもの。 

※２ 第二種大店立地法特例区域 

大型店設置者による大店立地法の新設・変更等の届出について、

届出後８か月間の実施制限や添付書類の簡素化、関係者からの意見

聴取や都道府県等の意見表明手続きの簡素化を行うこととし、新規

出店や変更等の負担が大幅に軽減される特例を設けるもの。 

 

資料：藤枝市 

  

≪中心市街地周辺の法規制状況≫ 

≪オーレ藤枝・ホテルオーレ≫ 

≪しずてつストア藤枝駅南店≫ 
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■大規模集客施設制限地区の指定 

・本市には、準工業地域が８地区（199.1ha）指定されてい

るが、これらの地域への大規模集客施設（店舗、飲食店、

展示場等で床面積 10,000 ㎡を超えるもの）の立地を抑制

するため、特別用途地区を指定（平成 19 年 12 月 21 日）

している。 

・併せて、大規模集客施設制限地区建築条例を公布・施行（平

成 19年 12 月 21 日）している。（平成 21年 1月 1日に合

併した岡部地区（旧岡部町）については、特別用途地区の

指定とともに、住環境保全型工場地区建築条例の公布・施

行（平成 20 年 12 月 25 日）により、大規模集客施設の立

地を抑制。） 

  

≪大規模集客施設制限地区の指定状況≫ 
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［３］地域住民ニーズ等の把握・分析 

3-1 中心市街地活性化に係る意向調査の概要 

 

（１）調査の実施概要 

調査対象 藤枝市内在住の 15～75 歳の市民 1,000 人（無作為抽出） 

調査方法 郵送による留置記入式 

回答票数 460 票（回答率：46.0％） 

実施期間 令和３年 11 月～令和４年１月 

 

（２）調査結果 

①中心市街地の利用状況 

◆来街頻度の低下、滞在時間の短時間化の傾向 

・過去調査と比較すると、来街頻度は「年に数回」の割合が過去最高と頻度低下の傾向が

みられるとともに、滞在時間では短時間の傾向が高まっている。 

・滞在時間の延長だけでなく、来街頻度の増加に努める必要がある。 

◆「自家用車」、「自転車」利用者が増加 

・中心市街地への交通手段は、前回調査と比較して「徒歩」が減少し、「自家用車」「自転

車」が増加している。 

・レンタサイクルやシェアサイクルなど回遊性を高める施策の継続的な推進とともに、

環境への配慮から低炭素なまちづくりも視野に、街なかへの自動車の乗り入れ抑制の

ほか、駐車場・駐輪場の整備促進や公共交通の更なる利便性の向上が必要である。 

◆ニューノーマルに対応したサービス提供などが求められる。 

・来訪目的は「買い物」、「飲食」目的が多くなっているが、前回調査から減少しており、

新型コロナウイルス感染症による影響が要因と推察される。 

・ニューノーマルに対応したサービス提供などが必要である。 

 

 

■中心市街地に行く頻度 

・H29 調査までは中心市街地に行く頻度

は減少傾向であったが、その後は横ば

い状態である。 
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■中心市街地での滞在時間 

・R2までは「３時間以上」の滞在が増加

傾向にあったが、R3 では、「１時間以

内」の滞在が 52％と増加しており、滞

在時間に減少が見られる。理由として

は新型コロナウイルス感染症の三密

対策（密集、密接、密閉）が浸透して

おり、短時間滞在の傾向が高まってい

るためと推察される。 

 

 

 

■中心市街地への交通手段 

・R2までは「徒歩」での来街が増加傾向

にあったが、R3 は「徒歩」が減少し、

「自家用車」が増加している。 

・自家用車での来街は、調査年により増

減がみられるが、60～70％となってい

る。 

・中心市街地への交通手段を「年齢」別

にみると、10～20 代では自転車利用が

多くなっている。 

 

 

■中心市街地へ行く目的 

・これまでの７回の調査を比較すると、

いずれも「7.買い物」、「1.駅を利用す

るため」、「8.飲食」、「12.娯楽（映画・

カラオケ・ゲームなど）」の数値が高く

なっている。 

・このため、中活計画によるまちなか居

住推進や駅周辺への回遊性の向上の

仕掛け、にぎわいに寄与する機能の導

入を受け、買物利用や駅利用を中心に

多様な目的で、中心市街地が利用され

ていると考えられる。 

・また、「買い物」、「飲食」は R2 まで増

加傾向にあったがいずれも減少して

おり、新型コロナウイルス感染症によ

り買い物や外食を控える傾向がある

と推察される。 
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■中心市街地のお店の利用頻度 

・これまでの７回の調査全てにおいて、概ね「③駅周辺の大型店」の利用頻度が高い。 

・R3 と R2 を比較し、利用が高まったのは「④まんさいかん藤枝」の 0.2 ポイント増のみ。減少し

た理由としては、新型コロナウイルス感染症による影響と推察する。 

・中心市街地の大型店の利用頻度は、アピタ・西友の閉店を受けて減少していたが、R2では著しく

増加し、その後もほぼ横ばい。これは、R2に駅南で開店したスーパーマーケットの影響が大きい

と考える。 
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■中心市街地の公共公益施設の利用頻度 

・これまでの７回の調査全てにおいて、JR 藤枝駅を除く全施設で「年数回」「利用しない」を合わ

せた割合が８割を超えている。その中では、市立駅南図書館、病院・診療所、市営駐車場の利用頻

度が比較的高い。 

・公共施設の利用頻度は減少傾向にあるものの減少幅は少ないため、中心市街地の公共公益施設は、

利用頻度は高くないが市民に定期的に利用されていると考える。 
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②中心市街地の利用のしやすさ 

◆「買回り品（衣料品等）」に対する不満度が特に高い 

・全体的に満足度「満足＋やや満足」は不満度「やや不満＋不満」に比べて高い傾向にあ

るが、特に「買回り品（衣料品等）」の不満度が高い結果となっている。 

◆訪れやすく、魅力ある中心市街地の形成が必要 

・満足度の経年変化では、中心市街地は改善傾向にあるものの、「買回り品が買いやすい」、

「休憩施設の利用しやすさ」、「駐車場の利用しやすさ」、「身障者やお年寄りにやさし

いバリアフリー化」等の利便性について満足度は低いままとなっていることから、買

物利便性や交流・憩いの場の創出、バリアフリー化などを推進し、誰もが集い、利便

性の高い中心市街地として魅力づくりに努めることが必要である。 

■中心市街地の利用環境に対する満足度 

・満足度が高かったものは上から、「⑤

公共施設（52.6％）」、「④公共交通機関

（50.9％）」、「⑩最寄り品（42.2％）」

となっている。 

・一方、不満度が高かったものは、「⑪

買回り品（52.2％）」、「①駐車場

（36.6％）」、「⑨休憩施設（ベンチ・休

憩所等）（32.9％）」等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■数値化した満足度の経年変化 

・評価ポイントの平均値を経年比較す

ると、利用しやすさやわかりやすさは、

全体的に改善されつつあるものの、R3

は満足度が減少している。 

・「⑪買回り品が買いやすい」、「⑨休憩

施設の利用しやすさ」、「①駐車場の利

用しやすさ」、「⑧身障者やお年寄りに

やさしいバリアフリー化」等の利便性

については、満足度は低いままである。 
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③中心市街地に対する感想・印象 

◆「人との出会いや交流が豊富な場」としての印象が低い 

・中心市街地は「藤枝の顔、玄関口」、「安全・安心な場」、「買い物に便利な場」としての印

象が高い一方で、「人との出会いや交流が豊富な場」や「子育て世代・高齢者など誰もが

暮らしやすい場」としての印象が低い結果となっている。 

・過去調査からの経年変化をみると、全体的に評価が下がっており、特に「イベントが行わ

れ、にぎわいのある場」は、昨年度に引き続き大幅に評価が下がっている。これは新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響を受けイベントを実施していないことが影響していると

考えられる。 

◆「景観」に対する満足度は高い 

・「満足・まあ満足」の割合が約 60％と前回調査から大幅に増加している。これは北口の駅

前広場と南口の駅南口広場が改修された影響であると考えられる。 

◆中心市街地全体に対する満足度も高い 

・「満足（「満足」+「まあ満足」）」は、過去最も高い満足度となっている。 

・H29 にはアピタや西友の閉店により買回りが不便になったため不満度が上がったが、その

後の駅周辺への生活利便施設や賑わい施設の立地等により満足度が増加、R2 は駅南のス

ーパーマーケットの開店により不満度が下がったと推察できることから、引き続き、利便

性が高く魅力的な中心市街地の形成に努めることが必要である。 

 

■中心市街地の印象 

・「そう思う・まあそう思う」の割合は、

「①藤枝の顔、玄関口である」が最も

多く 61.3％、次いで「②安全・安心な

場である」47.2％、「⑨買い物に便利な

場所である」31.7％となっている。 

・一方、「そう思う・まあそう思う」の

割合が低かったのは、「④人との出会

いや交流が豊富な場所である」17.6％、

「⑧子育て世代・高齢者など誰もが暮

らしやすい場所である」22.6％、「⑥ゆ

っくり過ごせる場所である」24.3％と

なっている。 

  



- 51 - 

 

 

■数値化した印象の経年変化 

・全ての項目で「そう思う・まあそう思う」の

評価数値が減少している。 

・中でも、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響を受けイベントを実施していないため、

「⑦イベントが行われ、にぎわいのある場所

である」については 0.3 ポイント低下と昨年

に引き続き大幅に評価が下がっている。 

・なお、「⑤親しみやすい場所である」、「④人

との出会いや交流が豊富な場所である」、「②

安全・安心な場である」、「⑩夜も安心して歩

くことができる場所である」についても評価

数値が減少しており、新型コロナウイルスの

影響で人との交流が減っていることや、駅北

の飲み屋街についての印象が反映されてい

ると推察される。 

 

■中心市街地の景観の満足度 

・R2では「満足・まあ満足」の割合は約 40％

だが、R3 では「満足・まあ満足」の割合が約

60％と大幅に増加しているため、市民は中心

市街地の景観に満足していると言える。 

・理由として、北口の駅前広場と南口の駅南

口広場が改修されたためであると推察され

る。 

 

■中心市街地全体の満足度 

・これまでの８回の調査を比較すると、「満足」

（満足とまあ満足の回答の合計）は増加傾向

にあり、H18 には 13.8％だったが、R3 では

35.0％と最も高い満足度となった。 

・一方、「不満足」（やや不満と不満の回答の合

計）も増加しており、R2 では 18.4％と最も

低くなったものの、R3 では 24.1％と増加し

ている。 

・満足度をポイント化した数値を比較すると、

満足度が年々高まってきていたが、R3 では

減少した。 

・H29 にはアピタや西友の閉店により買回りが

不便になったため満足度が下がったが、その

後の駅周辺への生活利便施設や賑わい施設の

立地、駅前広場の改修等により満足度が再び

増加したと推察される。  
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④これからの中心市街地に求めるもの 

◆中心市街地に対して「にぎわい」が期待されている 

・中心市街地の『重要な考え方』として、「にぎわいのあるまちづくり」、「治安を良くする

まちづくり」としての期待が高い結果となっている。 

・年代別では、特に若い世代ほど「治安を良くするまちづくり」、「子育てしやすい環境のま

ちづくり」を求める傾向にあることから、今後は安全・安心の視点や子育て環境の充足な

ども考慮しながら、街なか居住の誘導を図る必要がある。 

◆「にぎわい」や「生活利便性」向上に資する空き店舗活用への意識が高い 

・中心市街地の空き店舗の利用方法として、「イベントや交流の場」、「飲食店」、「最寄品店

（日用品・食品等販売店）」、「文化・芸術活動の場」、「買回り品店（衣料品等）」が期待さ

れており、中心市街地におけるにぎわいや生活利便性の向上に資する利活用に努めるこ

とが必要である。 

◆中心市街地には「多様なイベント」の開催が期待されている 

・中心市街地で開催してほしいイベントとして、「市内外の美味しい飲食品が楽しめる」が

最も多く、全体の約 37％を占めている。 

・その他の項目も概ね 10％程度の意見が挙げられていることから、中心市街地においては

多様な楽しみ方が求められており、これらに考慮した中心市街地でのにぎわい形成に努

めることが必要である。 

 

■中心市街地のまちづくりに重要な考え方 

・最も多かったのは「3.にぎわいのあるま

ちづくり」245 件、次いで「4.治安を良く

するまちづくり」182 件となっている。 

 

 

 

≪「中心市街地に求めるもの」×「年齢」≫ 

・中心市街地に求めるものを「年齢」別に

みると、若い世代ほど「4.治安を良くする

まちづくり」、「1.子育てしやすい環境の

まちづくり」を求める傾向にある。 

 

 

■中心市街地の空き店舗の使われ方 

・中心市街地の空き店舗の利用方法として、

「1.イベントや交流の場」、「10.飲食店」、

「8.最寄品店（日用品・食品等販売店）」、

「2.文化・芸術活動の場」、「9.買回り品店

（衣料品等）」を求める意見が多い。 

・中心市街地におけるにぎわいや生活利便

性の向上が望まれていると推察される。  
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■中心市街地にあったらよいイベント 

・中心市街地で開催してほしいイベン

トは、「2.市内外の美味しい飲食品が

楽しめる」が最も多く、全体の約 37％

を占めている。 

・その他の項目も概ね 10％程度の意見

があげられており、中心市街地は多様

な楽しみ方が求められているといえ

る。 

 

 

 

⑤コロナ禍における行動の変化 

◆ニューノーマルへの対応 

・コロナ禍の日常生活では、「外出することが減った」、「中心市街地の飲食店を利用する回

数が減った」、「中心市街地に行くことが減った」が多く、行先に係わらず、市民の外出自

粛の傾向が強い結果となっている。 

・一方で「自転車を使う機会が増えた」や「テイクアウトすることが増えた」は、「ややあ

てはまらない・あてはまらない」が他の項目と比べて高い結果となっており、新型コロナ

ウイルスを踏まえた生活スタイルが定着していることが伺えるものの、非接触型のサー

ビス提供や公共空間を柔軟に活用したゆとりある屋外公共空間の構築など、コロナ禍に

おいてもにぎわいや活力を維持・向上できる中心市街地の在り方について検討を進める

必要がある。 

 

■コロナ禍以前と比べた現在の生活について 

・「あてはまる・まああてはまる」の割合は、

「①外出することが減った」が最も多く

81.5％、次いで「③中心市街地の飲食店

を利用する回数が減った」70.4％、「②中

心市街地に行くことが減った」62.4％と

なり、行先に係わらず外出を自粛してい

る市民が多いことがわかる。 

・一方、「ややあてはまらない・あてはまら

ない」の割合が高かったのは、「⑤自転車を

使う機会が増えた」35.2％となっている。 

・「④テイクアウトすることが増えた」は

44.1%が「あてはまる・まああてはまる」

と回答しているが、「ややあてはまらな

い・あてはまらない」が 22.2％となって

おり、広く市民に定着しているとは言え

ない。 

・なお、R2 と R3 の結果を比べると、外出や外食を控える傾向が強くなっており、新型コロナウイルス

を踏まえた生活スタイルが定着していることが伺える。
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＜居住者から見た中心市街地（全体との比較）＞ 

■中心市街地に行く頻度 

・青島地区と青島地区以外では、「週１回以上」に２倍以上の差がみられる。 

■中心市街地での滞在時間 

・青島地区と青島地区以外では、青島地区以外の滞在時間が長い傾向にある。 

■中心市街地への交通手段 

・青島地区以外のほうが自家用車の利用が多く、徒歩が少なくなっている。 

 

■中心市街地に行く頻度 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地での滞在時間 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地への交通手段 
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［４］これまでの中心市街地活性化に関する取組の検証 

（１） 第３期計画の概要 

○計画期間：平成 30 年４月～令和５年３月（５か年） 

○区域面積： 

・第３期計画の中心市街地区域は、第１期・第２期計画と同じ区域とし、JR 藤枝駅を中心

に市街地整備地区及びそれに接する県道島田岡部線（旧国道１号）、県道藤枝大井川線、

県道善左衛門藤枝停車場線に囲まれた東西約 1.5 ㎞、南北約２㎞、面積約 160ha の区域

とした。 

 

≪区域図≫ 

  

藤枝市中心市街地面積：約 160ha 
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○基本方針及び目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＜中心市街地の課題と対応方針＞ 

【課題１】 

生活満足度の不足 
小売業の活力低下や

魅力的な店舗が少ない

ことから、中心市街地の

生活満足度が低い 

【課題２】 

再開発事業の遅れや

核となる施設の不足、古

い街並みや建物の立地

等から駅北地区の魅力

が低下 

【課題３】 

郊外店舗の立地や昼間

人口の流出から、中心市

街地の昼間の人通りが少

ない 

 

【課題４】 

観光・活動・交流資源の

不足、中心市街地外との

連携の不足により、エリ

ア内・市内の回遊性が乏

しい 

＜まちづくりのテーマ＞ 

『質の高い暮らし 溢れる賑わい しずおか中部の生活・交流拠点』 

【基本方針１】 

「付加価値の向上による、 

質の高い暮らしの実現」 
「街なかへの都市機能集積」と「個性的で魅力ある

商業、サービス店舗の出店促進」に取り組み、質の高

い街なか居住環境の形成を目指す。 

【基本方針２】 

「活動・交流の促進による、 

賑わい溢れるまちの実現」 
「昼間の賑わいの創出」と「中心市街地外との連携

強化」に取り組み、活発な活動・交流が行われる、賑

わいと回遊ある街なか環境の創出を目指す。 

＜中心市街地活性化の目標と目標指標＞ 

【目標指標１】 

再開発事業等の実施

により都市機能の集積

を図り、街なかの生活利

便性を向上し、居住人口

[社会動態]の増加を目

指す。 

【目標指標２】 

空き店舗数（件） 

【目標１】 

都市機能集積による

生活利便性の向上 

再開発事業の継続展

開により、居住者や来訪

者にとって必要な都市

機能の集積を図り、生活

利便性の高い街なか環

境を形成する。 

【目標２】 

個性的で魅力ある商

業・サービスなどの店舗

の出店環境や活動機会

を創出し、住む人や訪れ

る人が歩きたくなる街

なか環境を形成する。 

【目標指標３】 

街なかでのイベント開

催や環境整備等により、

中心市街地内の回遊性を

向上し、昼間の歩行者通

行量の増加を目指す。 

【目標指標４】 

中心市街地外で開催さ

れるイベント等との連携

により、中心市街地の集

客力の向上を図り、イベ

ント来場者数の増加を目

指す。 

【目標３】 

活動・交流・回遊・滞留

をもたらすしかけや環境

を整備し、子育て世代や

女性層、学生、高齢者等が

活発に行き交う街なか環

境を創出する。 

【目標４】 

蓮華寺池公園など中心

市街地外の集客資源との

連携強化を図り、相乗効

果による賑わいと回遊あ

る街なか環境を創出す

る。 
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（２）事業等の進捗状況 

「市街地の整備改善事業」、「都市福利施設整備事業」、「住宅供給・住環境向上事業」、「商業活

性化事業」、「公共交通利便向上事業」の５分野、計 103 事業（重複を含まない）を推進した。 

103 事業の内、完了している事業は 29 事業（28.2%）、実施中は 66 事業（64.1%）、未着手・未

実施は 8事業(7.8%)となっており、進捗率（完了・実施中の事業）は約 92.2%となっている。 

 

 ■各事業等の着手・完了状況 

分 野 事業数 完了 実施中 完了･実施中計 
 

未着手 完了･実施率 

市街地の整備改善事業 10 3 4 7 70.0% 3 

都市福利施設整備事業 5 2 2 4 80.0% 1 

住宅供給･住環境向上事業 18 5 13 18 100.0% 0 

商業活性化事業 62 17 41 58 93.5% 4 

公共交通利便向上事業 8 2 6 8 100.0% 0 

合 計 103 29 66 95 92.2% 8 

■計画内容の変更 

変更 変更の認定 変更概要 

第１回 平成 30 年８月 10 日 １事業の新規追加、事業名や支援措置等の変更 

第２回 令和元年９月３日 ４事業の新規追加、事業名や支援措置等の変更 

第３回 令和元年 11 月 29 日 １事業の新規追加、支援措置の変更 

第４回 令和２年 11 月 27 日 ６事業の新規追加、支援措置の変更 

第５回 令和３年３月 12 日 ２事業の新規追加 

第６回 令和４年３月８日 ７事業の新規追加、実施時期及び支援措置の変更 

  ■未着手又は未完了の事業等に関する要因分析 

項目 事業名 要因 

未着手 
藤枝駅南口周辺道路無電

柱化促進事業 

令和４年度を目標に進めている、景観重点地区の検討・

指定に係る手続きとの整合性を図る必要があるため。 

未着手 
藤枝駅南口周辺道路移動

円滑化促進事業 

藤枝駅南口周辺道路無電柱化促進事業と同箇所であり、

同時期に事業を進める必要があるため。 

未着手 
市道２地区 140 号線交差

点改良工事 

無電柱化工事など周辺道路の工事状況を踏まえて、事業

全体の方向性を検討する必要があるため。 

未完了 
駅前文化施設整備事業 実施主体の内部で協議を行っていたが、感染症拡大によ

り企画立案・実施が困難となったため。 

未完了 
中心市街地エリア回遊イ

ベント開催事業 

開催に向けて、関係機関と協議していたが、感染症拡大

により企画立案・実施が困難となったため。 

未完了 
「まんさいかん」を中心

にした周辺整備事業 

実施主体の内部で協議を行っていたが、感染症拡大によ

り企画立案・実施が困難となったため。 

未完了 
街なか物産市開催事業 開催に向けて、実施主体と協議していたが、感染症拡大

により企画立案・実施が困難となったため。 

未完了 
青木地区回遊型イベント

事業 

開催に向けて、実施主体と協議していたが、感染症拡大

により企画立案・実施が困難となったため。 
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（３）目標の達成状況 

指標の「居住人口」は、目標を達成したものの、「空き店舗数」「昼間の歩行者通行量」「イベ

ント来場者数」は、未達成となる見込みである。 

 

■指標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 
達成 

状況 

都市機能集積による生活利

便性の向上 

居住人口 

[社会増] 

93 人/年 

(H25～H28 の平均) 

103 人/年 

(H30～R4 の平均) 

155 人/年 

(H30～R3 の平均) A 

個性的で魅力ある店舗の出

店促進によるエリアの求心

力向上 

空き店舗数 
49 件 

(H28) 

36 件 

(R4) 

55 件 

(R3) 
C 

街なかの活動・交流機会の

創出による昼間の賑わいの

向上 

昼間の 

歩行者通行量 

7,356 人/日 

(H29) 

8,020 人/日 

(R4) 

6,183 人/日 

(R3) 
C 

中心市街地外との連携によ

る街なかへの集客力の向上 

イベント 

来場者数 

53,319 人/年 

(H28) 

62,000 人/年 

(R4) 

3,430 人/年 

(R3) 
C 

＜基準値からの改善状況＞ 

Ａ：目標達成、Ｂ：基準値より改善、Ｃ：基準値に及ばない 
 

 

指標① 居住人口[社会増] 

＜実績値の推移と最新値の状況＞ 

◆各事業は概ね予定どおり進捗している。特に、民間

のマンション整備事業の完了等により、当該建物が

立地している駅南地区においては、市全体の人口が

減少している中で、増加傾向が続いている状況であ

る。 

◆一方で、駅北地区では再開発事業の実施に向けた取

組が進められているが、駅北地区における居住人口

は減少傾向が続いている（▲13人）状況となってい

る。 

◆令和３年度は 223 人の社会増となり、平成 30年度か

らの４か年平均は 155 人／年の社会増であるため、

目標値の 103 人／年に対して順調に推移している状

況である。 

＜実績値に関する要因分析＞ 

◆「田沼一丁目３地区マンション整備事業」は予定どおり完了のうえ全戸が完売しており、さ

らには民間の分譲マンション２棟が竣工している。また、「子育てファミリー移住定住促進

事業」や「空き家活用・流通促進事業」についても、令和元年度に補助対象を一部変更した

ことで利用実績も順調に推移し、居住人口の増加に大きく寄与していると考えられる。 

  

※調査方法：住民基本台帳より集計 

※調 査 月：令和３年１２月 

※調査主体：藤枝市 

※調査対象：中心市街地区域内の居住者数 
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指標② 空き店舗数 

＜実績値の推移と最新値の状況＞ 

◆「空き店舗等開業支援事業」や「街なかストッ

クリノベーション事業」などにより、空き店舗

への出店は着実に行われており、期待された効

果が発現しており、令和元年度には 39 件まで

減少した。 

◆しかし、長引く新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により、特に飲食店が多く立地する駅北

地区において閉店する店舗が相次いで発生し

ており、これまでの取組効果以上に空き店舗数

が増加し、令和３年度には 55 件まで増加した。 

＜実績値に関する要因分析＞ 

◆長引く新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、業種転換や閉店する店舗が相次いで発

生している。そのような中でも、「空き店舗等開業支援事業」の利用実績は堅調であり、「街な

かストックリノベーション事業」による新規出店もあったことから、増加傾向にある空き店

舗の抑制に一定の効果が現れている。 

 

指標③ 昼間の歩行者通行量 

＜実績値の推移と最新値の状況＞ 

◆昼間の歩行者通行量の増加に向けた各事業に

ついては、概ね予定どおり進捗している。特に、

民間のマンション開発や「田沼一丁目 18 地区

商業施設整備事業」により、当該建物が立地し

ている駅南地区は、他地点と比較して数値が高

い状況が続くなど、期待された効果が発現して

いる。 

◆しかし、新型コロナウイルス感染症拡大による

外出自粛の影響もあり、全体的に歩行者通行量

は減少しており、特に駅周辺では、基準年の数

値を下回る状況となっている。 

◆令和３年度の昼間の歩行者通行量は 6,183 人/

日となり、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けて、令和２年度から減少傾向である。 

＜実績値に関する要因分析＞ 

◆特に令和３年度については、調査日である８月・２月に緊急事態宣言やまん延防止等重点措

置が適用されているなど厳しい条件下であった。 

◆主要事業は概ね予定どおり進捗しているが、外出を控える傾向が続いているため、短期間で

の歩行者通行量の大幅な回復は見込めず、目標達成は難しい状況となっている。しかし、追

加事業の「田沼一丁目 18 地区商業施設整備事業」により、特に駅南地区の回遊性は着実に向

上している。 

 

 

  

※調査方法：各商店街へ調査票送付 

※調 査 月：令和４年３月 

※調査主体：藤枝市  

※調査対象：中心市街地区域内にある５商店街 

※調査方法：夏季及び冬季の平日・休日それぞれ９時～
１７時に計測し、平均値を調査 

※調 査 月：令和３年８月、令和４年２月 

※調査主体：藤枝市 

※調査対象：ＪＲ藤枝駅南北主要８地点における歩行者 
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指標④ イベント来場者数 

＜実績値の推移と最新値の状況＞ 

◆イベント来場者数の増加に向けた各事業につ

いては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を大きく受け、当初想定していたスケジュール

どおりに進捗していない。特に、メインとなる

「駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業」にお

いて、大規模イベントが軒並み中止となり、テ

イクアウト中心のプチマルシェを５回開催す

るにとどまったことから、令和３年度のイベン

ト来場者数は、3,430 人にとどまった。 

◆なお、密を避けるために規模を縮小して開催し

ているため、イベント１回あたりの平均来場者

数についても、新型コロナ感染症拡大前の約

1,200 人から約 700 人に減少している。 

 

＜実績値に関する要因分析＞ 

◆依然として、大規模イベントの開催は見送っているため、イベント来場者数の大幅な増加は

見込めず、目標達成は難しい状況となっている。しかし、小規模なイベントから徐々に開催

できるようになり、イベントに対するニーズも高まってきている。 

 

（４）定性的評価 

①計画期間前後における地域住民の意識の変化 

中心市街地全体に対する満足度は、計画期間前の平成 29 年時点での「満足」（満足とまあ満足

の回答の合計）は 24.1％であったが、令和３年時点で 35.0％となり、10.9 ポイント増加してい

る。一方、「不満足」（やや不満と不満の回答の合計）は、平成 29 年時点で 27.9％であったが、

令和３年時点で 24.1％となり、3.8 ポイント減少している。 

平成 29 年にはアピタや西友の閉店により買回りが不便になったため満足度が下がったが、そ

の後の駅周辺への生活利便施設や賑わい施設の立地、駅前広場の改修等により満足度が再び増加

したと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

  

※調査方法：中心市街地区域内のイベント来場者数を集計 

※調 査 月：通年 

※調査主体：藤枝市・㈱まちづくり藤枝 

※調査対象：中心市街地区域内のイベント来場者 

資料：中心市街地活性化基本計画フォローアップ

業務における市民意識調査業務報告書 
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②中心市街地活性化協議会の意見 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の適用に

よる行動制限もあったことから、飲食業をはじめ経済活動の停滞を余儀なくされ、令和３年度も

厳しい一年となった。そのため、４つの目標指標のうち「空き店舗数」「昼間の歩行者通行量」

「イベント来場者数」の３つの指標において、令和２年度に引き続き基準値を下回る結果となっ

た。 

一方で、民間の分譲マンション竣工や移住定住施策が功を奏し、居住人口が増加し続けている

ことは大変喜ばしいことであり、これまでの中心市街地活性化に向けた取組の成果が現れている

と評価できる。今後は、この居住人口の増加を昼間の歩行者通行量やイベント来場者数など、中

心市街地の賑わいに繋げていく施策を行う必要があると考える。 

また、駅周辺のイベントについては、テイクアウト販売中心の小規模イベントではあるものの、

５回開催できたということは明るい兆しであり、令和４年度は大小問わず全てのイベント開催が

実現し、周辺店舗への経済波及を期待するところである。 

目標指標の達成については、「居住人口[社会増]」を除き大変難しい状況となっているが、ま

ずは地域経済の再興に向けて、ウィズコロナでのまちのあり方、アフターコロナのまちの将来像

を見据え、行政と民間、地域が結束し、今後も中心市街地の活性化に尽力していきたい。 
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［５］中心市街地活性化の課題 

前段［１］～[４]を踏まえ、第４期計画に向けた中心市街地の活性化に当たっての課題を以下の

とおり整理する。 

 

【課題１】将来的な居住人口の減少 

・中心市街地の人口は、これまでの取組により微増しているが、全市的に人口減少が進展してい

る現状から、中心市街地においても将来的な人口減少が懸念される。 

 

◆将来的な人口減少と少子高齢化の進行 

⇒全市的な人口は減少傾向にあり、令和 17

年には年少人口が最低、令和 27 年には老

年人口がピーク、令和 37 年には生産年齢

人口が最低になると推計されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中心市街地人口における少子高齢化の傾向 

⇒中心市街地の人口は増加しているものの、

全市的な傾向と同様に少子高齢化が進行

しており、将来的に人口減少に転じる懸

念がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略

（人口ビジョン） 

資料：住民基本台帳より藤枝市作成 

≪藤枝市の将来人口の推移≫ 

≪中心市街地人口の推移≫ 

1,320 1,301 1,299 1,282 1,282 

6,989 7,143 7,188 7,248 7,367 

2,361 2,403 2,466 2,513 2,613 

10,670 10,847 10,953 11,043 11,262 

12.4% 12.0% 11.9% 11.6% 11.4%

65.5% 65.8% 65.6% 65.6% 65.4%

22.1% 22.2% 22.5% 22.8% 23.2%

0.0%
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20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H29 H30 R1 R2 R3

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 老年人口比率

（人）
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【課題２】昼間人口の流出超過 

・居住人口は増加しているが、駅北地区の歩行者通行量は減少傾向にあり、駅南地区の歩行者通

行量は令和２年度以降に減少に転じているなど、昼間の歩行者通行量への影響が少ない。また、

平日の歩行者通行量は増加傾向にあったが、中心市街地における活動の場等への定着が不足

していることから、休日とともに減少傾向にある。 

・通勤・通学の動態では、市外への流出が多く、昼間人口が近隣市へ流出している。 

・JR 藤枝駅では、定期利用者が７割を占め、定期外の利用者数は横ばいで推移している。 

 

◆昼間の歩行者通行量の減少 

⇒歩行者通行量が減少しており、特に駅南地区や休

日で大きく減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

◆通勤・通学など昼間の人口流出 

⇒通勤・通学による人口動向をみると、市外への流

出人口が 35,249 人に対し、市内への流入人口が

23,961 人で流出超過となっている。 

 

 

◆定期利用が７割、定期外利用者は横ばいで推移 

⇒JR 藤枝駅利用者の７割が通勤・通学の定期利用者

となっている。定期外の利用者数は横ばいで推移

している。 

 

 

 

 

 

  

≪藤枝市の通勤・通学動態≫ 

項目 人口 

市外への通勤・通学者数 35,249 人 

市外からの通勤・通学者数 23,961 人 

資料：国勢調査（R2） 

11,810 11,803 
12,587 

10,665 10,689 

12,959 

14,397 
13,805 

9,868 
8,692 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H29 H30 R1 R2 R3

（人）

平日 休日

≪平日・休日別歩行者通行量の推移≫ 

≪昼間の歩行者通行量

の推移≫ 

3,076 2,834 2,720 2,571 
2,238 

4,280 
4,546 

4,957 

3,803 3,945 

0

2,000

4,000

6,000

H29 H30 R1 R2 R3
駅北 駅南

（人）

資料：藤枝市 

≪JR藤枝駅利用者数の推移≫ 
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【課題３】駅周辺の賑わい喪失 

・市内全体の空き店舗数と比較して、中心市街地は空き店舗数が多い状況である。 

・駅周辺広場や道路空間でのイベント来場者数は減少傾向にあり、イベント毎では、１回当たり

の来場者数が減少している。 

・市民ニーズとして、中心市街地は賑わいのあるまちづくりが求められている。一方で、空き店

舗数やイベント来場者数によると、これまでの賑わいが失われている。 

 

◆小売業の活力低下 

・中心市街地での小売業の店舗数や年間販売額、従業者数が減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆空き店舗の増加 

⇒中心市街地の空き店舗数は、減少傾向にあったが、 

令和２年に再び増加に転じている。 
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資料：藤枝市 



- 65 - 

 

 

 

◆短時間滞在の傾向 

⇒中心市街地での滞在時間は、令和３年

で「１時間以内」の割合が 52.2％とな

っており、短時間滞在の傾向である。 

 

 

 

 

 

◆市民ニーズへの対応 

⇒ 中心市街地の重要な考え方として、「にぎ

わいのあるまちづくり」としての期待が高

い結果となっている。 

 

 

 

 

 

◆イベント来場者数の減少 

⇒中心市街地のイベントへの来場者数は、平成 29 年

度をピークに減少しており、令和２年度及び令和

３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、イベントが開催されなかったことから、

令和２年度は 880 人、令和３年度は 3,430 人にと

どまっている。 

 

 

  

≪中心市街地の滞在時間の推移≫ 

資料：中心市街地活性化基本計画フォローアップ 

業務における市民意識調査業務報告書 

≪中心市街地のまちづくりに重要な考え方≫ 

資料：中心市街地活性化基本計画フォローアップ 

業務における市民意識調査業務報告書 

≪中心市街地のイベントへの来場者数≫ 

資料：藤枝市 
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［６］中心市街地活性化の方針 

《第３期計画までの経緯と状況》 

 第１期計画では駅南地区の活性化、第２期計画では駅北地区の活性化を大きなテーマに

掲げて取り組み、BiVi 藤枝やオーレ藤枝、藤枝駅前一丁目８街区再開発事業（フジエダ

ミキネ）等の拠点整備が実現し、こうした成果として、全ての目標指標を達成した。 

 第３期計画は、開発段階から、まちの成熟段階へと移行し、暮らしや交流の場としての質

の向上を目指し、目標指標として、「居住人口[社会増]」、「空き店舗数」、「昼間の歩行者

通行量」、「イベント来場者数」を掲げた。 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、「空き店舗数」、「昼間の歩

行者通行量」、「イベント来場者数」が目標値を達成できない見込みとなっている。アフタ

ー・ポストコロナへの中心市街地の賑わい回復が求められている。 

 

《第４期計画の方向性》 

 分散型社会に転換する中で、人・モノを呼び込む「藤枝型デジタル田園都市」の拠点とな

る、安全・快適・便利なスマート・コンパクトシティの形成を推進する。 

 地域経済を牽引するビジネス拠点としての地位を高めるため、藤枝駅前コワーキングス

ペース未来共創ラボや藤枝市産学官連携推進センター、藤枝駅前二丁目市有地有効活用

事業等の拠点を有機的に連携させ、様々なイノベーションやアイデアを実現するビジネ

ス創出を推進する。 

 ビジネス拠点の創出と一体的に駅前地区の再開発により街なか居住を積極的に進め、魅

力ある職住近接の環境を創出することで、JR 藤枝駅周辺を「しずおか中部の生活・創造

拠点」として形成する。 

 ウォーカブル推進都市として、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成を目指し、

道路空間の活用や沿道店舗の改修を通して、エリアの日常的な賑わいを創出する。 

 

 

■第４期計画のまちづくりのテーマ 

【テーマ】 

 

 

 

※魅力溢れる暮らし ⇒ふじえだ型コンパクト＋ネットワークによる職住近接を表現 

※賑わい広がる   ⇒交流増進による活性化を表現 

※生活       ⇒良好な住環境の整備を表現 

※創造       ⇒イノベーション創出・地域 DX を表現 

 

  

『魅力溢れる暮らし 賑わい広がる しずおか中部の生活・創造拠点』 
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■中心市街地活性化の基本方針 

 

 

「イノベーションを生み出す、魅力溢れる生活・創造空間の創出」については、新型コロナ

ウイルス感染症の世界的な流行を契機に、人々の生活様式が変化したことを受けて、スマー

ト・コンパクトシティの形成を基本的な方針とし、前期計画から引き続き、再開発事業等によ

り都市機能の集積を推進することで、ふじえだ型コンパクト＋ネットワークのまちづくりに

よる、魅力ある職住近接の環境を創出するとともに、良好な住環境の整備を促進する。 

また、従来の課題である昼間人口の増加及びデジタル社会への対応として、本市のイノベー

ション創出・地域 DX 拠点を中心に、藤枝市産学官連携推進センター等の中心市街地区域にお

ける拠点と有機的な連携を図ることで、昼間の賑わい創出を図る。さらに、若者世代等の活動

の場づくりを行い、イノベーションやアイデアを実現するビジネス創出を推進する。 

 

 

 
 

 

「人と人、人と街がつながり、多くの人々で賑わう交流空間の創出」については、人々の価

値観が変化したことを受けて、良好な景観形成と多様なニーズへの対応を基本的な方針とし、

魅力的な駅周辺エリアの形成のため、空き店舗等のリノベーション事業を実施しつつ、出店前

から出店後の全体を通した、起業・創業者等への伴走型支援を行い、エリアの求心力向上を図

る。 

また、駅周辺広場や道路空間、公園等を活用し、多くの主催者による賑わいづくりを目指し、

イベントを実施する。加えて、道路の無電柱化事業等により、居心地が良く歩きたくなるまち

なかの形成を目指す。 

 

 

  

基本方針１：イノベーションを生み出す、魅力溢れる生活・創造空間の創出 

基本方針２：人と人、人と街がつながり、多くの人々で賑わう交流空間の創出 
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２ 中心市街地の位置及び区域 

［１］位置 

位置設定の考え方 

本市の市街地は、市内中央を流れる瀬戸川を挟み、旧東海道の宿場町・城下町と JR東海道線

藤枝駅周辺を中心に発展してきた。 

JR 藤枝駅周辺地区は、広域行政機能や交通の結節機能を有し、本市の中枢としてのみなら

ず、志太榛原地域の発展を牽引する重要な地区となっている。 

また、藤枝地区は、市役所や文化施設が立地し、市民サービスを提供するとともに、旧東海

道の歴史・文化を育んできた地区であり、近隣住民の日常の買い物等の機能を担っている。 

本計画では、JR藤枝駅周辺を中心とした概ね１km 圏内の範囲を中心市街地と位置づけ、活性

化を推進するとともに、藤枝地区と補完し合いながら各々の機能を発揮し、さらには中心市街

地周辺の新たな土地活用の検討等により、本市全体の一層の発展に寄与することを目指す。 

≪位置図≫ 

 

 

藤枝市中心市街地 
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［２］区域 

区域設定の考え方 

本市の中心市街地区域は、第１期・第２期・第３期計画と同じ区域とし、JR 藤枝駅を中心に

市街地整備地区及びそれに接する県道島田岡部線（旧国道１号）、県道藤枝大井川線、県道善左

衛門藤枝停車場線に囲まれた東西約 1.5 ㎞、南北約２㎞、面積約 160ha の区域とする。 

≪区域図≫ 

 

 

藤枝市中心市街地面積：約 160ha 
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［３］中心市街地の要件に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第 1号要件 

当該市街地

に、相当数の

小売商業者が

集積し、及び

都市機能が相

当程度集積し

ており、その

存在している

市町村の中心

としての役割

を果たしてい

る市街地であ

ること 

本市の中心市街地は、以下のとおり、市内で最も商業・業務及び都市機能が集積す

るエリアであり、都市基盤も整備されていることから、本市の中心としての役割を果

たしている市街地である。 

(1)小売業の集積 

中心市街地区域内には、藤枝

駅北側で４つ、南側で１つの計

５つの商店街があり、駅前地区

や駅南地区、各商店街エリアを

中心に多数の事業が展開され

ているほか、BiVi 藤枝などの大

規模小売店舗が位置している。 

中心市街地の小売店舗は、

146店で市全体の14.3％を占め

ている。また、売場面積の

12.2％、従業者数の 11.7％、年

間商品販売額の 7.5％が中心市

街地に集積している。 

 

 

 

 

 

 

≪小売業の集積状況≫ 

 中心市街地（A） 藤枝市（B） 
市全体に 

占める割合（A/B） 

店舗数 146 店 1,021 店 14.3% 

売場面積 21,077 ㎡ 172,881 ㎡ 12.2% 

従業者数 777 人 6,660 人 11.7% 

年間商品販売額 9,955 百万円 132,439 百万円 7.5% 

＊中心市街地の数値は、区域内５商店街（会）の合計         資料：商業統計調査 

(2)公共公益施設・都市福利施設の集積 

中心市街地には、JR藤枝駅を中心に市立駅南図書館や市文化センターなど 13 件の

公共公益施設や、17 件の医療施設、24件の社会福祉関係施設、このほか、ホテルや

青果市場、JAなどが立地しており、都市機能が集積している。 

また、藤枝駅前一丁目６街区及び９街区では、住宅、店舗、業務施設、駐車場を兼

ね備えた複合型の市街地再開発事業が進行中であり、今後さらに都市機能の集積が

進む見込みである。 

 

≪商店街の集積状況≫ 
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≪中心市街地区域内の公共公益施設・都市福利施設の集積状況≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)交通結節点機能 

市内の鉄道は、JR 東海道線が横

断しており、本市の重要な公共交

通となっている。また、JR 藤枝駅

は鉄道だけでなく、複数の路線バ

スや市自主運行バスの起点及び結

節点となっており、中心市街地の

ほぼ全域が公共交通徒歩圏となっ

ている。 

令和２年度の JR 藤枝駅の１日

平均乗車人員は 8,517 人で、静岡

～浜松駅間では静岡駅、浜松駅に

次いで３番目に多い。また、JR藤

枝駅を経由又は発着する路線バス

が６系統、市自主運行バスが３系

統、乗合タクシーが２路線乗り入

れている。 

 

 

 

≪公共交通の集積状況≫ 

一丁目６街区 

一丁目９街区 
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第 2 号要件 

 当該市街地

の土地利用及

び商業活動の

状況等からみ

て、機能的な

都市活動の確

保又は経済活

力の維持に支

障を生じ、又

は生ずるおそ

れがあると認

められる市街

地であること 

本市の中心市街地は、以下のとおり、様々な都市機能が集積し、市内経済活力の中

心としての役割を担っている一方で、将来的な人口減少が懸念され、昼間人口や歩行

者通行量の減少等により商業活動が低下していることから、機能的な都市活動の確保

及び経済活力の維持に支障が生じるおそれがある市街地である。 

(1)将来的な居住人口の減少 

中心市街地の居住人口は増加傾向を示しているが、全市的な傾向と同様に少子高齢

化の進行がみられ、中心市街地においても将来的な人口減少が懸念される。 

 

≪中心市街地の人口の推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)若者世代や高齢者世代の昼間人口の流出、通勤・通学者の流出超過 

平成 22 年では、若者世代や高齢者世代における昼間人口の流出が見られる。また、

令和２年の通勤・通学による人口動向をみると、市外への流出人口が 35,249 人に対

し、市内への流入人口が 23,961 人で流出超過となっている。中心市街地の経済活動

の維持のため、昼間人口の増加や昼間の活動の場づくりなどが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間人口 昼間人口 増加率
男女計 17,720 19,139 8.0%
８０歳以上 1,195 1,043 -12.7%
７０代 1,819 1,795 -1.3%
６０代 2,191 3,077 40.4%
５０代 1,988 2,965 49.1%
４０代 2,907 2,860 -1.6%
３０代 2,582 2,976 15.3%
２０代 1,654 1,980 19.7%
２０歳未満 3,384 2,238 -33.9%

資料：市場情報評価ナビ 

Miena を基に作成 

資料：住民基本台帳より藤枝市作成 

若者や高齢者が昼間に流出 

≪平成 22 年昼間人口（男女計）≫ 

≪藤枝市の通勤・通学動態≫ 

項目 H27 R2 

市外への通勤・通学者数 35,877 人 35,249 人 

市外からの通勤・通学者数 23,635 人 23,961 人 

資料：国勢調査（H27、R2） 

通勤・通学者が流出超過 

1,320 1,301 1,299 1,282 1,282 

6,989 7,143 7,188 7,248 7,367 

2,361 2,403 2,466 2,513 2,613 

10,670 10,847 10,953 11,043 11,262 

12.4% 12.0% 11.9% 11.6% 11.4%

65.5% 65.8% 65.6% 65.6% 65.4%

22.1% 22.2% 22.5% 22.8% 23.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H29 H30 R1 R2 R3

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 老年人口比率

（人）

市全体の年少

人 口 比 率

（12.3％）を

下回る 
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(3)商業の活力低下 

中心市街地の商業については、全体的な傾向として衰退傾向にあり、平成 19 年～

平成 26 年の７年間で、店舗数は－17.0％（市全体－16.9％）、年間商品販売額は－

18.2％（市全体－4.6％）と市全体よりも減少割合が高く、依然として厳しい状況に

ある。また、中心市街地における宿泊客数は、スーパー泊やホテルオーレが開業した

平成 27 年度から増加傾向となっていたが、平成 29年度の 21万人をピークに減少に

転じている。宿泊客数に見られるようにインバウンドの減少など、対外的な要因にも

影響されていることから、継続的に中心市街地での賑わいを創出するための来訪機会

の提供が求められる。 

≪小売業店舗数（単位：店）の減少≫ 

 

 

 

 

 

≪小売年間商品販売額（単位：百万円）の低下≫ 

 

 

 

 

 

≪中心市街地における宿泊者数の減少≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中心市街地の数値は、区域

内５商店街の合計 

資料：商業統計調査 

中活策定前 策定後

年度 H16 H19 H26

中心市街地
219 176 146

市全体
1,317 1,229 1,021

シェア 16.6% 14.3% 14.3%

３年間で-19.6%
（年あたり-6.5%）

７年間で-17.0%
（年あたり-2.4%）

３年間で-6.7%
（年あたり-2.2%）

７年間で-16.9%
（年あたり-2.4%）

中活策定前 策定後

年度 H16 H19 H26

中心市街地
16,643 12,169 9,955

市全体
135,961 138,802 132,439

シェア 12.2% 8.8% 7.5%

３年間で-26.9%
（年あたり-9.0%）

７年間で-18.2%
（年あたり-2.6%）

３年間で+2.1%
（年あたり+0.7%）

７年間で-4.6%
（年あたり-0.7%）

資料：藤枝市 

市全体と比較して 

中心市街地での 

減少率が高い 

160,124 

202,186 
210,439 207,018 199,975 

145,846 

8,217 11,549 9,441 4,761 5,116 569 

26.3%

4.1%
-1.6% -3.4%

-27.1%

-40%

-20%

0%

20%

40%

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

240,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

全宿泊者数 うち外国人 前年度比

（人）
スーパー泊（8月）、ホテルオーレ（3月）が開業 

中心市街地での 

宿泊者数が減少 
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(4)大規模小売店舗の郊外への出店、街なか施設の利用者数の減少 

大規模小売店舗は、市内 40 店舗中、中心市街地には４店舗のみの出店となってい

る。第３期計画期間中に３店舗が出店しているが、中心市街地には、このうちの１店

舗のみとなっており、幹線道路沿いなどへの新規出店が進んでいる。 

平成 21 年に開店した BiVi 藤枝は、市立図書館、静岡産業大学の駅前キャンパス、

映画館、ショッピング店舗（カルチャー教室、カフェ、雑貨、書籍など）が併設した

施設であり、利用者数は回復傾向にあったが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、令和３年度は令和元年度の約３割減少しており、空き店舗も見られる。 

 

≪大規模小売店（店舗面積 1.000 ㎡超）の出店数≫ 

出店エリア 店舗数 割合 

藤枝市 40 店舗 100％ 

 中心市街地 ４店舗 10％ 

 

≪BiVi 藤枝の利用者数の減少≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(5)駅南北での歩行者通行量の差が拡大 

中心市街地の駅北地区では、核となる施設の不足、古い街並みや建物の立地等から

魅力が低下しており、昼間の時間帯において歩行者通行量が減少を示すなど、駅南地

区との賑わいの格差が拡大している。 

 

≪中心市街地の歩行者通行量の推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

106.8
100.1 101.6

108.7

75.1 74.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

（万人）

※利用者数には、図書館貸出者数及びシネマコンプレックス入場者数を含む 
資料：藤枝市 

 

資料：藤枝市 

利用者数が減少 

3,076 2,834 2,720 2,571 
2,238 

4,280 4,546 
4,957 

3,803 3,945 

0

2,000

4,000

6,000

H29 H30 R1 R2 R3

駅北 駅南

（人）

歩行者通行量 

の差が拡大 
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■来街頻度の減少・短時間滞在の傾向 

来街頻度について、「週１回程度」の日常的に来訪している人の割合は減少してい

る一方、「年に数回」の来訪にとどまっている人の割合が増加している。滞在時間は、

「１時間以内」の割合が最も高く、「２時間以内」や「３時間以上」といった長時間

滞在ではなく、短時間滞在の傾向が見られる。 

 

≪中心市街地への来街頻度≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中心市街地での滞在時間≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年に数回の来街割合が増加 

滞在時間が短時間傾向 
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第 3 号要件 

 当該市街地

における都市

機能の増進及

び経済活力の

向上を総合的

かつ一体的に

推進すること

が、当該市街

地の存在する

市町村及びそ

の周辺の地域

の発展にとっ

て有効かつ適

切であると認

められること 

本市の中心市街地は、以下のとおり、上位関連計画により、広域都心エリアとして

位置づけられ、市内外から人・モノを呼び込む重点地区となっている。また、広域的

な都市機能を有する施設が立地するなど、本市の中枢としてのみならず、志太榛原地

域の発展を牽引する重要な地区であり、その都市機能の増進及び経済活力の向上を

総合的かつ一体的に推進することが、本市及び周辺地域の発展にとって有効かつ適

切である。 

 

■第６次藤枝市総合計画（令和３年３月） 

≪基本構想≫ 

［土地利用構想］ 

・将来に向けた活力と持続力の向上や政策人口の誘導に向け、「ふじえだ型コンパク

ト＋ネットワーク」のまちづくりをさらに高める土地利用を図るため、中心市街地

周辺を重点地区に位置付ける。 

 

 

 

 

 

［地区別土地利用構想］ 

〇中心市街地活性化エリア 

・JR 藤枝駅周辺の「中心市街地活性化エリア」

は、「都市機能誘導区域（都市拠点）」として

位置づけ、広域求心力を高める商業や観光、

オフィス機能、医療や福祉、子育て支援、行

政サービス、文化娯楽機能等の徒歩生活圏

を形成する高度な都市機能の集積を図ると

ともに、本市の玄関口にふさわしい良好で

品格ある景観を形成する。 

○広域都心エリア 

・中心市街地に隣接する周辺地区を中心市街

地と一体的に「広域都心エリア」として、都

市的土地利用により人・モノを呼び込む持

続的な次世代都市づくりを検討する。 

 

■第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略（令和２年３月） 

［戦略の基本方針］コンパクト＋ネットワークのまちを創る 

＜多彩な魅力を放つ拠点を創る＞ 

○魅力的で活力ある中心市街地づくり 

・生活利便性が高く質の高い暮らしと賑わいを創出するため、藤枝駅周辺に広域

的役割を担う都市機能を集積することでしずおか中部の生活・交流拠点形成を

図る。 

＜品格と魅力のある都市空間を創る＞ 

《中心市街地周辺地区》 

中心市街地と一体的に「広域都心エリア」を形成する地区として、人・
モノを呼び込む持続可能な次世代都市づくりを進める。 

＜青島地区＞ 
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○居心地が良く歩きたくなる都市空間づくりの推進 

・広域から人が集い、過ごす中心市街地に安全で快適な歩行空間を形成するため、

駅前広場や市街地再開発事業の整備、官民連携による活動・交流空間の創出を

図る。 

［戦略の基本方針］ひとの流れを創る 

＜移住・定住の大きな流れを創る＞ 

○戦略的な移住・定住促進策の展開 

・市の資源や強みを活かし、定住人口の拡大を図るため、中心市街地におけるまち

なか居住促進や田舎暮らしの取組等を推進するとともに、官民連携により、空

き家の活用流通の強化を図る。 

 

■藤枝市都市計画マスタープラン（平成 24 年３月） 

≪全体構想≫ 

［土地利用］ 

○中心商業・業務地 

・JR藤枝駅周辺の中心商業・業務地については、都市の魅力と活力を再生するため、

都市計画による規制・誘導や市街地再開発を進め、商業・業務機能の集積、文化･

交流施設、駐車場の整備などを図る。 

・また、開業支援などの活性化対策を進めるとともに、景観の形成、交流づくりや街

なか居住の促進、コンパクトな徒歩生活圏形成など、賑わいと求心力のある中心市

街地の形成のための環境整備を進める。 

○市街地整備 

・JR 藤枝駅周辺は、商業・業務機能の集積及び街なか居住の環境確保や合理的かつ

適正な土地の高度利用を推進するため、市街地再開発事業などによる面的整備を

進めるとともに、ヒートアイランドの防止対策、省エネ対策、緑化促進や二酸化炭

素削減への取組みなどを進め、本市の玄関口にふさわしい環境に配慮した都市形

成を図る。 
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■藤枝市立地適正化計画（平成 30 年３月） 

［目指す都市像］ 

○まちの中心となる、都市拠点と文化交流拠点 

・まちの中心として、藤枝駅周辺の中心市街地を都市拠点、旧東海道藤枝宿に由来

する商店街や市役所などを含み、蓮華寺池公園に近い地域を文化交流拠点とし

て位置づけ、にぎわいを創出する都市機能や、生活に必要な都市機能を誘導、集

積し、市全体の都市活動を支える中心とする。 

［都市機能誘導区域の設定］ 

・藤枝駅を中心とする中心市街地では、「中心市街地活性化基本計画」に基づくま

ちづくりにより、まちなか居住や都市機能の集積

が進んでいる。これらの都市機能の維持、さらなる

集積を図り、広域的な機能とともに、市域全体の生

活を担う機能など様々な都市機能が充実した拠点

の形成を進める。このため、「中心市街地活性化基

本計画」の計画区域を都市拠点における都市機能

誘導区域として設定する。 

 

■藤枝市景観計画（平成 28 年 10 月） 

○景観形成重点地区の考え方 

藤枝駅周辺は、賑わいの中心地としての機能の強化・拡大を図るため、「集い・す

ごし・にぎわうまち」を目指し、歓迎の思いが伝わる明るく開放的で、潤いと統一感

のあるまちなみを創出する。 

特に、今後も増加が見込まれる高層マンションの建設については、景観に配慮した

ものとなるよう、景観形成基準や地区が定める景観形成のルール作りを進める。 

合わせて、無電柱化や屋外広告物の過度な色彩や高さ・大きさの制限による眺望の

確保と、ハンギングバスケットやプランターの設置等による彩りの増加や緑化の推

進、地区のロゴマークを使用したバナーフラッグやイメージカラーを使用した日よ

けの設置等による居心地の良さの向上に取り組んでいく。 

また、「て～しゃばストリート」に代表される市民参加型イベントを積極的に開催

するほか、空き店舗への出店支援を促進し、更なる賑わいの創出を進める。 

 

■第２期藤枝市商業振興戦略改訂版（令和３年３月） 

本市の「コンパクト＋ネットワーク」を推進するため、既存の商業立地や地域特性

に基づいたゾーニングに、エリアごとの方向性に沿って地域課題解決を促す商業立

地誘導を行う。 

［重点新興エリア：中心市街地活性化エリア（広域型商業地）］ 

 ○該当地区：青島地区の JR 藤枝駅を中心とする中心市街地活性化区域 

…駅南地区は、広域的商業機能による活動・交流を創出。駅前地区は、暮らしを支

える機能により、街なか居住を促進。青木地区は、公共公益機能と魅力的な個店
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の立地により、回遊性の創出が期待されるエリア 

 ○エリアビジョン：ショッピング・ビジネス・居住・文化など多様な機能の充実と

連携により、交流と賑わいが生まれる創造性に富んだ商業エリア 

 

■藤枝市住生活基本計画（令和３年３月） 

○中心市街地における都市機能集積の推進 

・駅周辺広場や道路などの公共空間を有効活用した「て～しゃばストリート」や「イ

ルミネーション」などの開催により、賑わい創出や活動・交流の促進、周辺への経

済波及を図る。 

・駅前地区市街地総合再生基本計画に基づく駅前一丁目６街区などの市街地再開発

事業による高品質な公共的空間の創出や、公開空地と歩道のバリアフリー化と一

体となった歩道空間整備により、歩きたくなるまちの推進を図る。 

・空き家や空き店舗等の遊休資産の有効活用のため、既存の建物に大規模な工事等を

行い、今の時代に合った新たな機能を持たせるリノベーションを駅前地区のある

一定のエリアで行う。 
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３ 中心市街地の活性化の目標 

［１］中心市街地活性化の目標 

本市の目指すまちづくりのテーマ『魅力溢れる暮らし 賑わい広がる しずおか中部の生

活・創造拠点』に向けた中心市街地活性化の基本方針に基づき、以下の『目標』 を設定する。 

■中心市街地活性化の基本方針と目標・目標指標 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

目標１：多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

低未利用地が残る駅前地区における再開発事業を核として、都市機能の集積を推進するこ

とで、魅力ある職住近接の環境を創出するとともに、良好な居住環境の整備を促進する。 

目標指標：居住人口[社会増]（人/年） 

再開発事業等により都市機能の集積を図り、街なかの生活利便性を向上し、居住人口[社会

動態]の増加を目指す。 

目標３：良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

魅力的な駅周辺エリアの形成のため、駅周辺の空き店舗等を活用したリノベーション事業

や、出店から事業展開まで持続的な起業・創業を支える伴走型支援により、エリアの求心力向

上を図る。 

目標指標：空き店舗数（件） 

リノベーション等での新規出店の促進や起業・創業者等への伴走型支援により、街なかでの

滞在時間や回遊性を高め、空き店舗数の減少を目指す。 

 

目標２：各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボ等の拠点整備・連携による若者世代等の活動

の場づくりを行うことで、様々なイノベーションやアイデアを実現するビジネス創出を推進

する。 

目標指標：昼間の歩行者通行量（人/日） 

藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボや市有地有効活用事業など各拠点の有機的な

連携により、若者世代等が中心市街地で活動するなど昼間人口の定着を図り、昼間の歩行者通

行量の増加を目指す。 

目標４：既存ストックの活用による、 多世代が集う賑わいの再生 

既存ストック（駅前広場、道路等）を活用した、多様な文化を体験できるイベント実施によ

り、多世代が集う賑わいを創出する。あわせて、道路の無電柱化等により、居心地が良く歩き

たくなるまちなかの形成を目指す。 

目標指標：イベント来場者数（人/年） 

駅周辺広場・道路等でのイベントの開催により、中心市街地の集客力の向上を図り、イベン

ト来場者数の増加を目指す。 

 

基本方針１：イノベーションを生み出す、魅力溢れる生活・創造空間の創出 

基本方針２：人と人、人と街がつながり、多くの人々で賑わう交流空間の創出 
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■活性化の取組の全体像（都市像→課題→基本方針→目標設定の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜中心市街地の課題と対応方針＞ 

【課題１】 
将来的な居住人口の減少 
全市的に人口減少が進展して

いる現状から、中心市街地におい

ても将来的な人口減少が懸念さ

れる。 

【課題２】 
昼間人口の流出超過 
居住人口が増加した一方で、駅

北地区の歩行者通行量が減少し、

通勤・通学などの昼間人口が近隣

市へ流出している。 

【課題３】 
駅周辺の賑わい喪失 
中心市街地の空き店舗の増加

やイベント来場者数の減少など、

これまでの賑わいが失われてい

る。 

 

【基本方針１】 

「イノベーションを生み出す、魅力溢れる

生活・創造空間の創出」 
「多様な都市機能集積」と「ビジネス拠点の有機的な

連携」に取り組み、街なか居住の推進・経済活⼒の向

上を目指す。 

 

【基本方針２】 

「人と人、人と街がつながり、多くの人々で

賑わう交流空間の創出」 
「空き店舗への新規開業支援や起業・創業者等への伴

走型支援」と「既存ストック（駅前広場、道路等）を

活用した賑わいの再生」に取り組み、街なかでの賑わ

いの創出を目指す。 

＜まちづくりのテーマ＞ 

＜中心市街地活性化の目標と目標指標＞ 

【目標１】 
多様な都市機能の集
積による、街なかの
魅力向上 
低未利用地が残る駅

前地区における再開発

事業を核として、都市機

能の集積を推進するこ

とで、魅力ある職住近接

の環境を創出するとと

もに、良好な居住環境の

整備を促進する。 

【目標２】 
各拠点の有機的な連携
による、持続可能なビジ
ネス環境の構築 
藤枝駅前コワーキング

スペース未来共創ラボ等

の拠点整備・連携による

若者世代等の活動の場づ

くりを行うことで、様々

なイノベーションやアイ

デアを実現するビジネス

創出を推進する。 

【目標３】 
良好な景観形成と伴走
型支援による、エリア
の求心力向上 
魅力的な駅周辺エリ

アの形成のため、駅周辺

の空き店舗等を活用し

たリノベーション事業

や、出店から事業展開ま

で持続的な起業・創業を

支える伴走型支援によ

り、エリアの求心力向上

を図る。 

【目標４】 
既存ストックの活用に
よる、多世代が集う賑わ
いの再生 
既存ストック（駅前広

場、道路等）を活用した、

多様な文化を体験できる

イベント実施により、多

世代が集う賑わいを創出

する。あわせて、道路の無

電柱化等により、居心地

が良く歩きたくなるまち

なかの形成を目指す。 

【目標指標３】 

空き店舗数（件） 

【目標指標１】 

居住人口[社会増]（人/年） 

【目標指標２】 

昼間の歩行者通行量（人／日） 

【目標指標４】 

ｲﾍﾞﾝﾄ来場者数（人／年） 

『魅力溢れる暮らし 賑わい広がる しずおか中部の生活・創造拠点』 
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［２］計画期間の考え方 

計画期間は、令和５年４月から事業の効果が現れると見込まれる令和 10年３月までの５年と

し、その最終年度である令和９年度を目標年次とする。 

 

［３］目標指標の設定の考え方 

（１）定量的な目標指標の設定 

中心市街地活性化の４つの目標に対し、それぞれ以下の目標指標を設定する。 

 

基本的な方針 
中心市街地の 

活性化の目標 
目標指標 基準値 推計値 目標値 

イノベーション

を生み出す、魅力

溢れる生活・創造

空間の創出 

目標① 

多様な都市機能の集積に

よる、街なかの魅力向上 

居住人口 

[社会増] 

（年平均値） 

111 人/年 

(H25～R3) 

6 人/年 

（R5～R9） 

119 人/年 

（R5～R9） 

目標② 

各拠点の有機的な連携に

よる、持続可能なビジネ

ス環境の構築 

昼間の 

歩行者通行量 

（人/日） 

7,676 人/日 

(R1) 

7,834 人/日 

(R9) 

8,022 人/日 

（R9） 

人と人、人と街が

つながり、多くの

人々で賑わう交

流空間の創出 

目標③ 

良好な景観形成と伴走型

支援による、エリアの求

心力向上 

空き店舗数 

（件） 

55 件 

(R3) 

107 件 

（R9） 

47 件 

（R9） 

目標④ 

既存ストックの活用によ

る、多世代が集う賑わい

の再生 

イベント 

来場者数 

（人/年） 

54,371 人/年 

(R1) 

45,692 人/年 

（R9） 

54,600 人/年 

（R9） 
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（２）目標値の設定 

（ａ）居住人口[社会増] 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の居住人口は、マンション整備事業などにより増加しているものの、これらの事

業がなかった場合には、社会減となる年もあり、平成 25 年（第２期計画）から令和３年まで

の９年間で、再開発事業等の施策を行わなかった場合の中心市街地の社会動態は平均６人/年

の増加にとどまっている。 

また、市全体においては、平成 27年をピークに人口減少に転じており、中心市街地におい

ても今後居住に関する施策を講じない場合は、更なる人口流出が懸念される。 

そのため、引き続き住宅などの都市機能の誘導を始め、空き家などの既存ストックの活用を

図ることにより、街なかへの居住を促進し、居住人口[社会動態]の増加を目指す。 

 

■目標数値の考え方 

令和９年における居住人口は、以下の流れと考え方で推計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標１】居住人口[社会増]（人/年） 

 

 

 

基準値（H25～Ｒ３） 

111 人／年 

目標値（R５～Ｒ9） 

119 人／年 

目標積算事業 事業効果 

･再開発事業の住宅供給による居住人口の増加 [社会増] 457 人 

･空き家活用・流通促進事業による人口の増加 [社会増] 110 人 

合  計 567 人（113 人／年） 

 

 

目標期間（R5～R9）の居住人口[社会増] ＝ ① ＋ ② ＝ 597 人≒119 人／年 

現況の社会増（H25～R3（９年間）：995 人≒111 人／年） 

 

） 
① 事業を実施しなかった場合の推移値（R5～R9 年：30 人、6 人／年） 

② 事業効果による見込み値（567 人、113 人／年） 
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①事業を実施しなかった場合の社会増の推移 

第２期計画及び第３期計画の期間中の平成 25 年から令和３年の９年間に、中心市街地に整

備されたマンションは９棟あり、このマンション等への入居によりもたらされた社会増は 943

人である。 

このマンション整備等による社会増を差し引いた第２期計画及び第３期計画の事業効果を

見込まない場合の社会動態は、52 人（６人/年）であり、９年間のうち５年間が社会減となっ

ている。 

 

＜事業効果を見込まない社会動態の推移（単位：人）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事業効果による見込み値 

第４期計画において取組を予定している再開発事業及び空き家の活用を具体施策による見

込み値として整理する。 

＜具体施策＞ 

ア）再開発事業の住宅供給による居住人口の増加[社会増] 

■藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

供給住宅戸数×平均世帯人員（2.08 人／世帯）※R3 の中心市街地の平均世帯人員 

＝102（戸）×2.08（人/世帯）≒ 212 人 

■藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

供給住宅戸数×平均世帯人員（2.08 人／世帯）※R3 の中心市街地の平均世帯人員 

＝118（戸）×2.08（人/世帯）≒ 245 人 

  

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

中心市街地全体の
社会増(a)

80 178 39 74 3 198 81 119 223 995 111

再開発事業等
による社会増(b)

76 88 47 108 34 166 110 133 181 943 105

事業効果を除く
社会増(a)-(b)

4 90 -8 -34 -31 32 -29 -14 42 52 6

第２期 第３期
H25～R3
平均値

項目 合計

4 

90 

-8 

-34 -31 

32 

-29 
-14 

42 
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-40

-20

0
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80

100

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（人）
＜中心市街地の事業効果を見込まない社会動態の推移＞

第２期計画期間 第３期計画期間
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イ）空き家の活用による居住人口の増加[社会増] 

■空き家活用・流通促進事業 

 平成 30年～令和３年の実績値（86 人＝22 人／年） 

 ＝22（人／年）×５年間 ≒ 110 人 

 

＜事業効果による令和５年～令和９年の社会増(５年間合計)の見込み値＞ 

＝ 212 人＋245 人＋110 人＝ 567 人（113 人／年） 

 

③目標値 

以上を踏まえ、目標値（令和５年～令和９年の居住人口[社会増]）を 597 人（119 人／年）

と設定する。 

 

居住人口[社会増] ＝ 事業を実施しなかった場合の推計値 ＋ 事業効果による見込み値 

＝ 30 人＋567 人＝ 597 人 ＝119 人／年 

 

＜目標値［居住人口］の設定（単位：人）＞ 

 

 

R5 R6 R7 R8 R9

①事業を実施しなかった場合の社会増 6 6 6 6 6 30 6

②事業効果による見込み値 22 22 22 22 479 567 113

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 212 212 42

・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 245 245 49

・空き家活用・流通促進事業 22 22 22 22 22 110 22

居住人口［社会増］合計（①＋②） 28 28 28 28 485 597 119

第４期計画
合計項　目 単年

28 28 28 28 

485 

4 

90 

-8 -34 -31 

32 

-29 -14 

42 
6 6 6 6 6 6 

-100

0

100

200

300

400

500

600

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（人） 社会増の推移

第４期の中活事業を加えた社会増 第４期の中活事業を除く社会増
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◇ 居住人口[社会増]に関連する事業及び措置の実施箇所 

 

 

  

【中心市街地区域全体を対象とする事業、地点を限定しない事業】 

・子育てファミリー移住定住促進事業 

・空き家活用・流通促進事業 

・仲良し夫婦移住定住促進事業 

・自主運行バス等運行事業 

・路線バス維持費補助金事業 

・自転車通行空間整備事業 ・ふじえだ花回廊事業 

・子育て世代街なか居住魅力向上事業 

・オフィス機能等立地推進事業 

・藤枝型買い物支援サービス応援事業 

・藤枝新婚生活サポート事業 

・駅周辺マンション開発誘導推進 

事業分類（第４章～第 8章） 
 

市街地の整備改善 

都市福利機能の向上 

街なか居住の推進 

経済活力の向上 

公共交通の利便性の増進等 

・藤枝おやこ館子育て応援事業 

・災害時帰宅困難者対策事業 

・子育てママ応援事業 

・藤枝駅南口周辺道路無電柱化促進事業 

・藤枝駅南口周辺道路移動円滑化促進事業 

  

  ・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 
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（ｂ）昼間の歩行者通行量 

 

 

 

 

 

 

駅南地区では、マンション整備による居住人口の増加など、駅南地区の回遊性とともに生活

利便性の向上につながり、歩行者通行量は増加傾向にある。 

一方、駅北地区では、駅前の歩行者通行量の減少が続いており、中心市街地全体での回遊性

の向上や賑わいの創出にはつながっていない。 

そのため、企業間の交流促進、賑わい創出施設の設置、商店街の空き店舗への出店促進など

により、昼間の時間帯に街なかで活動する人を増やし、昼間の歩行者通行量の増加を目指す。 

 

■目標数値の考え方 

令和９年における昼間の歩行者通行量は、以下の流れと考え方で推計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標２】昼間の歩行者通行量（人／日） 

基準値（Ｒ1） 

7,676 人／日 

目標値（Ｒ９） 

8,022 人／日 

 現況の歩行者通行量（R1：7,676 人／日） 

② 

事業を実施しなかった場合の推計値 

（R9：7,834人/日（+158人/日）） 

※駅北地区：1,552 人/日減少、駅南地区：1,710 人/日増加 

（トレンド推計により算出） 

 

① 

目標年度（R9）の歩行者通行量＝現況 ＋ ① ＋ ② ＝ 8,022 人／日 

目標積算事業 事業効果 

・首都圏企業等誘導推進事業、藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 4 人／日 

・空き店舗解消に関する事業 46 人／日 

・６街区＆９街区再開発事業 138 人／日 

合  計 188 人／日 

 

事業効果による見込み値（188 人増加） 
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①事業を実施しなかった場合の推計値 

再開発事業等による直接的な歩行者通行量の影響の少ない、駅北（３地点）、駅南（１地

点）を対象に、事業を実施しなかった場合の歩行者通行量の推計を行い、令和元年度（基準

年）に対する令和９年度の増減率を算出した。 

令和９年度の歩行者通行量の増減率は、令和元年度に対して駅北地区ではマイナス 62％、

駅南地区ではプラス 56％になると推計される。 

この増減率を元に、全調査地点における昼間の歩行者通行量を推計すると、令和元年度

（基準年）の 7,676 人／日に対して、令和９年度では、7,834 人／日になると推計される 

 

＜事業効果を見込まない歩行者通行量の推移（単位：人／日）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事業効果による見込み値 

第４期計画において取組を予定している首都圏企業等の誘致、賑わい創出施設の設置、空

き店舗の解消、再開発事業を事業効果による見込み値として整理する。 

＜具体施策＞ 

ア）新たなビジネス交流拠点の利用による歩行者通行量の増加 

■首都圏企業等誘導推進事業（a）、藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業(b) 

a.藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボ フジキチ利用者数（4,575 人／２年） 

＝８人／日  

b.コワーキングスペース利用者数 ５人／日 

c.歩行者通行量 

２事業で１日あたり 13人／日の利用を見込み、このうち、約 14.5％（藤枝駅北地区及

び駅南地区における徒歩利用率）が、調査地点を行き帰りの計２回通過するものとする。 

＝13（人／日） × 14.5（％）× ２（回）≒ ４人／日 

 

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

駅北 3,076 2,834 2,720 2,571 2,238 2,461 2,203 1,944 1,686 1,427 1,168 0.38

駅南 4,280 4,546 4,956 3,803 3,945 5,241 5,526 5,811 6,096 6,381 6,666 1.56

合計 7,356 7,380 7,676 6,374 6,183 7,702 7,729 7,755 7,782 7,808 7,834 1.07

項目

第２期 第３期 第４期

増減率
R9/H29

実績値 推計値

3,076 
2,834 2,720 2,571 

2,238 2,461 
2,203 

1,944 
1,686 

1,427 
1,168 

4,280 
4,546 

4,956 

3,803 3,945 

5,241 
5,526 

5,811 
6,096 

6,381 
6,666 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（人／日）

＜歩行者通行量の推計＞

駅北 駅南

実績値 推計値
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イ）空き店舗の解消により開店した店舗の利用者による歩行者通行量の増加 

■開業チャンス！応援事業 

a.H29～R3 の「空き店舗等開業支援事業」による空き店舗解消実績：42件（8.4 件/年） 

b.空き店舗解消数×店舗利用者数※×藤枝駅北地区及び駅南地区徒歩利用率×通過回数 

＝８（件）×20（人／日）× 14.5（％）× ２（回）≒ 46 人／日 

※「空き店舗等開業支援事業」により開店した店舗の利用実績を参考に算出（第３期計画） 

ウ）再開発事業の実施により、新規居住者による歩行者通行量の増加 

■藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

a.供給住宅戸数×平均世帯人員（2.08 人／世帯）※R3 の中心市街地の平均世帯人員 

＝102（戸）×2.08（人/世帯）≒ 212 人 

b.新規居住者数×藤枝駅北地区徒歩利用率×通過回数 

 ＝212（人）×15.0（％）×２（回）≒ 64 人／日 

■藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

a. 供給住宅戸数×平均世帯人員（2.08 人／世帯）※R3の中心市街地の平均世帯人員 

＝118（戸）×2.08（人/世帯）≒ 245 人 

b.新規居住者数×藤枝駅北地区徒歩利用率×通過回数 

  ＝245（人）×15.0（％）×２（回）≒ 74 人／日 

 

＜事業効果による令和９年度時点の歩行者通行量の見込み値＞ 

＝ ４人＋46 人＋64 人＋74 人＝ 188 人 

 

③目標値 

以上を踏まえ、目標値（令和９年度の昼間の歩行者通行量）を 8,022 人と設定する。 

 

歩行者通行量 ＝ 事業を実施しなかった場合の推計値 ＋ 事業効果による見込み値 

＝ 7,834 人＋188 人＝ 8,022 人 

 

＜目標値［昼間の歩行者通行量］の設定（単位：人／日）＞ 
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7,356 7,380 7,676 

6,374 6,183 

7,702 7,729 7,755 7,782 7,808 7,834 

7,356 7,380 
7,676 

6,374 6,183 

7,702 7,775 7,801 7,832 7,858 8,022 
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5,000
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7,000

8,000

9,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（人/日） ＜歩行者通行量の推移＞

第４期の事業を実施しない場合 第４期の事業効果を反映した場合

実績値 推計値

≪歩行者通行量調査地点≫ 
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◇ 昼間の歩行者通行量に関連する事業及び措置の実施箇所 

 

 

  

青木中央公園 

駅南公園 

事業分類（第４章～第 8章） 
 

市街地の整備改善 

都市福利機能の向上 

街なか居住の推進 

経済活力の向上 

公共交通の利便性の増進等 

・トライアルスペース kokokara 運営事業 

・エコノミックガーデニング支援事業 

・青木地区回遊型イベント事業 

・藤枝駅前歩行者利便増進道路検討事業 

・藤枝子ども読書活動推進事業 

・子育てママ応援事業 

・市民・企業ワーカー育成支援事業 

・地域 DX 推進事業 

・デジタル支援員事業 

・未来型スキル教育支援事業 

・女性創業支援事業 

・首都圏企業等誘導推進事業 

・首都圏企業等誘導推進事業 

・藤枝 DX センター運営事業 

・藤枝市民大学運営事業 

・大学とのまちづくり推進事業 

・藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 

【中心市街地区域全体を対象とする事業、地点を限定しない事業】 

・街なか物産市開催事業 

・中心市街地外イベント連携事業 

・自主運行バス等運行事業 

・路線バス維持費補助金事業 

・ふじえだ花回廊事業 

・子育て世代街なか居住魅力向上事業 

・オフィス機能等立地推進事業 

・大規模小売店舗立地法の特例措置 

・商店街魅力アップ応援事業 

・ふじえだ・まちゼミ開催事業 

・開業チャンス！応援事業 

・空き店舗活用チャレンジ事業 

・藤枝観光情報発信 

・外国人旅行者誘客事業 

・街なかストックリノベーション事業 

・駅周辺商店街等イベント開催事業 

・駅南エリア回遊創出事業 

・藤枝駅南口周辺道路無電柱化促進事業 

・空港アクセスバス運行事業 

・静岡地方税滞納整理機構誘導事業 

・市道２地区 140 号線 
交差点改良事業 

・藤枝駅南口周辺道路移動円滑化促進事業 

  ・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

  ・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

  ・障害者テレワークオフィス支援事業 

・街なかシェアサイクル事業 
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（ｃ）空き店舗数 

 

 

 

 

 

 

中心市街地では、「空き店舗等開業支援事業」「街なかストックリノベーション事業」など

の実施により、年間に 10 件程度の新規出店があるが、その一方で、空き店舗も毎年 10 件程

度が自然発生しており、中心市街地に 40件～50 件程度存在している空き店舗数は大きく減

少には至っていない。また、新型コロナウイルス感染症拡大に起因する客足の鈍化により商

業環境が急激に悪化したことから、令和２年度以降には、閉店する店舗が増加し、これまで

の取組効果以上に空き店舗数が増加している。 

そのため、引き続き、商店街の空き店舗への出店・開業のサポートや「BiVi 藤枝」でのト

ライアルスペースの運営に取り組むとともに、首都圏企業等の誘致や起業・創業者等への伴

走型支援を行い、空き店舗数の減少を目指す。 

 

■目標数値の考え方 

令和９年度における空き店舗数は、以下の流れと考え方で推計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標３】空き店舗数（件） 

基準値（Ｒ３） 

55 件 

目標値（Ｒ９） 

47 件 

 

目標年度（R9）の空き店舗数 ＝ ① － ② ＝ 47 件 

現況の空き店舗数（R3：55 件） 

目標積算事業 事業効果 

・開業チャンス！応援事業（８件／年を想定） 40 件 

・街なかストックリノベーション事業（１件／年を想定） ５件 

・トライアルスペース kokokara 運営事業（１件／年を想定） ５件 

・首都圏企業等誘導推進事業（１件／年を想定） ５件 

・エコノミックガーデニング推進事業（１件／年を想定） ５件 

合  計 60 件 

 

② 事業効果による見込み値(60 件) 

 

① 事業を実施しなかった場合の推計値（R9 年：107 件） 

※毎年 10 件増加すると推計 
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①事業を実施しなかった場合の推移値 

平成 29 年度から令和３年度の５年間において、事業を実施した中での増加した空き店舗

は 48 件、年間当たり約 10 件となっている。令和４年度以降も毎年 10件の増加が続くと仮

定すると、令和９年度の中心市街地の空き店舗数は 107 件となる見込みである。 

＜空き店舗数の推移（単位：件）＞ 

 

②事業効果による見込み値 

第４期計画において取組を予定している「開業チャンス！応援事業」「街なかストックリノ

ベーション事業」「トライアルスペース kokokara 運営事業」「首都圏企業等誘導推進事業」「エ

コノミックガーデニング推進事業」を事業効果による見込み値として整理する。 

＜具体施策＞ 

ア）空き店舗への開業やお試し出店への支援 

■開業チャンス！応援事業 

平成 29 年度から令和３年度の「空き店舗等開業支援事業」による空き店舗解消実績は 42

件（8.4 件/年）である。 

空き店舗等開業支援事業の実績×５箇年＝８（件／年）×５（箇年）≒ 40 件 

■街なかストックリノベーション事業 

平成 30 年度から令和３年度までの実績は 1 件であることから、年１件を想定する。 

＝１（件／年）×５（箇年）≒ ５件 

■トライアルスペース kokokara 運営事業 

平成 29 年度からの「BiVi 藤枝」のトライアルスペースへの出店実績は３件であることか

ら、年１件を想定する。＝１（件／年）×５（箇年）≒ ５件 

イ）新たなビジネス交流の拠点の利用による空き店舗の解消 

■首都圏企業等誘導推進事業 

藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボ フジキチ利用者からの出店として年１件

を想定する。＝１（件／年）×５（箇年）≒ ５件 

ウ）伴走型支援による空き店舗化の防止 

■エコノミックガーデニング推進事業 

エコノミックガーデニング事業支援センター「エフドア」への相談件数のうち、経営相

談等の実績から年１件を想定する。＝１（件／年）×５（箇年）≒ ５件 

 

＜事業効果による令和９年度時点の空き店舗解消の見込み値＞ 

＝ 40 件＋５件＋５件＋５件＋５件＝ 60 件 

  

第２期計画

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

第４期の事業を実施しな
かった場合の空き店舗数

44 46 39 50 55 57 67 77 87 97 107

空き店舗の自然増加数 0 11 6 21 10 10 10 10 10 10 10

項目

第３期計画 第４計計画

推計値実績値
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③目標値 

以上を踏まえ、目標値（令和９年度の空き店舗数）を 47 件と設定する。 

 

空き店舗数 ＝ 事業を実施しなかった場合の推計値 ＋ 事業効果による見込み値 

＝ 107 件－60 件＝ 47 件 

 

＜目標値［空き店舗数］の設定（単位：件）＞ 
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（件）
＜空き店舗数の推移＞

第４期の事業を実施しなかった場合の空き店舗数 第４期の事業効果を反映した場合の空き店舗数

実績値 推計値
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◇ 空き店舗数に関連する事業及び措置の実施箇所 

 

 

  
事業分類（第４章～第 8章） 

 
市街地の整備改善 

都市福利機能の向上 

街なか居住の推進 

経済活力の向上 

公共交通の利便性の増進等 

・トライアルスペース kokokara 運営事業 

・エコノミックガーデニング支援事業 

・エコノミックガーデニング推進事業 

・首都圏企業等誘導推進事業 

・首都圏企業等誘導推進事業 

【中心市街地区域全体を対象とする事業、地点を限定しない事業】 

・大規模小売店舗立地法の特例措置 

・開業チャンス！応援事業 

・空き店舗活用チャレンジ事業 

・街なかストックリノベーション事業   ・障害者テレワークオフィス支援事業 
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（ｄ）イベント来場者数 

 

 

 

 

 

 

本市では 230 万人（令和元年度）の観光入込客数があり、県内でも上位の集客力を持つ季

節イベント等も開催されている。中心市街地においても数多くのイベントが実施されてお

り、平成 26 年度から令和元年度では約 53,000 人／年の来場者数を記録した。 

しかし、イベント内容により来場者の増減があり、また、天候により来場者数が減少した

年があるなど、イベント来場者の増加傾向には至っていない。さらに、令和２年度以降、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で、通年のイベントについてはほぼ中止となった。 

今後は、一旦中止されたイベントの定着や更なる拡大を目指すとともに、これまで実施し

た各種イベント企画のブラッシュアップを図るほか、中心市街地外で開催される数多くのイ

ベントとの同時開催や連携強化を図り、相乗効果によるイベント来場者数の増加を目指す。 

 

■目標数値の考え方 

令和９年度におけるイベント来場者数は、以下の流れと考え方で推計する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標４】イベント来場者数（人／年） 

基準値（Ｒ１） 

54,371 人／年 

目標値（Ｒ９） 

54,600 人／年 

 現況のイベント来場者数（R1：54,371 人／年） 

目標年度（R9）のイベント来場者数 ＝ 54,600 人/年 

事業を実施しなかった場合の推計値（R9：45,692人/年） 

（トレンド推計により算出） 
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①事業を実施しなかった場合の推移値 

平成 26 年度から平成 29年度までは増加傾向にあったものの、平成 29 年度をピークに減

少に転じている。また、令和２年度、令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より、イベントがほぼ開催されなかったことから、令和２年度で 880 人、令和３年度で

3,430 人にとどまっている。 

令和６年度に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前のトレンドに戻したとし

ても、平成 29 年度から令和元年度の減少トレンドが続いたと想定すると、令和９年度のイ

ベント来場者数は 45,692 人まで減少すると予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②目標値 

第４期計画において取組を予定している「て～しゃばストリート（駅南口広場・駅南通り・

駅前通り）」、「love local MARKET」などのイベントの事業効果を反映した来場者数を目標値と

して設定する。 

 

イベント来場者数 ＝ 54,600 人／年 

・て～しゃばストリート（駅南口広場・駅南通り・駅前通り） 

・love local MARKET     ・イルミネーション点灯式 

・Friday 屋台村     ・駅周辺商店街等によるイベント 

・民間企業等によるイベント 

・駅南公園等での実証実験 

 

 

  

48,155 47,633 
53,319 

58,825 
53,833 54,371 

880 3,430 11,427 

34,280 

51,420 49,435 47,527 45,692 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（人/年） ＜イベント来場者数の推移＞

第４期の事業を実施しなかった場合のイベント来場者数

実績値 推計値
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＜目標値［イベント来場者数］の設定（単位：人／年） 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

第４期の事業効果を反映
したイベント来場者数

48,155 47,633 53,319 58,825 53,833 54,371 880 3,430 11,427 34,280 51,420 52,480 53,540 54,600

第４期の事業を実施しな
かった場合のイベント来
場者数

48,155 47,633 53,319 58,825 53,833 54,371 880 3,430 11,427 34,280 51,420 49,435 47,527 45,692

項目

第２期計画 第３期計画 第４計計画

実績値 推計値（H26～R1）
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53,833 54,371 

880 3,430 11,427 

34,280 

51,420 49,435 47,527 45,692 
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58,825 

53,833 54,371 

880 
3,430 

11,427 

34,280 

51,420 52,480 53,540 54,600 
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30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

（人/年）
＜イベント来場者数の推移＞

第４期の事業を実施しなかった場合のイベント来場者数 第４期の事業効果を反映したイベント来場者数

実績値 推計値
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◇ イベント来場者数に関連する事業及び措置の実施箇所 

 

 

  

青木中央公園 

駅南公園 

事業分類（第４章～第 8章） 
 

市街地の整備改善 

都市福利機能の向上 

街なか居住の推進 

経済活力の向上 

公共交通の利便性の増進等 

・青木地区回遊型イベント事業 

・スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ 
開催事業 

・藤枝市産業活性化推進事業 

・藤枝市産業活性化推進事業 

・食育フェア開催事業 

【中心市街地区域全体を対象とする事業、地点を限定しない事業】 

・街なか物産市開催事業 

・中心市街地外イベント連携事業 

・商店街魅力アップ応援事業 

・ふじえだ・まちゼミ開催事業 

・商店街スタンプラリー回遊性向上事業 

・藤枝おんぱく開催事業 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

・駅周辺商店街等イベント開催事業 

・駅南エリア回遊創出事業 

・空港アクセスバス運行事業 

・街なかシェアサイクル事業 
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［４］フォローアップの方針 

（１）居住人口[社会増] 

①フォローアップの時期等 

中心市街地の居住人口については、各年 12 月の「住民基本台帳」から算出する。 

併せて、各事業の進捗や目標値の達成状況についてのフォローアップを翌年度の４月～５

月に実施する。 

 

②フォローアップの方法 

事業の進捗状況の評価から実績値に対する検証を行うが、各事業の効果以外の要素が認め

られる場合は別に分析・評価を行う。 

目標値の設定に用いた各事業における計測値をもとに、目標設定における計算式により各

事業の効果を算出し、その合計を事業による計算上の効果とすることで、実績値と比較検証

する。 

 

③事業ごとの計測値（直接効果） 

事業名 計測値 

１．藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 居住者数 

２．藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

３．空き家活用・流通促進事業 空き家等への転入者数 

 

④フォローアップに基づく対応 

毎年、各事業の進捗及び目標値の達成状況を検証し、定期的に中心市街地活性化協議会に

報告を行う。さらに、必要に応じて、事業の追加や事業内容の変更などの目標達成に向けた

改善措置を講じる。 

 

（２）昼間の歩行者通行量 

①フォローアップの時期等 

昼間の歩行者通行量については、中心市街地区域内の８地点において、毎年２月及び８月

の平日・休日それぞれ９時～17 時に計測した歩行者通行量調査の結果から把握する。 

併せて、各事業の進捗や目標値の達成状況についてのフォローアップを翌年度の４月～５

月に実施する。 

 

②フォローアップの方法 

事業の進捗状況の評価から実績値に対する検証を行うが、各事業の効果以外の要素が認め

られる場合は別に分析・評価を行う。 

目標値の設定に用いた各事業における計測値をもとに、目標設定における計算式により各

事業の効果を算出し、その合計を事業による計算上の効果とすることで、実績値と比較検証

する。 
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③事業ごとの計測値（直接効果） 

事業名 計測値 

１．首都圏企業等誘導推進事業、 

藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 

フジキチ利用者数 

コワーキングスペース利用者数 

２．開業チャンス！応援事業 中心市街地での新規開業店舗数 

３．藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 居住者数 

４．藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

 

④フォローアップに基づく対応 

毎年、各事業の進捗及び目標値の達成状況を検証し、定期的に中心市街地活性化協議会に

報告を行う。さらに、必要に応じて、事業の追加や事業内容の変更などの目標達成に向けた

改善措置を講じる。 

 

（３）空き店舗数 

①フォローアップの時期等 

中心市街地の空き店舗数については、中心市街地区域内にある５商店街を対象として毎年

３月に実施する調査結果により把握する。 

併せて、各事業の進捗や目標値の達成状況についてのフォローアップを翌年度の４月～５

月に実施する。 

 

②フォローアップの方法 

事業の進捗状況の評価から実績値に対する検証を行うが、各事業の効果以外の要素が認め

られる場合は別に分析・評価を行う。 

目標値の設定に用いた各事業における計測値をもとに、目標設定における計算式により各

事業の効果を算出し、その合計を事業による計算上の効果とすることで、実績値と比較検証

する。 

 

③事業ごとの計測値（直接効果） 

事業名 計測値 

１．開業チャンス！応援事業 中心市街地での新規開業店舗数 

２．街なかストックリノベーション事業 

３．トライアルスペース kokokara 運営事業 トライアルスペース出店数 

４．首都圏企業等誘導推進事業 企業間のマッチング件数 

５．エコノミックガーデニング推進事業 中心市街地内の事業者等とのマッチン

グ件数及び企業訪問件数 
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④フォローアップに基づく対応 

毎年、各事業の進捗及び目標値の達成状況を検証し、定期的に中心市街地活性化協議会に

報告を行う。さらに、必要に応じて、事業の追加や事業内容の変更などの目標達成に向けた

改善措置を講じる。 

 

（４）イベント来場者数 

①フォローアップの時期等 

中心市街地で開催されるイベントの来場者数については、イベント毎に実施する来場者数

の調査結果により把握する。 

併せて、各事業の進捗や目標値の達成状況についてのフォローアップを翌年度の４月～５

月に実施する。 

 

②フォローアップの方法 

事業の進捗状況の評価から実績値に対する検証を行うが、各事業の効果以外の要素が認め

られる場合は別に分析・評価を行う。 

目標値の設定に用いた各事業における計測値をもとに、目標設定における計算式により各

事業の効果を算出し、その合計を事業による計算上の効果とすることで、実績値と比較検証

する。 

 

③事業ごとの計測値（直接効果） 

事業名 計測値 

１．て～しゃばストリート（駅南口広場・駅南

通り・駅前通り） 

イベント来場者数 

２．love local MARKET 

３．イルミネーション点灯式 

４．Friday 屋台村 

５．駅周辺商店街等によるイベント 

６．民間企業等によるイベント 

７．駅南公園等での実証実験 

 

④フォローアップに基づく対応 

毎年、各事業の進捗及び目標値の達成状況を検証し、定期的に中心市街地活性化協議会に

報告を行う。さらに、必要に応じて、事業の追加や事業内容の変更などの目標達成に向けた

改善措置を講じる。 

 

 

 

  



- 103 - 

 

４ 土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等

の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の整備改善のための

事業に関する事項 

［１］市街地の整備改善の必要性 

（１）現状分析 

本市では、昭和 40 年代前半から駅前地区の土地区画整理事業に着手し、その後駅南地区

にも着手し、駅南北において都市基盤の整備を積極的に進めてきた。また、富士山静岡空

港の開港にあわせて、新しい駅前広場や駅南北自由通路、新橋上駅舎等、都市交通基盤の

充実と利便性の向上など、志太榛原地域の中核都市の玄関口に相応しい市街地整備を進め

てきた。 

これまでの３期 15 年の計画では、青木地区の土地区画整理事業や、駅南、青木などの公

園整備、主要幹線道路の整備、駅前地区の交通バリアフリー化が完了し、さらに景観形成

によるまち並みの創造や緑化の推進・保全に着手した。また、藤枝駅前一丁目８街区第一

種再開発事業が完了し、駅北口の都市機能の集積とともに居住環境の整備を行った。 

しかしながら、駅南地区の相次ぐ大規模集客施設やホテルなどの立地による賑わいの回

復に対し、駅前地区では大きな集客要因となる市街地再開発事業が遅延しており、歩行者

通行量の減少や空き店舗の増加、小売業の活力低下などがみられ、事業者からは南北の活

性化に顕著な格差があると指摘されている。 

また、駅前地区や駅前西地区は土地区画整理事業完了から約 30 年の歳月が経過してお

り、核となる施設の不足や、古い街並みや建物の立地などから、地区の魅力低下が指摘さ

れている。 

大規模開発が進んだ駅南地区においても、歩行者通行量が増加するといった効果が発現

される一方で、都市景観の向上、都市災害の防止に資する無電柱化事業が実施中であり、

安全・安心で快適なまちづくりのための環境整備が不十分な状況である。 

 

（２）市街地の整備改善の必要性 

第４期計画においては、「藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業」や「藤枝駅前

一丁目９街区第一種市街地再開発」などの駅前地区の市街地再開発事業の推進により、駅

北の核となる施設を整備し、良好な市街地環境の確保を図るとともに、暮らしを支えるサ

ービスの充足、自然災害等に備えた建築物の不燃化や防災施設の整備など都市防災への対

応も早急に進める必要がある。 

駅南地区においては、歩行者通行量の維持・拡大に向け、無電柱化事業などの実施によ

り、安全・安心で快適な歩行空間を確保する必要がある。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（２）認定と連携した支援措置に関連する事業 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

【事業実施時期】 平成 22 年度～令和９年度 

【実施主体】 再開発組合 

【事業内容】 藤枝駅前商店街の中心に位置する立地特性を活かし、一体的かつ高度

な土地利用により良好な居住環境整備とともに、暮らしを支える施設

の導入、商業施設等の整備を行い、“街なか居住支援拠点”を形成する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 街なか居住の促進や商店街の商業環境の改善により、居住人口や昼間

の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

【支援措置実施時期】 令和２年度～令和６年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

【事業実施時期】 令和４年度～令和９年度 

【実施主体】 再開発組合 

【事業内容】 JR 藤枝駅や駅前一丁目８街区「フジエダミキネ」に隣接する好立地に

ありながら、狭小な敷地に老朽化した建築物が密集し、商業店舗数が

減少するなど衰退傾向にある当地区において、一体的かつ高度な土地

利用により、良好な居住環境整備とともに、暮らしを支える施設の導

入などを行い、“街なか生活サービス拠点”を形成する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 街なか居住の促進や居住環境の向上により、居住人口や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

【支援措置実施時期】 令和４年度～令和８年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  



- 105 - 

 

【事業名】自転車通行空間整備事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～令和５年度 

【実施主体】 静岡県、藤枝市 

【事業内容】 自転車通行空間整備により、歩行者、自転車、自動車が安全・快適に通

行できる道路環境を創出するとともに、通行ルール遵守の徹底と自転

車関連の交通事故削減を図る。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 安全・安心なまちづくりのための基盤整備により、居住人口の増加に

寄与する。 

【支援措置名】 防災・安全交付金（道路事業） 

【支援措置実施時期】 平成 30 年度～令和５年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援がないその他の事業 

【事業名】藤枝駅南口周辺道路無電柱化促進事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 電線等を地中化することで、商業地としての都市景観の向上、都市災

害の防止を図るとともに、安全で快適な歩行空間を確保する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理由】 都市景観の改良によるエリアの魅力向上、また歩行者の利便性や回遊

性の向上により、居住人口や昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝駅南口周辺道路移動円滑化促進事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 主要な道路をバリアフリー化することで、商業地として安全・快適で

円滑な移動を確保する。 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 安全・安心なまちづくりのための基盤整備、また歩行者の利便性や回

遊性の向上により、居住人口や昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】市道２地区 140 号線交差点改良事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 市道２地区 140 号線の歩道未整備区間を整備し、併せて県道藤枝大井

川線との交差点を改良し、安全かつ円滑に歩行できる空間を確保する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 歩行者の利便性、回遊性の向上により、昼間の歩行者通行量の増加に

寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝駅前歩行者利便増進道路検討事業 

【事業実施時期】 令和４年度～令和７年度 

【実施主体】 静岡県、藤枝市、地元自治会・町内会、地元商店街等 

【事業内容】 駅周辺の県道における無電柱化を実施し、歩行者利便増進道路指定制

度を活用するため、駅周辺の地元自治会・町内会や商店街等の関係者

との協議・検討を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 検討結果をもとにした無電柱化工事により、昼間の歩行者通行量の増

加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】静岡地方税滞納整理機構誘導事業 

【事業実施時期】 令和５年度 

【実施主体】 静岡地方税滞納整理機構、しずおか焼津信用金庫、藤枝市 

【事業内容】 広域行政機関の立地集積を推進するため、しずおか焼津信用金庫と連

携し、静岡県及び県内 35 市町で組織する広域連合「静岡地方税滞納整

理機構」の本市中心市街地への誘導・移転を図る。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 広域行政機関を立地させることで、昼間の歩行者通行量の増加に寄与

する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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５ 都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

（１）現状分析 

これまでの３期 15 年の計画では、市民の安全を確保するため、東海地震や南海トラフ巨

大地震への対応として市民体育館や文化センターの耐震化を実施し、さらに熱中症対策とし

て、市民体育館及び市武道館に空調機を整備した。また、文化センターにおいては市民の活

動・交流拠点への用途転換を行い、市民の要望が強かった図書館の整備も民間活力の導入に

より実現した。各施設の創意工夫による取組により、利用者数が大幅に増加した。 

また、静岡地方法務局藤枝支局の立地や東海ガス㈱の本部機能の移転などにより、広域拠

点性の向上が図られ、名実ともに志太榛原広域の核となるまちづくりが進んだ。 

さらに、中心市街地に欠落する教育・福祉機能についても、複合商業施設「BiVi 藤枝」内

に「フリーエース美容学校」や「静岡産業大学藤枝駅前キャンパス（通称 BiVi キャン）」、

「藤枝おやこ館」などが開設したことにより、若者や子育て世代などによる街なかでの活動・

交流が促進し、歩行者通行量の増加や回遊性の向上、経済波及などの効果がみられる。なお、

大規模集客施設や駅前キャンパスの立地により、カルチャースクールなどが新たに開校さ

れ、生涯学習や先進教育、多様なニーズに対応できるようになり居住環境整備が進んだ。 

 

（２）都市福利施設の整備の必要性 

高齢者や子育て世代が街なかで安心・快適に生活できるように、第１期～第３期の計画期

間において整備・誘導が進められてきた教育文化施設や社会福祉施設などの有効活用を進め

るための支援や仕組みづくりが求められている。 

 

 

［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（２）認定と連携した支援措置に関連する事業 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし 
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（４）国の支援がないその他の事業 

【事業名】藤枝おやこ館子育て応援事業 

【事業実施時期】 平成 23 年度～ 

【実施主体】 藤枝おやこ館運営協議会 

【事業内容】 官民が連携し、街なかで親子が自由に遊ぶ場や親子のコミュニケーシ

ョンの場の提供、子育てに関する相談やカウンセリング等の実施によ

る子育て支援事業を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性 
 【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 子育て環境の向上により街なか居住が促進され、居住人口や昼間の歩

行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝子ども読書活動推進事業 

【事業実施時期】 令和３年度～令和７年度 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 子どもが自主的な読書活動を行うことができるよう、そのための環境

整備や、読書機会の提供、読書活動の啓発などの推進を積極的に図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 
 【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 
 

子どもや親子で図書館を訪れる機会を創出することにより、昼間の歩

行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】障害者テレワークオフィス支援事業 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 一般社団法人静岡障害者就労交流協会 

【事業内容】 企業の障害者雇用を推進するため、障害者テレワークオフィスを運営

する法人等に対し支援を行う。 

オフィスは、藤枝駅周辺に設けることで、通勤しやすい環境を整える

ことができる。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 

【活性化に資する理由】 街なかへオフィスを設けることにより、昼間の歩行者通行量の増加や

空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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６ 公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その

他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環

境の向上のための事業等に関する事項 

［１］街なか居住の推進の必要性 

（１）現状分析 

中心市街地においては、隣接する政令指定都市の静岡市のベッドタウンの要素もさること

ながら、第１期計画から第３期計画による取組効果（土地区画整理や公園等の住環境整備、

図書館や映画館等の生活に付加価値をもたらす施設整備、藤枝駅前一丁目８街区第一種市街

地再開発事業の完了、大型マンションの建設、各種ソフト事業の実施等）により、“住む場所”

としてのブランド力が向上した結果、分譲マンションや戸建て住宅の供給などの民間投資が

旺盛で、販売も堅調であることから、中心市街地が定住拡大の大きな受け皿となっている。 

居住人口は令和３年 12月末時点で、過去最高の 11,262 人となっており、人口減少社会の

中、増加傾向が続いている。ただし、老年人口（65 歳以上）の割合も 23.2％まで増加してお

り、高齢化が進行している。 

しかしながら、本市全体の人口は減少傾向が続いており、このまま活性化の取組を行わな

かった場合には、中心市街地においても居住人口の減少が進むと考えられ、また、少子高齢

化の進行により、自然減の割合が高くなることが予測されることから、今後、更なる居住人

口の減少に転じることが懸念される。 

 

（２）街なか居住の推進の必要性 

今後、人口減少社会の中で中心市街地が持続・発展していくため、民間住宅の立地促進に

よる“器”づくりとともに、特に街なか居住を推進する駅前地区において市街地再開発事業

等による暮らしを支える機能の集積を図り、“魅力溢れる暮らし”を実現し、街なかの居住人

口を着実に増やしていく必要がある。 

例えば、子育て世代においては、街なかの施設や店舗と連携しながら、街なかで楽しみな

がら子育てできる環境を整備し、子育て世代が安全・安心で健康に暮らせるような“幸せに

なるまち”となる必要がある。 

また、中心市街地での空き家の発生に対して、街なかにおける防災・防犯機能や都市景観

などの低下を招かないように、空き家の活用・流通促進に向けた取組が求められる。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（２）認定と連携した支援措置に関連する事業 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】子育て世代街なか居住魅力向上事業 

【事業実施時期】 令和５年度～令和９年度 

【実施主体】 藤枝市、株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 街なかの店舗や施設などと連携し、子育て中の母親をターゲットに街

なかの魅力を体験してもらい、子育てによるストレス発散やリフレッ

シュ、趣味やスキル向上などの機会を設け、子育てしやすい環境を創

出する事業。一時預かり保育を活用し、ヨガやセミナー、ワークショ

ップ等をはじめとした体験型企画を提供し、街なかでの生活や活動を

体験できる機会を創出する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性 
 【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理由】 子育てにやさしいまちづくりの推進により、居住人口や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和５年４月～令和 10年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業【再掲】 

【事業実施時期】 平成 22 年度～令和９年度 

【実施主体】 再開発組合 

【事業内容】 藤枝駅前商店街の中心に位置する立地特性を活かし、一体的かつ高度

な土地利用により良好な居住環境整備とともに、暮らしを支える施設

の導入、商業施設等の整備を行い、“街なか居住支援拠点”を形成する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理由】 街なか居住の促進や商店街の商業環境の改善により、居住人口や昼間

の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

【支援措置実施時期】 令和２年度～令和６年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業【再掲】 

【事業実施時期】 令和４年度～令和９年度 

【実施主体】 再開発組合 

【事業内容】 JR 藤枝駅や駅前一丁目８街区「フジエダミキネ」に隣接する好立地に

ありながら、狭小な敷地に老朽化した建築物が密集し、商業店舗数が

減少するなど衰退傾向にある当地区において、一体的かつ高度な土地

利用により、良好な居住環境整備とともに、暮らしを支える施設の導

入などを行い、“街なか生活サービス拠点”を形成する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 街なか居住の促進や居住環境の向上により、居住人口や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

【支援措置実施時期】 令和４年度～令和８年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝新婚生活サポート事業 

【事業実施時期】 平成 28 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 39 歳以下の新婚夫婦で、所得制限 500 万円（夫婦合計）未満の世帯に

対し、賃料・共益費などの住宅費及び引越費用を補助。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 新婚世帯の移住を促進することで、居住人口の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地域少子化対策重点推進交付金 

【支援措置実施時期】 平成 28 年度～ 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

（４）国の支援がないその他の事業 
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【事業名】子育てファミリー移住定住促進事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 ①新築住宅取得事業 

子育てファミリーが金融機関から融資を受けて新築住宅の建築または

購入した際に要する経費を助成。 

②新築住宅移転事業 

市外から移住する子育てファミリーが新築住宅に移転する際に要する

経費を助成。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 子育てファミリーの移住を促進することで、居住人口の増加に寄与す

る。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】空き家活用・流通促進事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 ①取得事業 

市内の空き家を取得する際に要する経費を助成。 

②移転事業 

市外から市内の空き家に移転する際に要する経費を助成。 

③改修事業 

市内の空き家を改修する経費を助成。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 市内の空き家の有効活用及び流通促進を図ることで、居住人口の増加

に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】仲良し夫婦移住定住促進事業 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 ①新築住宅取得事業 

仲良し夫婦が金融機関から融資を受けて新築住宅の建築または購入し

た際に要する経費を助成。 

②新築住宅移転事業 

市外から移住する仲良し夫婦が新築住宅に移転する際に要する経費を

助成。 

③賃貸住宅移転事業 

市外から移住する仲良し夫婦が賃貸住宅に移転する際に要する経費を

助成。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 仲良し夫婦の移住を促進することで、居住人口の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】ふじえだ花回廊事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 「ふじえだ花回廊」基本構想に基づき、『いつも どこでも どんなと

きも 花でつながる「花回廊』をコンセプトに、一年を通じ花を楽し

むことができるまちづくりを推進する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 街なか居住の推進や回遊性の向上により、居住人口や昼間の歩行者通

行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】災害時帰宅困難者対策事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 災害時、藤枝駅周辺における帰宅困難者対策として、非常食や飲料水

の備蓄を行う。 

協定施設との帰宅困難者対策の訓練を実施する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 居住環境の向上により、居住人口の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】子育てママ応援事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 赤ちゃんと一緒に映画鑑賞ができる「ママシネマ事業」など子育てに

優しいまちづくりを推進する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 子育てにやさしいまちづくりの推進により、居住人口や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】駅周辺マンション開発誘導推進 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 移住定住の受け皿として効果の高い、駅周辺マンション建設について、

基準緩和を行うことで、開発を誘導する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 駅周辺マンションの建設が進むことで、居住人口の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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７ 中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心

市街地商業活性化事業その他の経済活力の向上のための事業及び措

置に関する事項 

［１］経済活力の向上の必要性 

（１）現状分析 

中心市街地においては、モータリゼーションの進展とともに市街地が拡散し、周辺都市へ

の大型ショッピングセンターの立地や郊外型店舗の進出が相次ぎ、消費者の郊外流出が進ん

だ。また、商店街においては、商店主の高齢化や後継者不足、インターネットの普及などに

より、店舗数、従業者数、年間商品販売額は減少しており、年間商品販売額は藤枝市全体に

占める割合も減少している。特に、大規模小売店舗については、第２期計画～第３期計画の

期間中に郊外に８店舗が新たに出店し、消費の郊外流出がさらに進んだ。中心市街地では、

第２期計画期間中に２店舗（アピタ・西友）が撤退し、第３期計画期間中の令和２年に１店

舗が閉店跡地に進出したものの、市民アンケートでは、中心市街地での「買い回り品の買い

やすさ」への満足度が低く、日常的な買物の利便性に対する不満が街なかの賑わいなどにも

影響していると考えられる。 

特に駅北地区では核となる施設の不足や空き店舗が目立つことにより、駅北地区の商業環

境としての魅力が低下し、歩行者通行量の減少を招いていると考えられる。 

 

（２）経済活力の向上の必要性 

大きな課題である中心市街地に対する満足度の不足に対しては、個性的で魅力ある商業・

サービスなどの店舗の出店を促進する必要がある。特に駅北地区においては、リノベーショ

ンの手法を用いて、空き店舗等の既存ストックを再生し、停滞しているエリアの求心力を高

めていく必要がある。 

大学の駅前キャンパスを中心とした、産学官の連携による新たなビジネスの創出や「BiVi

藤枝」での試行的な店舗開設、首都圏企業と市内産業のマッチングなどにより、若手商業者

や起業希望者へのビジネスチャンスの提供、小売商業等の活性化が求められる。 

また、賑わいのある街なかの創出のため、道路空間や駅周辺広場、公園等の既存ストック

を活用し、地域全体での統一的なイベント開催等に継続的に取り組む必要がある。 

さらに、老朽化した「市営藤枝駅前駐車場」の跡地において、民間活力を導入して再整備

を行うなど、広域都市機能を有した、新たな賑わい創出施設の設置を進めることが必要であ

る。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

【事業名】大規模小売店舗立地法の特例措置 

【事業実施時期】 平成 26 年度～ 

【実施主体】 静岡県 

【事業内容】 認定中心市街地において、大店立地法に基づく届け出等の手続きを最

大限緩和することで、当該地域への大規模小売店舗の誘致の実現可能

性を高める。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 中心市街地に大規模小売店舗が出店することで、昼間の歩行者通行量

の増加や空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】 大規模小売店舗立地法の特例（第一種大規模小売店舗立地法特例区域） 

【支援措置実施時期】  【支援主体】 経済産業省 

【その他特記事項】  

 

（２）認定と連携した支援措置に関連する事業 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、株式会社まちづくり藤枝、実行委員会等 

【事業内容】 道路空間及び駅周辺広場、公園等を活用したイベントやイルミネーシ

ョン等を行うとともにその取組効果を検証する調査を行う。公募した

様々な主催者による企画型イベント「て～しゃばストリート」と、金

曜夜のプチマルシェ「love local MARKET」を中心とし、イルミネーシ

ョンとともに開催することで、その相乗効果により集客力を高める。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  
【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 イベントやイルミネーションによる賑わいと回遊性の創出により、イ

ベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和５年４月～令和 10年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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【事業名】藤枝市産業活性化推進事業 

【事業実施時期】 平成 23 年度～（隔年開催） 

【実施主体】 ①ふじえだ産業祭実行委員会、②藤枝市 

【事業内容】 ①市内で生産される工業製品、農林畜産物、加工品などの展示即売を

通じて、元気な藤枝市の発信と地域経済の活性化に繫げるため、ふじ

えだ産業祭を開催する。 

②生産者や市民、企業、大学等と連携した本市の食資源を紹介するフ

ード！スマイルフェスティバル inふじえだを開催する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、イベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和５年４月～令和 10年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 
 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】市民・企業ワーカー育成支援事業 

【事業実施時期】 令和３年度～ 

【実施主体】 藤枝 ICT コンソーシアム 

【事業内容】 藤枝型クラウドソーシングの発展を目的とし、静岡産業大学駅前キャ

ンパス内の藤枝 ICT コンソーシアム事務局及び同キャンパスを拠点

に、ワーカー育成のための講座や資格取得支援を実施する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 ワーカーの来訪を創出し、昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和３年度～令和５年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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【事業名】地域 DX 推進事業 

【事業実施時期】 令和３年度～ 

【実施主体】 藤枝 ICT コンソーシアム 

【事業内容】 地域産業の技術革新、デジタル化を推進するために、事業者の課題解

決につながるコンサルティング活動を、市と藤枝 ICT コンソーシアム

を中心に集中的に進める。また、革新技術などを紹介し、ビジネスマ

ッチングを生む場として体験会や展示会を開催する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 セミナーやコンサルティング活動に伴う来訪により、昼間の歩行者通

行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和３年度～令和５年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【事業名】首都圏企業等誘導推進事業 

【事業実施時期】 令和３年度～令和５年度 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 課題解決型ワーケーションツアー等を実施し、市に不在の革新的技術・

サービスを有する企業・オフィスをアクセス性の高い駅周辺に誘導し、

地域企業とのビジネスマッチングを促進することにより、中心市街地

での活動交流の促進や関係人口の創出とともに、市内産業の成長や新

たなビジネス創出につなげる。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 市内企業及び首都圏企業等の「藤枝駅前コワーキングスペース未来共

創ラボ フジキチ」への誘導を図り、オープンイノベーションによる

新たなビジネスを生み出すことで、昼間の歩行者通行量の増加や空き

店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和３年～令和５年 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝 DX センター運営事業 

【事業実施時期】 令和４年度～令和５年度 

【実施主体】 藤枝市、株式会社藤枝江﨑新聞店 

【事業内容】 藤枝駅前のコワーキングスペース内に「藤枝 DXセンター」を設置し、

首都圏等の IT 関連企業や人材とともに、産業の DX や「スマート・コ

ンパクトシティ」の形成を進める。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 「藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボ フジキチ」利用者の

増加を図ることで、昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和３年度～令和５年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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【事業名】藤枝市民大学運営事業 

【事業実施時期】 令和５年度～令和７年度 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 “生涯現役・生涯活躍のまち”の推進に向け、幅広い世代の社会人に

学びの場を提供することで、街なかでの多世代の活動・交流する新た

な人の流れを創出するとともに、市民の多様な学びのニーズに応え、

地域社会・地域経済を担う人づくりを進める。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 BiVi キャンを拠点としたカリキュラムの構築により、昼間の歩行者通

行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和５年度～令和７年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【事業名】大規模小売店舗立地法の特例措置 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 静岡県 

【事業内容】 大型店の迅速な出店や空き店舗対策を促進することが必要な全国の中

心市街地において、大店立地法の手続きの簡略化等の特例措置を講じ

ることを可能とする。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 中心市街地に大規模小売店舗が出店することで、昼間の歩行者通行量

の増加や空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】 大規模小売店舗立地法の特例（第二種大規模小売店舗立地法特例区域） 

【支援措置実施時期】  【支援主体】 経済産業省 

【その他特記事項】  

【事業名】大学とのまちづくり推進事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、藤枝市大学ネットワーク会議、藤枝市産学官連携推進協議会 

【事業内容】 藤枝駅前に集積する各大学のサテライトキャンパスと連動し、大学の

知見やノウハウを活かしたリカレント教育、ビジネスの実践力を育成

する単位外プログラムの実施、学生と企業のマッチング支援とその後

のフォローアップなど、若い世代が活動・交流する場を創出するとと

もに、「企業が求める人材の育成」と「高度人材が働きたくなる企業づ

くり」を進める。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 BiVi キャンを拠点とした多様な取組により、昼間の歩行者通行量の増

加に寄与する。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和５年度～令和７年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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（４）国の支援がないその他の事業 

【事業名】エコノミックガーデニング支援事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 駅前という立地条件を活かし、ビジネス支援機能を充実させるととも

に、BiVi 藤枝１階の「エフドア」と連携して市内中小企業の経営戦略

の支援を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 個人、企業へのビジネス関連情報の提供を行うことで、ビジネス環境

の構築や空き店舗数の減少とともに昼間の歩行者通行量の増加に寄与

する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】オフィス機能等立地推進事業 

【事業実施時期】 令和２年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 本市への移住や関係人口の増加を図るため、本社機能の移転など、本

市に進出する企業に対して、オフィスの設置にあたる初期費用やラン

ニングコスト等の補助を行う。 

また、首都圏等企業と市内企業の連携などにより、本市発のイノベー

ションを創出するため、イノベーションの推進拠点となるテレワーク

施設を活用する企業等に対して、その使用料の補助を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 本市へのオフィス等の誘致により、人の流れ・雇用をつくり出し、居

住人口の増加や昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】デジタル支援員事業 

【事業実施時期】 令和３年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 本市のデジタル化推進にあたり、デジタル活用に不安のある高齢者な

どへのデジタルデバイド対策として、市民のデジタル活用をサポート

する窓口を市内に設置し、市民からの質問や相談に対応する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 デジタル支援窓口への来訪により、昼間の歩行者通行量の増加に寄与

する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】商店街魅力アップ応援事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 商店街等が、地域住民の生活利便や消費者の買い物の利便性を向上さ

せ、地域の人々の交流を促進するために実施するソフト事業又は市民

団体等が商店街を舞台に誘客促進を図る取組により商店街の魅力を

引き出す事業に対して支援を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 商店街区域への誘客を促すソフト事業やイベントを実施することで、

昼間の歩行者量の増加やイベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】ふじえだ・まちゼミ開催事業 

【事業実施時期】 平成 25 年度～ 

【実施主体】 ふじえだ・まちゼミの会、藤枝市 

【事業内容】 個店のこだわりや専門性等の魅力を多くの消費者に知ってもらうた

め、商業者主体の「ふじえだ・まちゼミの会」と協力し、プロならで

はの専門的な知識や情報、コツ、趣味の楽しみなどを受講者に伝える

無料の少人数制ゼミナールを実施する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 個店に来客するきっかけとなるまちゼミを実施することで、講座当日

のイベント来場者数の増加に加え、リピーターとなることで昼間の歩

行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】開業チャンス！応援事業 

【事業実施時期】 平成 22 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 該当区域の空き店舗や商業施設の空きスペース等で新規出店する個

人・団体又は、建物の所有者に対し、建物改修費用や新規契約等初期

費用、継続宣伝等費用等を補助し、伴走支援を実施する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 空き店舗活用等を推進することで、空き店舗数の減少や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】空き店舗活用チャレンジ事業 

【事業実施時期】 平成 22 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 市内全域の空き店舗（店舗兼用住宅を含む）や商業施設の空きスペー

ス等へ新規出店する個人・団体に対し、使用料等を補助する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 空き店舗活用等を推進することで、空き店舗数の減少や昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝型買い物支援サービス応援事業 

【事業実施時期】 平成 24 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 買い物環境改善に取組む民間事業者等に対して、高齢者などの「買い

物弱者」の利便性向上につながる民間の取組みに係る経費の一部を補

助する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

【目標指標】 居住人口[社会増] 
【活性化に資する理由】 買い物しやすい環境を整備し、買い物弱者の利便性を向上させること

で、居住人口の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】商店街スタンプラリー回遊性向上事業 

【事業実施時期】 平成 24 年度～ 

【実施主体】 藤枝駅南商店街振興組合 

【事業内容】 対象店舗でスタンプを貯めて応募をすると、抽選で景品が当たるスタ

ンプラリー。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、イベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ開催事業 

【事業実施時期】 平成 19 年度～ 

【実施主体】 スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ実行委員会等 

【事業内容】 県武道館及び道路空間等を活用し、「スポーツ」と「健康」という２大

テーマを柱に、他分野とも連携するなかで、年齢や障害の有無にかか

わらず、誰もがスポーツに親しみ健康に対する意識を高め、生涯にわ

たり健康で活力ある生活を築くきっかけづくりを目指し実施する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、イベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】障害者テレワークオフィス支援事業【再掲】 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 一般社団法人静岡障害者就労交流協会 

【事業内容】 企業の障害者雇用を推進するため、障害者テレワークオフィスを運営

する法人等に対し支援を行う。 

オフィスは、藤枝駅周辺に設けることで、通勤しやすい環境を整える

ことができる。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 街なかへオフィスを設けることにより、昼間の歩行者通行量の増加や

空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】未来型スキル教育支援事業 

【事業実施時期】 令和２年度～ 

【実施主体】 藤枝 ICT コンソーシアム 

【事業内容】 企業のニーズに即した ICT スキルと専門知識を有する人材を育成する

ため、ICT 活用力やマーケティングスキル、プロジェクト運営力等を学

ぶことができる研修を開催し、デジタル人材を育成するとともに、地

域企業との就労マッチングを行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 BiVi キャンを拠点に講義等を行い、昼間の歩行者通行量の増加に寄与

する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】エコノミックガーデニング推進事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、藤枝エコノミックガーデニング推進協議会 

【事業内容】 藤枝エコノミックガーデニング支援センター「エフドア」でのビジネ

ス相談や情報提供、セミナーなどを開催し、地元企業の成長を支援す

る。また、産学官金で構成する協議会において、市内企業の業況等の

情報共有を図り、課題、意見、要望等を集約する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 空き店舗数 
【活性化に資する理由】 起業、創業のビジネス相談から、街なかへの新規出店に発展すること

で、空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】食育フェア開催事業 

【事業実施時期】 平成 23 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 藤枝市産業活性化推進事業（フードスマイルフェスティバル）と合わ

せて、食育と街なかの活性化を一体的に推進する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、イベント来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】女性創業支援事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 女性のための小さな起業講座・ふじえだ女性ビジネスアカデミーとし

て、創業予定者及び創業後５年未満の女性を対象にライフプランに合

わせた起業スタイルを提案する。起業講座を受講後のステップとして、

さらに専門的な経営を学び、起業、コミュニティ、再就職に向けた活

動を支援する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 駅南図書館を活用した講義等により、昼間の歩行者通行量の増加に寄

与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝観光情報発信 

【事業実施時期】 平成 25 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、藤枝市観光協会 

【事業内容】 多言語表記による市内周遊観光パンフレット等の作成、コンベンショ

ン主催者への情報提供等、宿泊施設・飲食店・交通機関等と連携し、ス

ポーツ大会やイベント等での来訪者や、観光者に対し多言語によるお

もてなしや観光案内等を行い、ホスピタリティ向上を図る事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 観光・交流が促進され、昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝おんぱく開催事業 

【事業実施時期】 平成 26 年度～ 

【実施主体】 一般社団法人 SACLABO 

【事業内容】 駅周辺店舗等を会場とした体験型観光プログラム実施体験型観光プロ

グラムを開催し、 観光資源の発掘と効果的な地域プロモーションを図

る事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 商店街振興とともに、賑わいと回遊性の創出により、イベント来場者

数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 まちづくり観光推進事業費補助金 

【支援措置実施時期】  【支援主体】 藤枝市 

【その他特記事項】  
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【事業名】外国人旅行者誘客事業 

【事業実施時期】 平成 25 年度～ 

【実施主体】 富士山静岡空港周辺地域観光振興研究会 

【事業内容】 周辺地域と連携した外国人旅行者のファムトリップ等の実施周辺都市

と連携して外国人旅行者等を対象にしたファムトリップ等を開催し、

静岡空港を活用したアジア諸国をはじめとする観光・交流の誘導と中

心市街地の活性化を 一体的に推進する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 宿泊客数の増加とともに、賑わいと回遊性が創出され、昼間の歩行者

通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 地域づくり推進事業助成金 

【支援措置実施時期】 令和元年度～ 【支援主体】 
公益財団法人静岡

県市町村振興協会 

【その他特記事項】  

【事業名】藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 

【事業実施時期】 令和４年度～令和７年度 

【実施主体】 藤枝市、島田掛川信用金庫 

【事業内容】 老朽化した「市営藤枝駅前駐車場」を解体し、その跡地を、民間活力を

導入し、駐車場機能を維持しつつ、広域都市機能を持つ、新たな賑わ

い創出施設の設置を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 広域から人を呼び込む施設の設置により、昼間の歩行者通行量の増加

に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】街なかストックリノベーション事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 中心市街地リノベーション推進機構（株式会社まちづくり藤枝） 

【事業内容】 トライアルスペース運営事業の次のステップとして、空き店舗等への

出店に向けたプロセスや開業の支援を行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 街なかへのビジネス展開を支援することで、昼間の歩行者通行量の増

加や空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】トライアルスペース kokokara 運営事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 中心市街地の賑わい創出拠点施設「BiVi 藤枝」に設置した共同店舗の

区画スペースにて、創業希望者や事業者が試行的に店舗を開設して経

営体験を行い、街なかの賑わい創出と事業の実現性を高めていく起業

支援を一体的に行う。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

良好な景観形成と伴走型支援による、エリアの求心力向上 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、空き店舗数 
【活性化に資する理由】 街なかへのビジネス展開を支援することで、昼間の歩行者通行量の増

加や空き店舗数の減少に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】街なか物産市開催事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 民間事業者 

【事業内容】 広場等の既存ストックを活用し、野菜を中心とした物産市で女性や高

齢者を街なかに回遊・滞留させ昼間の賑わいを創出する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 駅周辺での買い物を促進することで、昼間の歩行者通行量やイベント

来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】青木地区回遊型イベント事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 民間事業者、青木まちづくり委員会、株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 青木地区の民間事業者による青木中央公園等の拠点施設を中心に店舗

や施設と連携した回遊イベント。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、昼間の歩行者通行量やイベント来場者

数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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【事業名】中心市街地外イベント連携事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市観光協会、各イベント実行委員会、株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 市内で開催される藤まつり、全国 PK 選手権大会 in Fujieda 等の県内

外からも集客力の高い中心市街地外のイベントと連携し、中心市街地

内でのイベントの同時開催や PR により、賑わい創出の相乗効果をねら

う事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、昼間の歩行者通行量やイベント来場者

数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】駅周辺商店街等イベント開催事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 
藤枝駅前商店街振興組合、藤枝駅南商店街振興組合、喜多町商店街、

富士見町通発展会、日の出町発展会、民間事業者等 

【事業内容】 駅周辺５商店街等が主催となり、駅周辺広場や道路空間等でイベント

を開催する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、昼間の歩行者通行量やイベント来場者

数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】駅南エリア回遊創出事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 藤枝市、株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 駅南口広場や駅南通り等でのイベント開催にあわせて、駅南公園を会

場とした回遊イベントを実施する社会実験を行う事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 賑わいと回遊性の創出により、昼間の歩行者通行量やイベント来場者

数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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８ ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に

関する事項 

［１］公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性 

（１）現状分析 

本市においては、モータリゼーションの進展により自動車が生活交通の中心であり、中心

市街地へのアクセスも自家用車が中心となっている。また、JR 藤枝駅周辺では、自動車の利

用割合が高く、静岡駅周辺の約３倍となっている。 

なお、地区外周部や駅北地区内を中心に混雑度 1.25 を超える区間が多数みられ、渋滞を

引き起こす 1.75 以上の混雑度のある区間も５箇所存在し、自動車交通による移動は必ずし

も円滑ではない。道路の混雑によるバス等の公共交通の定時性への影響も懸念される。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前の令和元年度の JR 藤枝駅の１日平均乗

車人員は 11,311 人で、静岡駅～浜松駅間では静岡駅、浜松駅に次いで３番目に多く、乗車人

員はほぼ横ばいで推移していた。 

中心市街地を運行する路線バスは５系統、自主運行バスは３系統、デマンドタクシーは２

路線である。また、富士山静岡空港とのアクセスバスや JR 藤枝駅と渋谷駅を結ぶ渋谷ライ

ナーが運行されている。 

また、街なかでの貸し自転車として、近年は、レンタサイクル事業からシェアサイクル事

業に移行を進めており、令和４年４月時点では、シェアサイクル 50 台、ステーション 19箇

所でサービス展開している。 

 

（２）公共交通機関の利便性の増進の必要性 

超高齢社会において、今後増加する交通弱者への対策も含め、益々公共交通の役割が増大

することから、各地区と JR 藤枝駅、市立総合病院等をつなぐ生活交通バスの路線の維持が

求められる。 

空港を活用した広域からの観光・交流を促進するため、引き続き JR 藤枝駅と富士山静岡

空港を結ぶアクセス交通の継続的な取組が必要である。 

また、環境に貢献し、低炭素なまちづくりを推進するため、IoT を活用したシェアサイク

ルサービスの普及により、駅周辺エリア内の回遊促進及び駅周辺と市内の主要観光施設等と

の連携促進を図ることが求められる。 
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［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（２）認定と連携した支援措置に関連する事業 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし 

 

（４）国の支援がないその他の事業 

【事業名】自主運行バス等運行事業 

【事業実施時期】 平成 20 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、交通事業者 

【事業内容】 地域の需要に応じ自主運行バスや乗合タクシーを運行し、多様な交通

モードで市内各地域から中心市街地及び市立総合病院への公共交通網

を確保する事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 居住環境の向上による居住人口の増加とともに、来訪者の増加による

昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 市町自主運行バス事業費補助金 

【支援措置実施時期】  【支援主体】 静岡県 

【その他特記事項】  
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【事業名】路線バス維持費補助金事業 

【事業実施時期】 平成 20 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 市内の公共交通網を形成し、市民の生活の足を確保するため、不採算

路線の運行を維持する路線バス事業者に対し、予算の範囲内において

補助金を交付する。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 多様な都市機能の集積による、街なかの魅力向上 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 居住人口[社会増]、昼間の歩行者通行量 
【活性化に資する理由】 居住環境の向上による居住人口の増加とともに、来訪者の増加による

昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業名】空港アクセスバス運行事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 藤枝市 

【事業内容】 来訪・交流人口の拡大、観光・商業の活性化などのために、JR藤枝駅

と富士山静岡空港を結ぶアクセスバスを運行し、広域移動手段の確保

を図る事業。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 観光・交流による来訪者が増加し、昼間の歩行者通行量とイベント来

場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 富士山静岡空港観光交流推進事業費補助金 

【支援措置実施時期】  【支援主体】 静岡県 

【その他特記事項】  

【事業名】街なかシェアサイクル事業 

【事業実施時期】 平成 29 年度～ 

【実施主体】 藤枝市、株式会社まちづくり藤枝 

【事業内容】 「どこでも貸出・返却ができる」IoT を活用したシェアサイ

クルサービスを提供し、駅周辺エリア内の回遊の促進及び

駅周辺と市内の主要観光施設等との連携促進を図る。 
活性化を実現するための位置付け及び必要性  

【目標】 各拠点の有機的な連携による、持続可能なビジネス環境の

構築 

既存ストックの活用による、多世代が集う賑わいの再生 

【目標指標】 昼間の歩行者通行量、イベント来場者数 
【活性化に資する理由】 快適で円滑な移動手段により、低炭素なまちづくりや健康

増進に貢献するとともに、昼間の歩行者通行量やイベント

来場者数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 



- 132 - 

 

◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所（１） 

 

 

  

事業分類（第４章～第 8章） 
 

市街地の整備改善 

都市福利機能の向上 

街なか居住の推進 

経済活力の向上 

公共交通の利便性の増進等 

・トライアルスペース kokokara 運営事業 

・エコノミックガーデニング支援事業 

・青木地区回遊型イベント事業 

・藤枝おやこ館子育て応援事業 

・藤枝駅前歩行者利便増進道路検討事業 

・藤枝子ども読書活動推進事業 

・災害時帰宅困難者対策事業 

・子育てママ応援事業 

・市民・企業ワーカー育成支援事業 

・地域 DX 推進事業 
・スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ 
開催事業 

・藤枝市産業活性化推進事業 
・未来型スキル教育支援事業 

・エコノミックガーデニング推進事業 

・女性創業支援事業 

・首都圏企業等誘導推進事業 

・藤枝 DX センター運営事業 

・藤枝市民大学運営事業 

・大学とのまちづくり推進事業 

・藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 

【中心市街地区域全体を対象とする事業、地点を限定しない事業】 

・子育てファミリー移住定住促進事業 

・空き家活用・流通促進事業 

・仲良し夫婦移住定住促進事業 

・街なか物産市開催事業 

・中心市街地外イベント連携事業 

・自主運行バス等運行事業 

・路線バス維持費補助金事業 

・自転車通行空間整備事業 

・ふじえだ花回廊事業 

・子育て世代街なか居住魅力向上事業 

・オフィス機能等立地推進事業 

・大規模小売店舗立地法の特例措置 

・商店街魅力アップ応援事業 

・ふじえだ・まちゼミ開催事業 

・開業チャンス！応援事業 

・空き店舗活用チャレンジ事業 

・藤枝型買い物支援サービス応援事業 

・商店街スタンプラリー回遊性向上事業 

・藤枝観光情報発信 

・藤枝おんぱく開催事業 

・外国人旅行者誘客事業 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

・街なかストックリノベーション事業 

・駅周辺商店街等イベント開催事業 

・藤枝駅南口周辺道路無電柱化促進事業 

・空港アクセスバス運行事業 

・藤枝新婚生活サポート事業 

・駅周辺マンション開発誘導推進 

・藤枝駅南口周辺道路移動円滑化促進事業 

  

  ・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

  ・障害者テレワークオフィス支援事業 

・街なかシェアサイクル事業 

・駅南エリア回遊創出事業 

・食育フェア開催事業 

・藤枝市産業活性化推進事業 

・静岡地方税滞納整理機構誘導事業 

・市道２地区 140 号線 
交差点改良事業 

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

青木中央公園 

駅南公園 

・デジタル支援員事業 
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◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所（２） 
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９ ４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に

関する事項 

［１］市の推進体制の整備等 

（１）中心市街地活性化推進に係る担当の設置 

本市では、中心市街地の活性化を図るため、平成 21 年４月、都市建設部に中心市街地活性化

推進室を設置し、平成 28 年４月からは、中心市街地活性化推進課として、関係各課との調整・

協議を行いながら、施策・事業を実施している。 

 

■中心市街地活性化推進課 

役職等 員数 役  割 

課長 １名 ・中心市街地活性化の推進及び進行管理に関すること 

・市街地再開発事業の推進及び支援に関すること 係長 ２名 

担当 ２名 

合計 ５名 

 

（２）庁内における推進体制 

第１期計画に掲げた事業等を円滑に推進し、適切な進行管理を行うため、平成 20 年４月に、

中心市街地活性化推進委員会（令和３年４月からは第４期計画の調整・素案決定も行う）を、ま

た、第４期計画の策定を推進する組織として、令和４年６月に、中心市街地活性化推進部会を設

置した。なお、第４期計画の策定にあたっては、庁内各課から事業提案の募集や意見聴取などを

行い、市の政策・方針決定組織である行政経営会議において計画の最終決定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報提供依頼等 

【計画決定機関】行政経営会議 

＜構成員＞ 市長、副市長（２名）、教育長、全部局長（23 名） 

【調整・素案決定機関】中心市街地活性化推進委員会 

＜構成員＞ 都市建設部長、都市政策課長、大規模災害対策課、企画政策課長、 

広域連携課長、財政課長、産業政策課長、企業立地戦略課長、 

商業振興課長、中心市街地活性化推進課長（事務局） 

事業提案等 

庁内各課 

【策定作業調整】中心市街地活性化推進部会 

＜構成員＞ 都市政策課主幹、大規模災害対策課係長、企画政策課主幹、広域連携課係長、 

財政課係長、産業政策課主幹、企業立地戦略課主幹、商業振興課長、地域交通課主幹、 

花と緑の課主幹、住まい戦略課主査、道路課係長、交通安全・地域安全課主幹、 

情報デジタル推進課主幹、観光交流政策課主幹、スポーツ振興課主幹、児童課主幹、 

健康企画課係長、環境政策課係長、教育政策課主幹、図書課（駅南図書館）主幹、 

福祉政策課係長、障害福祉課係長、地域包括ケア推進課係長、 

中心市街地活性化推進課長・主幹・主任主事（事務局） 
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中心市街地活性化推進部会 

開催日 内  容 

令和４年６月８日 第４期計画の策定方針の説明、掲載事業の検討について 

令和４年８月 24 日 第４期計画（素案）についての説明及び意見聴取 

令和４年 12 月 16 日 パブリックコメント実施結果報告 

中心市街地活性化推進委員会 

開催日 内  容 

令和４年４月 26 日 第４期計画の策定方針の説明 

令和４年８月 29 日 第４期計画（素案）についての説明及び意見聴取 

令和４年 12 月 16 日 パブリックコメント実施結果報告 

中心市街地活性化協議会 

開催日 内  容 

令和４年５月６日 第４期計画の策定方針の説明及び意見聴取 

令和４年９月２日 第４期計画（素案）についての説明及び意見聴取 

令和４年 12 月 19 日 パブリックコメント実施結果報告 

行政経営会議 

開催日 内  容 

令和４年５月 16 日 第４期計画の基本方針等の決定 

令和４年９月 30 日 第４期計画（案）の決定 

令和４年 12 月 27 日 パブリックコメント実施結果報告、第４期計画の決定 
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（３）市議会における審議の経過 

建設経済環境委員会や全員協議会において、第４期計画素案についての説明及び意見聴取

やパブリックコメントの実施予告・結果報告などを行った。 

全員協議会 

開催日 内 容 

令和４年５月 27 日 第４期計画の基本方針等についての報告（タブレット配信） 

令和４年 10 月 20 日 第４期計画（案）のパブリックコメント実施予告 

令和４年 12 月 28 日 第４期計画（案）のパブリックコメント実施結果報告（タブレット配信） 

建設経済環境委員会 

開催日 内 容 

令和４年９月 13 日 第４期計画（素案）についての説明及び意見聴取 

 

（４）中心市街地活性化に向けた市民・事業者等の検討状況 

令和４年２月、中心市街地区域内の事業者を対象に、これまでのまちづくりに関する取組に

ついて、定量的なフォローアップ調査では把握できない、事業者が抱える課題や今後の方向性

等を把握するため、アンケート調査を実施。 

 

①藤枝駅北地区活性化連絡会議 

駅北地区で様々な活動を行う企業や商店街、個店、まちづくりに係るＮＰＯや団体等による

民間主体のまちづくり検討組織。各団体等の取組状況の共有化や情報共有、課題に対する連携

した取組を検討。 

開催日 内 容 

令和４年 10 月 13 日 第４期計画の概要説明及び意見聴取 

 

②藤枝駅南地区活性化連絡会議 

駅南地区に立地する商業施設等の運営企業や商店街、まちづくりに係る団体等による民間主

体のまちづくり検討組織。地区の賑わいづくりや利便性向上に向けた、連携した取組の検討や

実施、情報共有等を行う。 

開催日 内 容 

令和４年 10 月 20 日 第４期計画の概要説明及び意見聴取 
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

本市では、第１期計画策定時である平成 19 年 11 月２日に藤枝市中心市街地活性化協議会が設立

され、これまで計画策定時には具体的な事業等の検討を、計画期間内には、進捗状況において様々

な議論を行い、中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に寄与している。 

 

(１)藤枝市中心市街地活性化協議会構成員 

区分 法令根拠 所属 役職等 

都市機能の増進 
法第15条第１項第１号

ロ関係 
㈱まちづくり藤枝※ 代表取締役社長 

経済活力の向上 
法第15条第１項第２号

イ関係 
藤枝商工会議所 

会頭 

副会頭（３名） 

専務理事 

常務理事 

商業振興委員長 

地域振興副委員長 

市町村 法第 15 条第４項関係 藤枝市 

副市長 

都市建設部長 

産業振興部長 

商業活性化 法第 15 条第４項関係 

藤枝市商店街連合会 会長 

藤枝駅前商店街振興組合 理事長 

駅南地区活性化連絡会議 座長 

喜多町商店街 会長 

藤枝ミキネウエスト管理組合 理事長 

㈲新日邦 常務執行役員 

東海ガス㈱ 専務取締役 

地域住民 法第 15 条第４項関係 
青島地区自治会（駅北） 青島第６自治会長 

青島地区自治会（駅南） 青島第２自治会長 

公共交通機関の

利便増進 
法第 15 条第４項関係 

しずてつジャストライン㈱ 運行企画部長 

藤枝タクシー㈱ 営業部長 

地域経済代表 法第 15 条第８項関係 

しずおか焼津信用金庫 常務理事 

藤枝市観光協会 事務局長 

一般社団法人志太建築士会 会長 

教育・文化 法第 15 条第８項関係 静岡産業大学情報学部 教授 

医療・福祉 法第 15 条第８項関係 藤枝市社会福祉協議会 会長 

コミュニティ 法第 15 条第８項関係 青木まちづくり委員会 委員 

治安・防災 

（オブザーバー） 
法第 15 条第８項関係 藤枝警察署 署長 

関係行政機関等 

（オブザーバー） 
法第 15 条第７項関係 

静岡県交通基盤部都市局都市

計画課 
課長 

関係行政機関等 

（オブザーバー） 
法第 15 条第７項関係 

静岡県経済産業部商工業局 

地域産業課 

地域産業課長兼 

商業まちづくり室長 

関係行政機関等 

（オブザーバー） 

法第 15 条第７項関係 
静岡県交通基盤部 

都市局都市計画課 
課長 

法第 15 条第７項関係 
静岡県経済産業部 

商工業局地域産業課 

地域産業課長兼商業ま

ちづくり室長 

 ※本市の出資比率（株式保有率）は 40.00％である。 
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法第 15 条各項への適合状況 

中心市街地の活性化に関する法律第 15 条各項の規定に適合した組織を構成していることについて

は、以下のとおり。 

〇 第１項第１号ロの規定に基づき、当該中心市街地における都市機能の増進を総合的に推進するため

の調整を図るのにふさわしい者として、まちづくり会社「㈱まちづくり藤枝」を組織の構成員とし

ている（令和４年度における本市の出資比率は40.0％）。 

〇 第１項第２号イの規定に基づき、当該中心市街地における経済活動の向上を総合的に推進するため

の調整を図るのにふさわしい者として、藤枝商工会議所を組織の構成員としている。 

〇 第３項の規定に基づき、藤枝商工会議所ホームページにおいて公表を行っている。 

〇 第４項及び第５項の規定に基づき、行政、地域経済関係者、商業者、教育・文化関係者、交通事業

者を構成員（協議会規約第６条第１項第１号～第５号に基づく会員）として加えている。 

〇 第５項の規定に基づき、参加申出があった者は会員に追加している。 

〇 第６項の規定については、協議会規約第６条第２項に基づき参加を要請することができる。 

〇 第７項の規定に基づき、関係行政機関等に協力を求めることができる。 

〇 第８項の規定に基づき、関係団体・機関を会員として加えている。 

〇 第９項の規定に基づき、市が作成しようとする基本計画等に関し必要な事項の意見書の提出を受け

ている。 

〇 第10項の規定に基づき、会議において協議が整った事項については会員が尊重している。 

〇 第11項の規定に基づき、協議会の運営に関し必要な事項を「藤枝市中心市街地活性化協議会規約」

で定めている。 

 

（２）協議会開催状況 

①第１回  

開催日：令和４年５月６日 

議 題：藤枝市中心市街地活性化基本計画（第４期）の策定方針について 等 

②第２回  

開催日：令和４年９月２日 

議 題：藤枝市中心市街地活性化基本計画（第４期）の素案について 

③第３回  

開催日：令和４年 12月 19 日（書面開催） 

議 題：藤枝市中心市街地活性化基本計画（第４期）のパブリックコメント結果について 

 

（３）協議会で出された主な意見 

  

藤枝市中心市街地活性化基本計画（第４期）（案）に対する意見書 

 

藤枝市長  北 村 正 平 様 

 

 藤枝市中心市街地活性化協議会（以下、「協議会」という。）は、令和５年度からスタートす

る藤枝市中心市街地活性化基本計画（第４期）（案）（以下、「第４期計画（案）」という。）に
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ついて、令和４年５月６日から延べ２回の協議会を開催し審議してまいりました。 

 この協議会での意見交換や情報交換等を整理し、以下のとおり意見を提出いたします。 

 

令和 ４年 １２月 １９日  

藤枝市中心市街地活性化協議会 

会長  山 田 壽 久    

 

 

藤枝市中心市街地活性化協議会の意見 

 

１ 第４期計画（案）は「魅力溢れる暮らし 賑わい広がる しずおか中部の生活・創造拠

点」をテーマに掲げ、ＪＲ藤枝駅周辺を中心市街地とし、魅力ある職住近接の環境を創出

するとともに、ビジネス構築を推進することとしています。今後、人口減少・少子高齢化

などの課題への対応やデジタル社会の推進に向けて、第４期計画（案）の着実な実行が必

要であると考えます。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の

適用による行動制限の要請もあり、本市の中心市街地においても、飲食業を中心に経済活

動の抑制を余儀なくされています。一方で、民間の分譲マンション竣工や移住定住施策が

功を奏し、中心市街地の居住人口が増加し続けていることは、これまでの取組成果が現れ

ていると評価でき大変喜ばしいことであります。第４期計画（案）では、この居住人口の

増加を賑わい創出に繋げることで、「居住人口［社会増］」、「昼間の歩行者通行量」、「空き

店舗数」、「イベント来場者数」の全ての指標において、目標値を達成できるよう、行政と

民間、地域が結束し、中心市街地活性化に取り組むことが重要であると考えます。 

 

３ 現在、藤枝駅前一丁目６街区及び９街区において進められている、市街地再開発事業

は、中心市街地活性化のための起爆剤として、居住人口の増加や新たな賑わい創出など多

くの事業効果が見込まれ、その更なる推進が期待されるところです。一方、全国では、築

年数が３０～４０年経過したマンションの空き室や老朽化への対応が問題となっていま

す。本市においても、「藤枝市空き家等の適切な管理に関する条例」や「藤枝市マンショ

ン管理適正化推進計画」に基づき、これらの課題に対し、官民連携でマンションの適切な

管理を講じていくことが重要であると考えます。 

 

４ これまで３期１５年における中心市街地活性化の取組により、大規模な集客施設やコワ

ーキングスペースを含むイノベーション拠点施設が立地し、さらに駅周辺広場や道路を活

用したイベント・イルミネーション事業などのソフト事業が充実したことで、賑わいの恒

常化のための仕組みづくりが整いつつあります。今後は、現状の取組をより一層推進する

とともに、多数の関係機関等を巻き込み、継続的に人を呼び込み、地域を回遊させるよう

な、思い切った事業の企画・立案を行い、更なる賑わい創出を図ることが重要であると考

えます。 
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５ 政府では、地方からデジタルの実装を進め、新たな変革の波を起こし、地方と都市の差

を縮め、世界とつながることを目指し、「デジタル田園都市国家構想」を掲げて、その実

現に取り組んでいます。本市においても、今後、中心市街地を拠点とし、近未来的で次世

代に向かうようなスマート・コンパクトシティの形成を目指していく上で、特に、ＩＴを

活用した仕掛けを具現化する際に、ＳＤＧｓや若者・女性目線などの視点を盛り込み、独

自性を高めながら、先進的で魅力的なまちづくりを行うことが重要であると考えます。 

 

以上 

 

（４）協議会の規約 

 

藤枝市中心市街地活性化協議会 規約 

 

（協議会の設置） 

第１条 藤枝商工会議所及び株式会社まちづくり藤枝は、中心市街地活性化法第１５条第１項の規

定に基づき、共同で中心市街地活性化協議会を設置する。 

（名 称） 

第２条 本会は、「藤枝市中心市街地活性化協議会」（以下「協議会」という。）と称する。 

（事務所） 

第３条 協議会は、事務所を藤枝市藤枝４－７－１６ 藤枝商工会議所内に置く。 

（目 的） 

第４条 協議会は藤枝市が作成しようとする基本計画並びに認定基本計画及びその他必要な事項を

協議し藤枝市中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に寄与することを目的とする。 

（活 動） 

第５条 協議会は、その目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）藤枝市が、作成する中心市街地活性化基本計画並びに認定基本計画及びその実施に関し、必

要な事項についての意見提出  

（２）中心市街地活性化に関する意見交換及び情報交換 

（３）中心市街地活性化のための勉強会、研修及び情報交換 

（４）民間事業者が国の認定、支援を受けようとする事業計画に関しての協議 

（５）前各号に掲げるもののほか、中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に関して必要な事

項 

（構成員） 

第６条 協議会は、次の者をもって構成する。 

（１）藤枝商工会議所 

（２）株式会社まちづくり藤枝 

（３）藤枝市 

（４）中心市街地活性化法第１５条第４項第１号及び第２号並びに第８項に規定する者 

（５）前各号に掲げるもののほか、協議会において特に必要があると認める者 

 ２ 前項第４号に該当するものであって、協議会の構成員でないものは、自己を協議会の構成員

として加えるよう協議会に申し出ることができる。この場合においては、協議会は、正当な理

由がある場合を除き、当該申出を拒むことができない。 

  ３ 前項の申出により協議会の構成員となったものは、第１項第４号に規定する者でなくなっ

たとき、又はなくなったと認められるときは、協議会構成員の資格を失うものとする。 

（組 織） 

第７条 協議会は会長、副会長及び委員をもって組織する。 

  ２ 協議会の目的を達成するため、ワーキンググループを設置することができる。 

（委 員） 

第８条 委員は、第６条各号に掲げる者が指名する者をもって充てる。 
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  ２ 協議会の運営について助言を得るため、オブザーバーを置くことができる。 

（役 員） 

第９条 協議会に、会長、副会長を置き、委員の中から選任する。 

  ２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

  ３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠員したときは、その職務

を代理する。 

（任 期） 

第 10 条 会長及び副会長並びに委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

  ２ 前項に掲げる任期中に変更が生じた場合、当該構成員の後任者が引き継ぐものとし、その

任期は前任者の残任期間とする。 

（会 計） 

第 11 条 協議会の収入は、負担金、会費、補助金およびその他の収入による。 

  ２ 負担金、会費は、必要に応じ別途定める。 

  ３ 協議会の支出は、調査、通信費、事務費、会議費その他運営に要する経費とする。 

  ４ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（除 名） 

第 12 条 構成員が、協議会の名誉をき損し又は協議会の設立の趣旨に反する行為をしたときは、協

議会の会議において、構成員４分の３以上の同意により、これを除名することができる。 

（会 議） 

第 13 条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

  ２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。なお、欠席の場合、委任状

をもって出席とみなすことができる。 

  ３ 会議は、出席者の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（協議結果の尊重） 

第 14条 協議会の構成員は、会議において協議が整った事項について、その協議結果を尊重しなけ

ればならない。 

（事業年度） 

第 15条 協議会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（事務局） 

第 16条 協議会の庶務は、藤枝商工会議所（以下「事務局」という。）において処理する。 

（公 表） 

第 17 条 協議会の公表は、法の定めるところにより行う。 

（解 散） 

第 18 条 協議会の議決に基づいて解散する場合は、構成員の４分の３以上の同意を得なければなら

ない。 

 

附 則 

 １ この規約は、平成１９年１１月２日から施行する。 

 ２ この規約は、協議会が所掌事務の処理を完了した日限りその効力を失う。 

 ３ この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し、必要な事項については、会長 

が会議に諮って定める。 
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［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的な推進等 

（１）客観的現状分析・ニーズ分析に基づく事業及び措置の集中実施 

中心市街地活性化のための事業は、中心市街地の課題や地域住民のニーズを客観的に把握・分

析し、活性化に向けた多様な施策を互いに連携させて、一体的に整備する必要がある。 

第３期計画の期間中においては、居住人口や空き店舗数、昼間の歩行者通行量、イベント来場

者数などが改善傾向にあり、中心市街地の満足度も向上したものの、計画の後半においては、新

型コロナウイルス感染症拡大が大きく影響し、各指標は令和２年度以降に大きく後退した。将来

的な居住人口の減少、昼間人口の流出超過、駅周辺の賑わい喪失が懸念されるなど、これまでの

取組効果を定着させる必要性が明らかとなった。 

今後も引き続き、中心市街地の活性化に向けて、第４期計画において実施する主な事業を記載

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
①将来的な居住人口の

減少 

全市的に人口減少が進

展している現状から、中心

市街地においても将来的

な人口減少が懸念される。 

主要課題 

 

第４期計画の基本方針・目標・主な事業等 

 

基本方針１ 

イノベーショ

ンを生み出す、

魅力溢れる生

活・創造空間の

創出 

 目標１：多様な都市機能の集積による 
街なかの魅力向上 

≪主要事業≫ 
・市街地再開発事業（駅前一丁目６街区、９街区第
一種市街地再開発事業） 

・空き家活用・流通促進事業等 

②昼間人口の流出超過 

居住人口が増加した一

方で、駅北地区の歩行者通

行量が減少し、通勤・通学

等の昼間人口が近隣市へ

流出している。 

 

目標２：各拠点の有機的な連携による、 
持続可能なビジネス環境の構築 

 

③駅周辺の賑わい喪失 

中心市街地の空き店舗の

増加やイベント来場者数の

減少など、これまでの賑わ

いが失われている。 

 

≪主要事業≫ 
・首都圏企業等誘導推進事業 
・藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 
・市街地再開発事業（駅前一丁目６街区、
９街区第一種市街地再開発事業）等 

 

基本方針２ 

人と人、人と

街がつなが

り、多くの

人々で賑わう

交流空間の創

出 

まちづくりのテーマ 

『魅力溢れる暮らし 賑わい広がる 
しずおか中部の生活・創造拠点』 

≪主要事業≫ 
・開業チャンス！応援事業 
・街なかストックリノベーション事業 
・トライアルスペース kokokara 運営事業 
・首都圏企業等誘導推進事業 等 

≪主要事業≫ 
・て～しゃばストリート、love local 
MARKET 、イルミネーション点灯式、 
Friday 屋台村、駅周辺商店街のイベン
ト、民間企業等のイベント、駅南公園等
での実証実験 等 

目標３：良好な景観形成と伴走型支援 
による、エリアの求心力向上 

 

目標４：既存ストックの活用による、 
多世代が集う賑わいの再生 
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（２）様々な主体の巻き込み及び各種事業等との連携・調整 

①第４期計画（案）のパブリックコメント 

中心市街地活性化に対する市民意識把握のため、第４期計画（案）への意見募集（パブリッ

クコメント）を行った。提出された 14 件の意見のうち、2件を既に盛り込み済みとして計画内

容の説明により回答、残りの 12 件を今後の参考又はその他の意見（質問含む）の扱いとし、結

果を公表した。 

意見募集期間：令和４年 10 月 21 日～11 月 14 日 

意見提出件数：14 件 

 

②藤枝商工会議所との意見交換等 

令和４年４月 28日に第４期計画の基本方針について、８月 30 日に計画素案について説明

し、藤枝商工会議所との意見交換等を行った。藤枝商工会議所からは、第４期計画では、①駅

周辺における市街地再開発事業による土地の高度利用や都市機能の集積を図るとともに、②駅

前・駅南・青木各地区のコンセプトを活かした賑わいづくりや街なか居住、③藤枝駅前コワー

キングスペース未来共創ラボ“フジキチ”や産学官連携推進センター“BiVi キャン”等を核と

した新たなビジネス創出を推進する必要があるという意見が出た。 
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10 中心市街地における都市機能の集積を図るための措置に関す

る事項 

［１］都市機能の集積の促進の考え方 

藤枝市では、総合計画及び都市計画マスタープラン等において、都市機能の集積について、

次のとおり位置づけている。 

 

■第６次藤枝市総合計画（令和３年３月） 

市の最上位計画である「第６次藤枝市総合計画」においては、JR藤枝駅周辺の「中心市街

地活性化エリア」を、「都市機能誘導区域（都市拠点）」として位置づけ、広域求心力を高め

る商業や観光、オフィス機能、医療や福祉、子育て支援、行政サービス、文化娯楽機能等の

徒歩生活圏を形成する高度な都市機能の集積を図るとともに、本市の玄関口にふさわしい良

好で品格ある景観を形成するとしている。 

 

■第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略（令和２年３月） 

市総合戦略においては、戦略の基本方針「コンパクト＋ネットワークのまちを創る」の実

現に向けて、生活利便性が高く質の高い暮らしと賑わいを創出するため、藤枝駅周辺に広域

的役割を担う都市機能を集積することで、しずおか中部の生活・交流拠点形成を図るとして

いる。 

 

■藤枝市都市計画マスタープラン（平成 24 年３月） 

市都市計画マスタープランでは、中心市街地である JR 藤枝駅周辺一帯を都市拠点として位

置づけ、商業・業務機能、文化交流機能、スポーツ交流機能の維持向上を図るとともに、医

療や福祉、子育て支援、行政サービスなど暮らしを支える機能の充実を図り、街なか居住を

促進している。また、賑わいと質の高い魅力のある中心市街地の形成を図るとともに、志太

榛原地域の中核都市として主要な役割を担う拠点と位置づけている。 

 

■藤枝市立地適正化計画（平成 30 年３月） 

市立地適正化計画においては、JR藤枝駅を中心とする中心市街地では、都市機能の維持、

集積を図り、広域的な機能とともに、市域全体の生活を担う機能など様々な都市機能が充実

した拠点の形成を進めるため、「中心市街地活性化基本計画」の計画区域を都市拠点における

都市機能誘導区域として設定するとしている。 

 

■第２期藤枝市商業振興戦略改訂版（令和３年３月） 

市商業振興戦略においては、本市の「コンパクト＋ネットワーク」を推進するため、JR 藤

枝駅を中心とする中心市街地活性化区域の駅南地区は、広域的商業機能による活動・交流を

創出。駅前地区は、暮らしを支える機能により、街なか居住を促進。青木地区は、公共公益

機能と魅力的な個店の立地により、回遊性の創出を期待するとしている。 
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［２］都市計画手法の活用 

都市計画手法の活用としては、適正な用途地域の見直しとともに、都市計画法、建築基準

法の改正による準工業地域内の特別用途地区指定により、大規模集客施設の立地規制に取り

組むことにより、都市機能の中心市街地への集積を図る。 

本市には、準工業地域が８地区（199.1ha）指定されているが、これらの地域への大規模集

客施設（店舗、飲食店、展示場等で床面積 10,000 ㎡を超えるもの）の立地を抑制するため、

特別用途地区を指定（平成 19 年 12 月 21 日）している。併せて、大規模集客施設制限地区建

築条例を公布・施行（平成 19 年 12 月 21 日）している。（平成 21 年 1月 1 日に合併した岡部

地区（旧岡部町）については、特別用途地区の指定とともに、住環境保全型工場地区建築条

例の公布・施行（平成 20 年 12 月 25 日）により、大規模集客施設の立地を抑制。） 

また、平成 24 年度には藤枝駅南口開発Ｂ街区複合施設整備事業に伴い、高度な土地利用に

より、志太榛原地域の中核都市の玄関口に相応しい「にぎわい・交流機能」の集積を図るた

め、オーレ藤枝及びその南側に隣接する地区（約 0.7ha）を「交流拠点地区」として高度利

用型地区計画を新設するなど藤枝駅南地区計画の変更を行った。さらに、平成 24 年度に藤枝

駅前一丁目８街区第一種市街地再開発事業に伴い、藤枝駅北口広場東側に隣接する地区約

1.2ha について、一体的かつ合理的な土地利用により、街なか居住の促進と防災性の向上、

良好な都市環境の形成を図るため、地区計画の設定（平成 26 年度変更あり）を行っている。 

今後においても、商業・業務機能の集積及び高度な土地利用を促進するため、関係機関や

地域住民・地権者等と協議・合意形成を図りつつ、用途地域の見直しや地区計画等の決定・

変更による大規模集客施設その他の都市機能の立地誘導に取り組む。 
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②仮宿・横内 

⑤谷稲葉 

藤枝市中心市街地活性化基本計画区域と準工業地域図 

①～⑧の準工業地域の総面積 

計 199.1 ha 

③水守 

①横内 

⑥高柳（茶屋河原） 

⑦高柳（高柳下） 

⑧岡部 

④青木 

中心市街地区域 



- 147 - 

 

［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等 

（１）都市機能の適正立地 

中心市街地には、藤枝駅を中心に駅南図書館や市文化センターなど 13 件の公共公益施設や、

17 件の医療施設、24 件の社会福祉関係施設、４件の大規模小売店舗、このほか、ホテルや青果

市場、JAなどが立地しており、都市機能が集積している。 

また、藤枝駅前一丁目６街区及び９街区では、住宅、店舗、業務施設、駐車場を兼ね備えた

複合型の市街地再開発事業が進行中であり、今後さらに都市機能の集積が進む見込みである。 

なお、これまでの取組によって、駅南地区には市立図書館やシネマコンプレックス、フィッ

トネスクラブ、飲食等の集客施設やホテル、バンケット施設等の複合ビルが立地しているほ

か、平成 28 年に閉店したアピタ藤枝店の跡地に、「田沼一丁目 18 地区商業施設整備事業」によ

りスーパーマーケットが新たに進出している。 

以上のように、『ふじえだ型コンパクト＋ネットワーク』のまちづくりをさらに高める土地利

用を図るため、中心市街地周辺を重点地区に位置付け、街なかへの積極的な都市福利に資する

公益施設の誘導、集積を推進している。 

 

（２）既存ストックの有効活用 

本市の主な公共公益施設及び大規模集客施設は以下のとおりである。 

■主な公共施設 

施設名 所在地 施設規模(㎡) 所在エリア 

藤枝市役所 岡出山 1-11-1 10,203.42 郊外 

藤枝市民会館 岡出山 1-11-1 3,189.58 郊外 

藤枝市立岡出山図書館 藤枝 5-19-1 1,289.06 郊外 

藤枝市郷土博物館・文学館 若王子 500 3,776.73 郊外 

藤枝商工会議所 藤枝 4-7-16 1,457.30 郊外 

藤枝警察署 緑町 1-3-5 － 郊外 

静岡産業大学 駿河台 4-1-1 － 郊外 

藤枝市勤労者福祉センター 小石川町 4-1-11 1,585.35 郊外 

藤枝市救急医療センター 瀬戸新屋 362-1 328.30 郊外 

静岡県藤枝総合庁舎 瀬戸新屋 362-1 － 郊外 

藤枝市消防本部消防署 稲川 200-1 4,532.15 郊外 

藤枝市保健センター 駿河台 1-14-1 2,218.18 郊外 

藤枝市立総合病院 駿河台 4-1-11 47,508.42 郊外 

藤枝市生涯学習センター 茶町 1-5-5 3,041.90 郊外 

大井川農業協同組合本店 緑の丘 1-1 － 郊外 

JR 藤枝駅 駅前 1-1-1 － 中心市街地 

藤枝市立駅南図書館 前島 1-7-10  3,298.80 中心市街地 

藤枝市文化センター 駅前 2-1-5 2,712.88 中心市街地 

藤枝市民体育館 駅前 3-21-1 4,090.17 中心市街地 

藤枝市武道館 駅前 3-21-1 2,180.15 中心市街地 

藤枝税務署 青木 2-36-17 － 中心市街地 

藤枝郵便局 青木 3-6-18 － 中心市街地 

藤枝市観光案内所 駅前 1-1-2 － 中心市街地 

静岡県武道館 前島 2-10-1 － 中心市街地 

静岡地方法務局藤枝支局 青木 1-4-1 － 中心市街地 
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■本市の教育文化施設 

施設名 施設数(※) 施設内訳(※) 

幼稚園 11(１) 私立 11(1) 

認定こども園 10(０) 私立 10(０) 

小学校 17(０) 市立 17(０) 

中学校 12(１) 市立 10、私立２(１) 

高等学校 ６(１) 公立３、私立３(１) 

高等教育機関 

(大学、専修学校等) 
２(０) 私立２(０) 

図書館 ３(１) 市立３(１) 

市民会館、文化会館等 ７(４) 

(中心市街地)藤枝市文化センター、藤枝市武道館、

藤枝市民体育館、静岡県武道館 

(郊外)藤枝市生涯学習センター、藤枝市郷土博物

館・文学館、藤枝市民会館 

※カッコ内は中心市街地に立地している施設数 

 

■医療・福祉施設 

※1.カッコ内は中心市街地に立地している施設数 

※2.1 ヶ所で複数の事業を行っているものも 1事業所とした 

 

 

 

 

 

  

施設名 施設数(※1) 

病院・診療所 150(17)※2 

保育所 16(１) 

地域型保育所 27(６) 

介護事業所 319(31) 

障がい者施設 151(12) 
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■大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡超） 

〈中心市街地区域内の大規模小売店舗の出店状況（店舗面積 1,000 ㎡超）〉 

  
中心 

市街地 
店舗名 所在地 

店舗 

面積 
開店日 

1  秋山木工 郡 1023-1 2,292 S49.12.1 

2  ウエルシア藤枝高洲店・しずてつストア藤枝高洲店 高洲 1丁目 652-1 2,350 H24.11.1 

3  ウエルシア藤枝藪田店 下薮田字前田 123-1 1,380 不明 

4  エスポット藤枝店 内瀬戸 1-2 5,203 H6.4.13 

5 
 

カインズモール藤枝 内瀬戸字向山 15-1外 
12,78

0 
H27.3.25 

6  河村電気藤枝店 兵太夫９２８－１外 1,320 H6.3.4 

7  杏林堂薬局青島店 下青島 1052-1外 1,805 H21.9.29 

8  杏林堂薬局藤枝田沼店 田沼４丁目 13外 1,370 H23.4.19 

9  ザ・ビッグ藤枝田沼店 田沼３丁目 7-7 1,946 H21.3.21 

10  ザ・ダイソー藤枝緑町商業施設 緑町 1丁目 2-8外 2,860 H17.2.20 

11  しずてつストア岡部店・静岡鉄道貸店舗 岡部町内谷字榎木田925-1外 1,571 H16.12.1 

12  しずてつストア駿河台店 駿河台 2丁目 17-1 1,775 H1.4.1 

13 ● しずてつストア藤枝駅南店 田沼 1丁目 18-1  1,951 R2.1.21 

14  ジャンボエンチョー藤枝店 築地 1丁目 7-30 5,995 H10.7.15 

15  ジャンボエンチョー藤枝店グリーンストック 築地 1丁目 680-1外 1,217 H27.9.30 

16  ズースクエア藤枝 築地字草島 528-1 1,217 R3.2.20 

17 ● 西友・すみや南新屋店 南新屋字曲山 408-39ほか 6,552 H8.2.15 

18  田子重清里店 清里 1丁目 2-1 1,989 H28.3.1 

19  田子重田沼店 田沼 2丁目 216-1外 1,897 H22.7.16 

20  ＤＣＭカーマ藤枝水守店・しずてつストア藤枝水守店 水守 2丁目 4番地１ 8,066 H18.7.11 

21  テックランド藤枝店 内瀬戸セキヤガイト 124-1 3,307 H28.7.1 

22  ドン・キホーテ藤枝店 水上字鳥越 210-95 2,653 H9.9.11 

23  ニームズ 志太 1-70-1外 5,276 H14.12.7 

24  ニトリ藤枝店 瀬戸新屋字天ヶ谷 361-1外 5,151 H21.4.24 

25 ● ノジマ藤枝駅前店 駅前３丁目 20-1 2,132 H28.10.22 

26  ノジマ藤枝水守店 水守１丁目 17-8外 1,952 H25.11.19 

27  バロー藤枝店 志太 1丁目 1269外  1,614 H22.11.11 

28 ● ＢｉＶｉ藤枝 前島 1丁目 7-7 8,000 H21.2.28 

29  ファッションセンターしまむら八幡店 八幡字八反島 655-8外 1,151 不明 

30  藤枝築地複合店舗 築地 539-1 8,264 H20.6.27 

31  ベルカント 清里 1丁目 1-1 3,941 H11.9.30 

32  マックスバリュ藤枝藪田店 下薮田 60-1 1,153 R2.12.31 

33  アルペン藤枝店 小石川町 4-929-4 1,480 H7.11.23 

34  ジャンボスポーピアシラトリ藤枝店☆ＡＯＫＩ藤枝店 小石川町 2-750-2外 1,401 H5.11.21 

35  Ｂ ＺＯＮＥ ５０１ 上青島字玄力東 406-1 1,089 S55.9.12 

36  藤越 志太 5-3-34 5,108 S48.11.1 

37  富士屋五十海店 五十海 353-2 1,491 S58.5.28 

38  富士屋高洲店 高洲 1-969-2外 1,463 H7.8.23 

39  富士屋藤枝店 本町 3-5-12 1,040 S39.10.31 

40  プラグシティ カインズ藤枝店ベイシア電器藤枝店 上青島字二軒屋１９１外 3,300 H13.1.2 

出典：藤枝市  
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≪中心市街地内の公共公益施設・都市福利施設の分布状況≫ 
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［４］都市機能の集積のための事業等 

都市機能の集積に向けて行う事業として、第４期藤枝市中心市街地活性化基本計画に掲載

している事業は、以下のとおりである。 

 

●市街地の整備改善に資する事業 

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業 

 

●都市福利施設の整備に資する事業 

・藤枝おやこ館子育て応援事業 

・障害者テレワークオフィス支援事業 

 

●街なか居住の推進に資する事業 

・藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業【再掲】 

・藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業【再掲】 

・子育てファミリー移住定住促進事業補助金 

・空き家活用・流通促進事業 

・仲良し夫婦移住定住促進事業補助金 

・子育て世代街なか居住魅力向上事業 

 

●経済活力の向上に資する事業 

・エコノミックガーデニング推進事業 

・オフィス機能等立地推進事業 

・大規模小売店舗立地法の特例措置 

・商店街魅力アップ応援事業 

・開業チャンス！応援事業 

・空き店舗活用チャレンジ事業 

・障害者テレワークオフィス支援事業【再掲】 

・首都圏企業等誘導推進事業 

・藤枝 DXセンター運営事業 

・藤枝市民大学運営事業 

・藤枝駅前二丁目市有地有効活用事業 

・トライアルスペース kokokara 運営事業 

 

●公共交通機関の利便性の増進に資する事業 

・自主運行バス等運行事業 

・路線バス維持費補助金事業 

・空港アクセスバス運行事業 
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11 その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［１］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意点 

本計画で推進する事業は、藤枝市では第６次藤枝市総合計画に関連する事業や、民間では

各主体が実施中のものや確実に実施するもののうち、中心市街地の活性化の実現に相当程度

寄与するものを厳選している。 

また、本計画において推進する事業は、実践的・試行的な活動の裏打ちに基づき実施する

ものもあり、厳選されたものである。 

 

（１）エリア別の特長と魅力あるまちづくりへの取組 

多様な個性と機能を有する魅力的な中心市街地づくりを行うため、中心市街地を「駅南地

区」「駅前地区」「青木地区」の３つのエリアに区切り、エリアごとに目指すべき方向性を明

確化し、役割分担とともに特長と魅力あるまちづくりを推進している。また、エリアごとに

多様な主体の参加によるまちづくりの検討組織を設け、連携した取組を検討し、中心市街地

活性化協議会に提案・協議を行っている。 

 

【各エリアの概要】 

地区 魅力・特長など ロゴマーク 目指すまちの姿 

駅
南 

広域的な商業機能などにより、活動・交流を創出す

るエリア 

国際観光ホテルやオーレ藤枝、BiVi 藤枝などの施設

や、て～しゃばストリート・イルミネーションなど

の取り組みなどにより、来訪人口の拡大を目指しま

す。 

 

訪れたいまち 藤枝駅南 

志太榛原地域の中で、 

遊び・活動・交流の中心とな

る「訪れたいまち」 

駅
前 

暮らしを支える機能により街なか居住を促進する

エリア 

医療・子育て・高齢者支援施設などが整備される市

街地再開発事業や、空き店舗などを活用したコミュ

ニティ再生の取り組み、商業振興などによる利便性

の高い居住空間を整備し、定住人口の拡大を目指し

ます。 

 

住みたいまち 藤枝駅前 

生活しやすい便利な 

街なかライフを実現する 

「住みたいまち」 

青
木 

公共公益機能と魅力的な個店の立地促進により回

遊を創出するエリア 

公園や法務局、東海ガスの本部機能（災害拠点施設）

などの公共公益施設の集積と、個性的で魅力的な個

店などとの回遊性を創出し、定住・来訪人口の拡大

を目指します。 

 

巡りたいまち 藤枝青木 

明るくお洒落な街なみと、

魅力的な個店やスポットが

生まれる「巡りたいまち」 
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【各エリアの検討組織の位置付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）SDGs の 17 のゴールに貢献する藤枝市の 17 の目標 

本市では、SDGsの実現に向けて地方自

治体として取り組むべき目標を、本市独

自のローカル SDGs として掲げており、

SDGs の 17 のゴールに貢献する本市独自

の目標を設定し、地方創生の一層の充

実・深化とともに、その達成を目指して

いる。本計画に掲げている施策・事業に

ついても、SDGs の 17 のゴールと対応さ

せて推進し、広く発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

駅前地区市街地総

合再生計画に位置

付けた２再開発地

区の事業関係者等

による連携した取

組の検討組織 

 

 
 

BiVi 藤枝、オーレ藤

枝、ホテルオーレな

ど駅南地区の大規

模施設運営者、商店

街や企業等による、

連携した取組の検

討組織 

 

 

 
 

青木地区の住民等

により組織する、地

域活性化のための

検討・活動組織 

 

 

 

 
 

駅北地区で活動を

行う企業や商店街、

個店、まちづくりに

係る団体等による

連携した取組の検

討組織 

 
 

藤枝商工会議所（事務局） 

株式会社まちづくり藤枝 

藤枝駅周辺３商店街代表 

地域住民代表（自治会） 

地域経済代表（観光・金融） 

駅南地区活性化連絡会議 

青木まちづくり委員会 

関係機関（交通・警察・静岡県）等 

 

藤枝市中心市街地活性化協議会 

 藤枝市 

 

意見聴取 

意見提出 

駅南地区 

活性化連絡会議 

 

駅前地区 

総合再生会議 

 

駅北地区 

活性化連絡会議 

 

青木 

まちづくり委員会 

 
ハード主体 

 

ソフト主体 

 

提案 協議 

 

提案 協議 

 

提案 協議 

 
駅前地区 

まちづくり検討 

 

青木地区 

まちづくり検討 

 

駅南地区 

まちづくり検討 
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［２］都市計画等との調和 

中心市街地活性化基本計画に基づく事業等は、市総合計画、市総合戦略、市都市計画マスタ

ープラン、市立地適正化計画等において、以下のとおり適合又は調和が図られている。 

 

■第６次藤枝市総合計画（令和３年３月） 

＜品格と魅力ある都市空間の創造＞ 

○居心地が良く歩きたくなる都市空間づくり 

広域から人が集い、過ごし、歩きたくなる都市空間づくりを推進するため、駅前広場や市

街地再開発事業の整備、官民連携による活動・交流空間の創出、無電柱化や歩道のバリアフ

リー化により、安全で快適なウォーカブルなまちづくりを推進する。 

［主な取組］ 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

・無電柱化の促進 

・バリアフリー化の促進 

・藤枝駅前地区市街地再開発の推進 

＜商業の振興＞ 

○個店の魅力と意欲向上による賑わい創出 

魅力ある店舗を増加させることで、商業空間の賑わいを創出するため、店舗のスタッフ自

らがこだわりやサービスを発信する講座、空き店舗や空きスペースへの新規出店など、商工

関係団体や金融機関等との連携により、意欲のある商業者を支援する。 

［主な取組］ 

・まちゼミサポート事業 

・空き店舗等開業支援 

＜中心市街地の活性化＞ 

○都市機能集積の推進 

多面的な活動・交流、様々なビジネスを生み出す都市環境や生活利便性の高い街なか環境

を創出するため、市街地再開発事業の連鎖的な展開や高度な土地利用の誘導により、広域求

心力を有する多様な都市機能の集積を図る。 

［主な取組（抜粋）］ 

・藤枝駅前地区市街地再開発の推進 

・本社機能、サテライト機能等の立地推進 

○個性的で魅力ある店舗の出店支援 

中心市街地の魅力や賑わいの創出を図るため、空き家や空き店舗等を魅力的なコンテンツ

にするなど駅前エリアでのリノベーションを進めるとともに、起業・創業や新ビジネスの創

出を支援する。 

［主な取組］ 

・中心市街地リノベーションまちづくりの推進 

・トライアルスペース kokokara の運営 
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○街なかの活動・交流機会の創出 

賑わい創出や活動・交流の促進、周辺への経済波及を図るため、産学官が連携して駅周辺

広場や道路などの公共空間を有効活用したイベントなどを開催するとともに、歩き、活動し

たくなるウォーカブルな都市空間の環境整備を行う。 

［主な取組］ 

・無電柱化の促進 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

・美しい街並み景観の創出 

○次世代型広域都心の形成 

人・モノの流れと暮らしや産業にイノベーションを生み出すため、中心市街地とこれに近

接する周辺地区に商業や業務・居住などの機能を誘導し、付加価値が高く、DX（デジタルト

ランスフォーメーション）をまち全体に取り入れた持続可能な次世代型広域都心の形成を図

る。 

［主な取組］ 

・中心市街地と一体の次世代都市形成の推進 

 

■第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略（令和２年３月） 

＜魅力的で活力ある中心市街地づくり＞ 

生活利便性が高く質の高い暮らしと賑わいを創出するため、藤枝駅周辺に広域的役割を担

う都市機能を集積することでしずおか中部の生活・交流拠点形成を図る。 

［具体的事業］ 

・藤枝駅前地区市街地再開発事業 

・中心市街地リノベーションまちづくり推進事業 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 

・中心市街地と一体の広域新都心形成の推進 

＜居心地が良く歩きたくなる都市空間づくりの推進＞ 

広域から人が集い、過ごす中心市街地に安全で快適な歩行空間を形成するため、駅前広場

や市街地再開発事業の整備、官民連携による活動・交流空間の創出を図る。 

［具体的事業］ 

・藤枝駅前地区市街地再開発事業（再掲） 

・駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業（再掲） 

・駅前広場景観形成事業 

・無電柱化促進事業 

・バリアフリー化促進事業 
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■藤枝市都市計画マスタープラン（平成 24 年３月） 

＜青島地区将来構想＞ 

○拠点の配置 

中心市街地である JR 藤枝駅周辺一帯を都市拠点として位置づけ、志太榛原地域の中核都

市としての主要な役割を担うため、商業・業務機能、文化交流機能、スポーツ交流機能の

維持向上を図りつつ、医療や福祉、子育て支援、行政サービスなど暮らしを支える機能の

充実を図るとともに、街なか居住の促進、コンパクトな徒歩生活圏形成などを進め、賑わ

いと求心力のある質の高い魅力のある中心市街地を形成する。 

○土地利用の基本方針 

JR 藤枝駅周辺の中心商業・業務地については、都市計画による誘導や市街地再開発を進

め、商業・業務機能の集積、文化・交流施設、駐車場の整備などを図る。また、開業支援

などの活性化対策を進めるとともに、景観の形成、交流づくりや街なか居住の促進などを

進める。 

 

■藤枝市立地適正化計画（平成 30 年３月） 

＜都市機能の充実＞ 

○都市機能の集積 

これまで、民間活力の積極的な導入による低・未利用な市有地の有効活用により、映画

館、図書館、国際観光ホテルや複合商業施設などの都市機能の集積を図ってきた。今後も、

土地利用制限の見直しなどによる広域性のある商業施設などの立地促進を図る。また、各商

店街やまちづくり会社などの多様な主体と連携し、にぎわいを創出する多くのイベントの開

催支援などを行う。 

［具体的な施策］ 

・中心市街地活性化ソフト事業の推進 

・市街地再開発の推進 

・多様な連携と情報発信による活性化の推進 

 

■藤枝市住生活基本計画（令和３年３月） 

＜既成市街地の整備改善＞ 

・中心市街地等では、土地の合理的かつ健全な高度利用や市街地の整備改善等に取り組む。 

→藤枝駅前地区市街地再開発事業 

＜まちなみ・景観に配慮した住まいづくり＞ 

・都市景観の向上、都市災害の防止を図り、安全で快適な歩行空間の確保を行うため、無電柱

化を実施し、歩行者の利便性や商業振興を促進する。 

→無電柱化促進事業 

 

＜中心市街地における都市機能集積の推進＞ 

・駅周辺広場や道路などの公共空間を有効活用した「て～しゃばストリート」や「イルミネー

ション」などの開催により、賑わい創出や活動・交流の促進、周辺への経済波及を図る。 

→駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業 
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・駅前地区市街地総合再生基本計画に基づく駅前一丁目 ６街区などの市街地再開発事業によ

る高品質な公共的空間の創出や、公開空地と歩道のバリアフリー化と一体となった歩道空間

整備により、歩きたくなるまちの推進を図る。 

→藤枝駅前地区市街地再開発事業 

・空き家や空き店舗等の遊休資産の有効活用のため、既存の建物に大規模な工事等を行い、今

の時代に合った新たな機能を持たせるリノベーションを駅前地区のある一定のエリアで行

う。 

→中心市街地リノベーションまちづくり推進事業 
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［３］その他の事項 

（１）環境・エネルギー等への配慮 

本市では、令和３年２月に脱炭素社会の実現に向けて、2050 年までに温室効果ガスの排出

実質ゼロに取り組む「ゼロカーボンシティ」を表明した。 

併せて、令和３年３月に環境基本計画を改定し、市内全域からの温室効果ガス排出量を森

林や緑地の温室効果ガス吸収量以下に抑えるため、2050 年度の温室効果ガスの排出を 2013

年度から 96%削減することを目標として定め、現在取組を進めている。 

これらを受け、令和４年８月には、市と東海ガス株式会社とで包括連携協定を締結し、ゼ

ロカーボンシティの実現に向けて相互協力及び連携して取り組むこととし、市役所本庁舎及

び南館へのカーボンニュートラルガスの導入を開始した。 

中心市街地においては、道路の舗装材にインターロッキングブロックを用いたヒートアイ

ランド対策や、低炭素なまちづくりにも寄与する街なかシェアサイクル事業により、駅周辺

エリア内の環境や回遊の促進及び駅周辺と市内主要観光施設等との連携を図っている。シェ

アサイクルの利用台数は平成 30 年３月のサービス開始から増加傾向で推移しており、令和３

年度には 12,025 台と前年度比 37.5％の増加（+3,278 台）となっている。 

また、藤枝冬の風物詩である駅周辺イルミネーション事業においては、使用電力の一部に

太陽光発電由来のグリーン電力を使用、その旨を周知し、再生可能エネルギーの利用及び普

及促進を図っている。 

 

（２）国の地域活性化施策との連携 

「第２期ふじえだ健康都市創生総合戦略（R2.3）」において、基本方針「コンパクト＋ネッ

トワークのまちを創る」の実現に向けた施策「魅力的で活力ある中心市街地づくり」におい

て、生活利便性が高く質の高い暮らしと賑わいを創出するため、藤枝駅周辺に広域的役割を

担う都市機能を集積することでしずおか中部の生活・交流拠点形成を図ることとしている。

その具体的事業として、「藤枝駅前地区市街地再開発事業」「中心市街地リノベーションまち

づくり推進事業」「駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業」「中心市街地と一体の広域新都心

形成の推進」を位置づけている。また、施策「居心地が良く歩きたくなる都市空間づくりの

推進」において、広域から人が集い、過ごす中心市街地に安全で快適な歩行空間を形成する

ため、駅前広場や市街地再開発事業の整備、官民連携による活動・交流空間の創出を図ると

している。その具体的事業として、「藤枝駅前地区市街地再開発事業」「駅周辺広場・道路空

間賑わい創出事業」「無電柱化促進事業」を位置づけている。 

 

（３）静岡県による取組との連携 

中心市街地の求心力を高め、賑わいのあるまちづくりを進めていくためには、核となる商

業施設の立地が必要である。第２期計画では、静岡県により、藤枝駅南口西地区 ABC 街区

が、第一種大規模小売店舗立地法特例区域（中心市街地活性化法に基づき、都道府県等が指

定）として、県内で初めて指定され、出店が円滑に進んだ。また第３期計画では、田沼一丁

目地内（アピタ藤枝店跡地）が県内初となる第二種大規模小売店舗立地法特例区域に指定さ
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れている。今後も大規模小売店舗の出店がスムーズに進むよう、静岡県と連携を図ってい

く。 

また、市民等の公共交通の確保のため、広域民間バス路線の継続的な運行を国、県、市で

連携して支援し、志太榛原地区及び市内各地域から本市中心市街地への移動手段の維持を図

る。 

第２期計画から、JR 藤枝駅と富士山静岡空港を結ぶアクセスバスを市で運行し、広域移動

手段を確保し利用促進を図っており、引き続き富士山静岡空港を活用した広域からの観光・

交流促進のため、旅行者の誘導やアクセス交通の誘導を静岡県と連携して推進する。 
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12 認定基準に適合していることの説明 

 

 

基 準 項  目 説 明 

第 1 号基準 

基本方針に

適合するも

のであるこ

と 

意義及び目標に関する事項 「３.中心市街地の活性化の目標」に記載 

認定の手続 「９.４から８までに掲げる事業及び措置の

総合的かつ一体的推進に関する事項」に記載 

中心市街地の位置及び区域に

関する基本的な事項 

「２.中心市街地の位置及び区域」に記載 

４から８までの事業及び措置

の総合的かつ一体的推進に関

する基本的な事項 

「９.４から８までに掲げる事業及び措置の

総合的かつ一体的推進に関する事項」に記載 

中心市街地における都市機能

の集積の促進を図るための措

置に関する基本的な事項 

「10.中心市街地における都市機能の集積の

促進を図るための措置に関する事項」に記載 

その他中心市街地の活性化に

関する重要な事項 

「11.その他中心市街地の活性化のために必

要な事項」に記載 

第 2号基準 

基本計画の

実施が中心

市街地の活

性化の実現

に相当程度

寄与するも

のであると

認められる

こと 

目標を達成するために必要な

４から８までの事業等が記載

されていること 

「４. 土地区画整理事業、市街地再開発事業、

道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設

の整備その他の市街地の整備改善のための事

業に関する事項」～「８.４から７までに掲げ

る事業及び措置と一体的に推進する事業に関

する事項」に記載 

基本計画の実施が設定目標の

達成に相当程度寄与するもの

であることが合理的に説明さ

れていること 

「３.中心市街地の活性化の目標」、「４～８に

おける各事業」に記載 

第 3号基準 

基本計画が

円滑かつ確

実に実施さ

れると見込

まれるもの

であること 

事業の主体が特定されている

か、又は、特定される見込みが

高いこと 

「４～８」の各事業等に掲載した「実施主体」

に記載 

事業の実施スケジュールが明

確であること 

「４～８」の各事業等に掲載した「事業実施時

期」に記載 

 


